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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータを復号する方法であって、
　第１のサイズのブロックの１つまたは複数のパーティションパターンを含むパーティシ
ョンパターンリストを構成することと、
　前記パーティションパターンリストへのインデックスを受信することと、
　前記受信された前記パーティションパターンリストへのインデックスに基づいて、前記
第１のサイズの前記ブロックのパーティションパターンを決定することと、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記決定されたパーティションパターンに基づいて
、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することと、ここ
において、前記第２のサイズが前記第１のサイズよりも大きく、前記深度ブロックは、３
次元（３Ｄ）ビデオコーディングのフレームワークにおける深度マップのブロックである
、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記決定されたパーティションパターンを使用して
前記第１のサイズの前記ブロックをイントラ予測復号することなく、前記深度ブロックに
関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深度ブロックをイントラ
予測復号することと
を備える方法。
【請求項２】
　前記第１のサイズのブロックの前記パーティションパターンは、サイズ１６×１６のブ
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ロックのパーティションパターンを備え、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する
前記パーティションパターンを決定することは、サイズ１６×１６の前記ブロックの前記
決定されたパーティションパターンに基づいて、サイズ３２×３２の前記深度ブロックに
関する前記パーティションパターンを決定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記深度ブロック内のサブブロックを識別する情報を受信することをさらに備え、前記
サブブロックのサイズが前記第１のサイズであり、
　前記第１のサイズのブロックの前記パーティションパターンを決定することは、前記サ
ブブロックに関する前記パーティションパターンを決定することを備え、
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ことは、前記サブブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、
前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定するこ
とを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記サブブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記第
２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定することは、
前記サブブロックに関する前記パーティションパターンの線形線を前記深度ブロックの境
界まで拡張することを備え、得られる線形線が、前記深度ブロックに関する前記パーティ
ションパターンを画定する、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記決定されたパーティションパターンは、前記第
１のサイズの前記ブロックの複数の線ベースのパーティションパターンからの線ベースの
パーティションパターンを備え、前記深度ブロックに関する前記パーティションパターン
は、２つのパーティションに前記深度ブロックを区分する前記深度ブロックに関する線ベ
ースのパーティションパターンを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ことは、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを示
す情報を受信することなく、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティ
ションパターンを決定することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　ビデオデータを符号化する方法であって、
　第１のサイズのブロックの１つまたは複数のパーティションパターンを含むパーティシ
ョンパターンリストを構成することと、
　前記パーティションパターンリストに基づいて、前記第１のサイズの前記ブロックのパ
ーティションパターンを決定することと、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記決定されたパーティションパターンに基づいて
、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することと、ここ
において、前記第２のサイズが前記第１のサイズよりも大きく、前記深度ブロックは、３
次元（３Ｄ）ビデオコーディングのフレームワークにおける深度マップのブロックである
、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記決定されたパーティションパターンを使用して
前記第１のサイズの前記ブロックをイントラ予測符号化することなく、前記深度ブロック
に関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深度ブロックをイント
ラ予測符号化することと、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記決定されたパーティションパターンを識別する
前記構成されたパーティションパターンリストへのインデックスをシグナリングすること
と
を備え、ビデオデコーダは、前記深度ブロックをイントラ予測復号するために前記インデ
ックスを使用する、方法。



(3) JP 6246919 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

【請求項８】
　前記第１のサイズのブロックの前記パーティションパターンは、サイズ１６×１６のブ
ロックのパーティションパターンを備え、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する
前記パーティションパターンを決定することは、サイズ１６×１６の前記ブロックの前記
決定されたパーティションパターンに基づいて、サイズ３２×３２の前記深度ブロックに
関する前記パーティションパターンを決定することを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記パーティションパターンを決定することは、前
記構成されたパーティションパターンリストにおいて識別されたパーティションパターン
から、前記第１のサイズの前記ブロックの前記パーティションパターンを決定することを
備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１０】
　前記深度ブロック内のサブブロックを識別することをさらに備え、前記サブブロックの
サイズが前記第１のサイズであり、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記パーティションパターンを決定することは、前
記識別されたサブブロックに関する前記パーティションパターンを決定することを備え、
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ことは、前記識別されたサブブロックに関する前記決定されたパーティションに基づいて
、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ことを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１１】
　前記識別されたサブブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づい
て、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定す
ることは、前記識別されたサブブロックに関する前記パーティションパターンの線形線を
前記深度ブロックの境界まで拡張することを備え、得られる線形線が、前記深度ブロック
に関する前記パーティションパターンを画定する、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記パーティションパターンは、前記第１のサイズ
の前記ブロックの複数の線ベースのパーティションパターンからの線ベースのパーティシ
ョンパターンを備え、前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンは、２つの
パーティションに前記深度ブロックを区分する前記深度ブロックに関する線ベースのパー
ティションパターンを備える、請求項７に記載の方法。
【請求項１３】
　ビデオコーディングのためのデバイスであって、
　第１のサイズのブロックの１つまたは複数のパーティションパターンを記憶するビデオ
データメモリと、
　１つまたは複数のプロセッサを備えるビデオコーダと
を備え、前記ビデオコーダは、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記１つまたは複数のパーティションパターンを含
むパーティションパターンリストを構成することと、
　前記パーティションパターンリストに基づいて、前記記憶された１つまたは複数のパー
ティションパターンから、前記第１のサイズの前記ブロックのパーティションパターンを
決定することと、ここにおいて、前記パーティションパターンリスト中の前記パーティシ
ョンパターンは、前記パーティションパターンリスト中のインデックスによって識別され
る、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記決定されたパーティションパターンに基づいて
、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することと、ここ
において、前記第２のサイズが前記第１のサイズよりも大きく、前記深度ブロックは、３
次元（３Ｄ）ビデオコーディングのフレームワークにおける深度マップのブロックである
、
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　前記第１のサイズの前記ブロックの前記決定されたパーティションパターンを使用して
前記第１のサイズの前記ブロックをイントラ予測コーディングすることなく、前記深度ブ
ロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深度ブロックを
イントラ予測コーディングすることと
を行うように構成される、デバイス。
【請求項１４】
　前記第１のサイズのブロックの前記パーティションパターンは、サイズ１６×１６のブ
ロックのパーティションパターンを備え、前記第２のサイズの前記深度ブロックは、サイ
ズ３２×３２の深度ブロックを備え、前記ビデオコーダは、サイズ１６×１６の前記ブロ
ックの前記決定されたパーティションパターンに基づいて、サイズ３２×３２の前記深度
ブロックに関する前記パーティションパターンを決定するように構成される、請求項１３
に記載のデバイス。
【請求項１５】
　前記ビデオコーダはビデオデコーダを備え、
　前記ビデオデコーダは、
　前記パーティションパターンリストへの前記インデックスを受信することを行うように
構成され、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記パーティションパターンを決定するために、前
記ビデオデコーダは、前記受信された前記パーティションパターンリストへのインデック
スに基づいて、前記第１のサイズの前記ブロックの前記パーティションパターンを決定す
るように構成され、
　前記深度ブロックをイントラ予測コーディングするために、前記ビデオデコーダは、前
記深度ブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深度ブ
ロックをイントラ予測復号するように構成される、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記ビデオコーダはビデオデコーダを備え、
　前記ビデオデコーダは、前記深度ブロック内のサブブロックを識別する情報を受信する
ように構成され、前記サブブロックのサイズが前記第１のサイズであり、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記パーティションパターンを決定するために、前
記ビデオデコーダは、前記サブブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ように構成され、
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ために、前記ビデオデコーダは、前記サブブロックに関する前記決定されたパーティショ
ンパターンに基づいて、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティショ
ンパターンを決定するように構成される、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項１７】
　前記ビデオコーダはビデオデコーダを備え、
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ために、前記ビデオデコーダは、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パー
ティションパターンを示す情報を受信することなく、前記第２のサイズの前記深度ブロッ
クに関する前記パーティションパターンを決定するように構成される、請求項１３に記載
のデバイス。
【請求項１８】
　前記ビデオコーダはビデオエンコーダを備え、
　前記深度ブロックをイントラ予測コーディングするために、前記ビデオエンコーダは、
前記深度ブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深度
ブロックをイントラ予測符号化するように構成される、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項１９】
　前記ビデオエンコーダは、前記第１のサイズの前記ブロックの前記決定されたパーティ
ションパターンを識別する前記構成されたパーティションパターンリストへの前記インデ
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ックスをシグナリングするように構成され、ビデオデコーダが、前記深度ブロックをイン
トラ予測復号するために前記インデックスを使用する、請求項１８に記載のデバイス。
【請求項２０】
　前記ビデオコーダはビデオエンコーダを備え、
　前記ビデオエンコーダは、前記深度ブロック内のサブブロックを識別するように構成さ
れ、前記サブブロックのサイズが前記第１のサイズであり、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記パーティションパターンを決定するために、前
記ビデオエンコーダは、前記識別されたサブブロックに関する前記パーティションパター
ンを決定するように構成され、
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ために、前記ビデオエンコーダは、前記識別されたサブブロックに関する前記決定された
パーティションに基づいて、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティ
ションパターンを決定するように構成される、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項２１】
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記パーティションパターンは、前記第１のサイズ
の前記ブロックの複数の線ベースのパーティションパターンからの線ベースのパーティシ
ョンパターンを備え、前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンは、２つの
パーティションに前記深度ブロックを区分する前記深度ブロックに関する線ベースのパー
ティションパターンを備える、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項２２】
　集積回路（ＩＣ）、マイクロコントローラ、ワイヤレスデバイス、デスクトップコンピ
ュータ、ラップトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、
電話ハンドセット、テレビジョン、カメラ、ディスプレイデバイス、デジタルメディアプ
レーヤ、ビデオゲーム機、またはビデオストリーミングデバイスのうちの少なくとも１つ
を備える、請求項１３に記載のデバイス。
【請求項２３】
　ビデオコーディングのためのデバイスの１つまたは複数のプロセッサによって実行され
たときに、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　第１のサイズのブロックの１つまたは複数のパーティションパターンを含むパーティシ
ョンパターンリストを構成することと、
　前記パーティションパターンリストに基づいて、前記第１のサイズの前記ブロックのパ
ーティションパターンを決定することと、ここにおいて、前記パーティションパターンリ
スト中の前記パーティションパターンは、前記パーティションパターンリスト中のインデ
ックスによって識別される、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記決定されたパーティションパターンに基づいて
、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することと、ここ
において、前記第２のサイズが前記第１のサイズよりも大きく、前記深度ブロックは、３
次元（３Ｄ）ビデオコーディングのフレームワークにおける深度マップのブロックである
、
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記決定されたパーティションパターンを使用して
前記第１のサイズの前記ブロックをイントラ予測コーディングすることなく、前記深度ブ
ロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深度ブロックを
イントラ予測コーディングすることと
を行わせる命令を記憶した非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２４】
　前記第１のサイズの前記ブロックの前記パーティションパターンは、サイズ１６×１６
のブロックに関するパーティションパターンを備え、前記１つまたは複数のプロセッサに
、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ことを行わせる前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、サイズ１６×１６の前
記ブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、サイズ３２×３



(6) JP 6246919 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

２の前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定することを行わせる命
令を備える、請求項２３に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２５】
　前記第１のサイズのブロックの前記パーティションパターンは、前記第１のサイズの前
記ブロックの複数の線ベースのパーティションパターンからの線ベースのパーティション
パターンを備え、前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンは、２つのパー
ティションに前記深度ブロックを区分する前記深度ブロックに関する線ベースのパーティ
ションパターンを備える、請求項２３に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　[0001]本出願は、その内容全体が参照によって本明細書に組み込まれている、２０１３
年１０月１５日に出願された米国仮出願第６１／８９１，２０３号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、ビデオコーディングに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]デジタルビデオ能力は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキ
ャストシステム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ラッ
プトップコンピュータもしくはデスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ、電
子ブックリーダー、デジタルカメラ、デジタル記録デバイス、デジタルメディアプレーヤ
、ビデオゲームデバイス、ビデオゲーム機、セルラー電話機もしくは衛星無線電話機、い
わゆる「スマートフォン」、ビデオ会議デバイス、ビデオストリーミングデバイスなどを
含む広範囲のデバイスに組み込まれ得る。デジタルビデオデバイスは、ＭＰＥＧ－２、Ｍ
ＰＥＧ－４、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６３、ＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４，Ｐａｒ
ｔ　１０，アドバンストビデオコーディング（ＡＶＣ）、現在開発中の高効率ビデオコー
ディング（ＨＥＶＣ）規格によって定義された規格、およびそのような規格の拡張に記載
されているもののような、ビデオ圧縮技法を実装する。これらのビデオデバイスは、その
ようなビデオ圧縮技法を実装することによって、デジタルビデオ情報をより効率的に送信
し、受信し、符号化し、復号し、および／または記憶することができる。
【０００４】
　[0004]ビデオ圧縮技法は、ビデオシーケンスに固有の冗長性を低減または除去するため
に、空間的（ピクチャ内）予測および／または時間的（ピクチャ間）予測を実行する。ブ
ロックベースのビデオコーディングの場合、ビデオスライス（すなわち、ピクチャまたは
ピクチャの一部分）は、ツリーブロック、コーディングユニット（ＣＵ）および／または
コーディングノードと呼ばれることもあるビデオブロックに区分され得る。ピクチャのイ
ントラコーディングされた（Ｉ）スライス中のビデオブロックは、同じピクチャ中の隣接
ブロック中の参照サンプルに対する空間的予測を使用して符号化される。ピクチャのイン
ターコーディングされた（ＰまたはＢ）スライスの中のビデオブロックは、同じピクチャ
の中の隣接ブロック中の参照サンプルに対する空間的予測、または他の参照ピクチャ中の
参照サンプルに対する時間的予測を使用し得る。
【０００５】
　[0005]空間的予測または時間的予測は、コーディングされるべきブロックの予測ブロッ
クをもたらす。残差データは、コーディングされるべき元のブロックと予測ブロックとの
間のピクセル差分を表す。インターコーディングされたブロックは、予測ブロックを形成
する参照サンプルのブロックを指す動きベクトル、およびコーディングされたブロックと
予測ブロックとの間の差分を示す残差データに従って符号化される。イントラコーディン
グされたブロックは、イントラコーディングモードおよび残差データに従って符号化され
る。さらなる圧縮のために、残差データは空間領域から変換領域に変換されて、残差変換
係数が得られ得、その残差変換係数は、次いで量子化され得る。最初に２次元アレイで構
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成される量子化変換係数は、変換係数の１次元ベクトルを生成するために走査されてよく
、エントロピーコーディングが、さらなる圧縮を達成するために適用されてよい。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]本開示の技法は一般に、ビデオデータのイントラ予測されたブロックに関するパ
ーティションパターンを、より小さいサイズのブロックに関連するパーティションパター
ンに基づいて導出することに関する。いくつかの例では、イントラ予測されたブロックは
、深度マップのブロックであり得、パーティションパターンは、サブブロックを二等分す
る線形線によって分割された２つのパーティションにサブブロックを区分する線ベースの
パーティションパターンであり得る。
【０００７】
　[0007]一例では、本開示は、ビデオデータを復号する方法について説明し、本方法は、
第１のサイズのブロックに関連するパーティションパターンを決定することと、第１のサ
イズのブロックに関連する決定されたパーティションパターンに基づいて、第２のサイズ
の深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することと、ここにおいて、第２
のサイズが第１のサイズよりも大きい、深度ブロックに関する決定されたパーティション
パターンに基づいて、深度ブロックをイントラ予測復号することとを備える。
【０００８】
　[0008]一例では、本開示は、ビデオデータを符号化する方法について説明し、本方法は
、第１のサイズのブロックに関連するパーティションパターンを決定することと、第１の
サイズのブロックに関連する決定されたパーティションパターンに基づいて、第２のサイ
ズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することと、ここにおいて、第
２のサイズが第１のサイズよりも大きい、深度ブロックに関する決定されたパーティショ
ンパターンに基づいて、深度ブロックをイントラ予測符号化することとを備える。
【０００９】
　[0009]一例では、本開示は、ビデオコーディングのためのデバイスについて説明し、本
デバイスは、第１のサイズのブロックに関連する１つまたは複数のパーティションパター
ンを記憶するビデオデータメモリと、１つまたは複数のプロセッサを備えるビデオコーダ
とを備える。ビデオコーダは、記憶された１つまたは複数のパーティションパターンから
、第１のサイズのブロックに関連するパーティションパターンを決定することと、第１の
サイズのブロック関連する決定されたパーティションパターンに基づいて、第２のサイズ
の深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することと、ここにおいて、第２
のサイズが第１のサイズよりも大きい、深度ブロックに関する決定されたパーティション
パターンに基づいて、深度ブロックをイントラ予測コーディングすることとを行うように
構成され得る。
【００１０】
　[0010]一例では、本開示は、ビデオコーディングのためのデバイスの１つまたは複数の
プロセッサによって実行されたときに、１つまたは複数のプロセッサに、第１のサイズの
ブロックに関連するパーティションパターンを決定することと、第１のサイズのブロック
に関連する決定されたパーティションパターンに基づいて、第２のサイズの深度ブロック
に関するパーティションパターンを決定することと、ここにおいて、第２のサイズが第１
のサイズよりも大きい、深度ブロックに関する決定されたパーティションパターンに基づ
いて、深度ブロックをイントラ予測コーディングすることとを行わせる命令を記憶したコ
ンピュータ可読記憶媒体について説明する。
【００１１】
　[0011]本開示の１つまたは複数の例の詳細は、添付図面および下記の説明に記載される
。他の特徴、目的、および利点は、その説明および図面、ならびに特許請求の範囲から明
らかになろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
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【図１】[0012]深度コーディングのための本開示の技法を利用し得る例示的なビデオ符号
化および復号システム１０を示すブロック図。
【図２】[0013]方向性イントラ予測モードに関連する予測方向を概して示す図。
【図３Ａ】[0014]深度モデリングモード（ＤＭＭ）の例を示す概念図。
【図３Ｂ】深度モデリングモード（ＤＭＭ）の例を示す概念図。
【図４Ａ】[0015]パーティションパターンの例を示す概念図。
【図４Ｂ】パーティションパターンの例を示す概念図。
【図４Ｃ】パーティションパターンの例を示す概念図。
【図４Ｄ】パーティションパターンの例を示す概念図。
【図４Ｅ】パーティションパターンの例を示す概念図。
【図４Ｆ】パーティションパターンの例を示す概念図。
【図５Ａ】[0016]１／２サンプル精度のパーティションパターンサンプルのマッピングを
示す概念図。
【図５Ｂ】１／２サンプル精度のパーティションパターンサンプルのマッピングを示す概
念図。
【図６】[0017]深度コーディングのための技法を実装し得るビデオエンコーダの一例を示
すブロック図。
【図７】[0018]深度コーディングのための技法を実装し得るビデオデコーダの一例を示す
ブロック図。
【図８】[0019]ビデオデータを復号する例示的な方法を示すフローチャート。
【図９】[0020]ビデオデータを符号化する例示的な方法を示すフローチャート。
【図１０】[0021]領域境界チェーンコーディングモードを示す概念図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　[0022]たとえば３次元（３Ｄ）－ＨＥＶＣ（高効率ビデオコーディング）規格による３
Ｄビデオコーディングでは、（テクスチャビューのテクスチャコンポーネントとも呼ばれ
る）キャプチャされたビデオデータが深度ビューの対応する深度マップに関連付けられる
、マルチビュービデオ＋深度フォーマットを使用して、３Ｄビデオデータが表される。た
とえば、テクスチャビューのテクスチャコンポーネントは、実際のビデオコンテンツを表
し、テクスチャコンポーネントに対応する深度コンポーネントは、テクスチャコンポーネ
ント中のピクセルの相対深度を表す深度マップを提供する。ビデオエンコーダは、テクス
チャコンポーネントと深度マップとを符号化し、テクスチャコンポーネントと深度マップ
とを３Ｄビデオビットストリーム中に多重化するように構成される。ビデオデコーダは、
３Ｄビデオビットストリームを受信し、３Ｄビデオデータを再構成するためにテクスチャ
コンポーネントと深度マップとを復号する。
【００１４】
　[0023]ビデオエンコーダのビデオ符号化能力とビデオデコーダの復号能力とを活用する
ために、ルーマサンプルが深度値を表すグレースケールビデオとして深度マップが形成さ
れる。このようにして、深度値を符号化および復号するための何らかの追加の特殊な符号
化および復号の技法を利用する必要なく、ビデオエンコーダおよびビデオデコーダの既存
の能力を使用して、深度値が符号化され復号され得る。
【００１５】
　[0024]たとえば、ビデオのピクチャをコーディングするために、ビデオエンコーダは、
インター予測符号化および／またはイントラ予測符号化を利用するように構成され得、ビ
デオデコーダは、インター予測復号および／またはイントラ予測復号を利用するように構
成され得る。ビデオエンコーダおよびビデオデコーダは、同様にそれぞれ、深度マップを
コーディングするためのインター予測およびイントラ予測の符号化および復号の技法を使
用することができる。
【００１６】
　[0025]場合によっては、深度マップは、シャープエッジと定数領域（constant area）
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とを含み、シャープエッジは、エッジの一方の側のルーマ値とエッジの他方の側のルーマ
値との間に比較的大きい差があるときに発生する。深度マップサンプルのそのような異な
る統計値（たとえば、ルーマ値）に起因して、２次元（２Ｄ）ビデオコーデックに基づい
て深度マップのために設計された異なるコーディング方式があり得る。たとえば、２次元
ビデオコーディングの場合、深度マップがないことがある。一方、深度マップを含む３Ｄ
ビデオコーディングの場合、深度マップを符号化および復号するために追加のビデオコー
ディング技法が有用であり得る。
【００１７】
　[0026]たとえば、３Ｄ－ＨＥＶＣ規格は、ＨＥＶＣ規格において定義されるような２Ｄ
ビデオコーディングに関する概念を３Ｄビデオコーディングに拡張する。３Ｄ－ＨＥＶＣ
規格は、イントラ予測符号化および復号のためにＨＥＶＣ規格において定義されるイント
ラ予測モードを使用する。さらに、３Ｄ－ＨＥＶＣ規格は、深度マップのスライスのイン
トラ予測ユニットを符号化または復号する（すなわち、深度スライスの予測ユニット（Ｐ
Ｕ）をイントラ予測する）ために、ＨＥＶＣイントラ予測モードとともに深度モデリング
モード（ＤＭＭ）を導入した。
【００１８】
　[0027]ＤＭＭでは、深度マップのブロックが２つの領域に区分され、各領域が定数値に
よって表される。ビデオエンコーダは、深度マップのブロックをイントラ予測するために
ビデオエンコーダが使用する領域の各々に関する予測値を決定する。ビデオエンコーダは
、領域の各々に関する予測値をビデオデコーダにシグナリングすることもでき、またはビ
デオデコーダは、ビデオエンコーダからの明示的なシグナリングなしで予測値を決定する
ように構成され得る。いずれの場合も、ビデオデコーダは、深度マップのブロックをイン
トラ予測するために予測値を利用することができる。
【００１９】
　[0028]（深度ブロックと呼ばれる）深度マップのブロックを区分する方法のうちの１つ
は、ウェッジレット区分と呼ばれる。ウェッジレット区分では、ビデオエンコーダは、深
度ブロックを二等分して２つの領域を生成する線形線を決定する。このようにして、ウェ
ッジレット区分は、線ベースの区分と考えられることがあり、いくつかの例では、非長方
形パーティションを形成し得る（ただし、長方形パーティションを形成する可能性もある
）。線形線は、深度ブロックの１つの側にある点から開始し、深度ブロックの反対側また
は直交側にある点で終了することがある。一例として、一方位では、線形線は、深度ブロ
ックの左側にある点から開始し、深度ブロックの上側にある点で終了することがある。別
の方位では、線形線は、深度ブロックの上側にある点から開始し、深度ブロックの下側に
ある点で終了することがある。
【００２０】
　[0029]ウェッジレットパターンは、深度マップのブロックが二等分線形線により２つの
領域に区分され得る１つの方法を指し、ブロックのために存在し得るウェッジレットパタ
ーンの数は、ブロックサイズの関数であり得る。たとえば、所与の解像度（たとえば、１
ピクセル、１／２ピクセル、または１／４ピクセル）で、より小さいサイズのブロック（
たとえば、４×４ブロック）の場合、より大きいサイズのブロック（たとえば、６４×６
４）と比較して、ブロックの側に沿ってより少ない点がある。したがって、より大きいサ
イズのブロックと比較して、より小さいサイズのブロックの各側に沿ってより少ない開始
点および終了点があり、より少ないウェッジレットパターンが生じる。
【００２１】
　[0030]ＤＭＭモードのうちの１つが利用される例では、ビデオエンコーダは、深度ブロ
ックに関するウェッジレットパターンを決定し、決定されたウェッジレットパターンに基
づいてウェッジレットパターンをイントラ予測することができる。ビデオデコーダは、ブ
ロックを復号するために逆のプロセスを実行するように構成され得るので、ビデオデコー
ダは、ビデオエンコーダが決定したウェッジレットパターンと同じウェッジレットパター
ンを決定することができる。たとえば、いくつかの例では、ビデオエンコーダおよびビデ
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オデコーダはそれぞれ、ウェッジレットパターンのリストを記憶することができる。ビデ
オエンコーダは、ビデオビットストリームにおいて、決定されたウェッジレットパターン
を識別するウェッジレットパターンのリストへのインデックスをシグナリングすることが
できる。次いでビデオデコーダは、ウェッジレットパターンのリストのシグナリングされ
たインデックスに基づいて、ビデオエンコーダと同じウェッジレットパターンを決定する
ことができる。別の例として、ビデオエンコーダは、深度ブロックに関するウェッジレッ
トパターンを、対応するテクスチャブロックのビデオコンテンツ特性から決定することが
できる。ビデオデコーダは、ビデオデコーダが決定するウェッジレットパターンおよびビ
デオエンコーダが決定するウェッジレットパターンが同じウェッジレットパターンになる
ように、ウェッジレットパターンを決定するためのビデオエンコーダと同じ技法を実施す
るように構成され得る。
【００２２】
　[0031]ウェッジレットパターンを決定する上記の例では、ビデオエンコーダおよびビデ
オデコーダは、すべてのブロックサイズに関するすべてのウェッジレットパターンについ
ての情報を記憶するように構成され得る。しかしながら、より大きいブロックサイズの場
合、比較的多数のウェッジレットパターンを記憶するために必要なメモリの量は、望まし
くないほど大きいことがある。たとえば、３Ｄ－ＨＥＶＣ規格のいくつかのドラフトは、
６４×６４サイズの深度ブロックに関するウェッジレットパターンをまったく持たないこ
とを提案した。言い換えれば、６４×６４サイズの深度ブロックに関するウェッジレット
パターンを記憶するための大きいサイズのメモリを持つ不利益は、６４×６４サイズの深
度ブロックをイントラ予測するためにウェッジレットパターンを使用する利益を圧倒する
と考えられた。
【００２３】
　[0032]本開示で説明する技法では、ビデオコーダ（たとえば、ビデオエンコーダまたは
ビデオデコーダ）は、パーティションパターン（たとえば、ウェッジレットパターン）を
、第１のサイズのブロックのパーティションパターンから決定し（たとえば、第１のサイ
ズのブロックに関連するパーティションパターンを決定し）、第１のサイズのブロックに
関連する決定されたパーティションパターンに基づいて、第２のサイズの深度ブロックに
関するパーティションパターンを決定することができ、第１のサイズが第２のサイズより
も小さい。ビデオコーダは、決定されたパーティションパターンに基づいて、第２のサイ
ズの深度ブロックをイントラ予測コーディングする（たとえば、符号化または復号する）
ことができる。いくつかの例では、ビデオコーダは、第２のサイズの深度ブロックサブブ
ロック（たとえば、深度ブロック内のブロック）のパーティションパターンからのパーテ
ィションパターンを利用することができる。一例として、第２のサイズの深度ブロックは
Ｎ×Ｎブロックであり得、サブブロックはＭ×Ｍブロックであり得、ＭがＮよりも小さく
、Ｎ×Ｎブロック内にある。
【００２４】
　[0033]いくつかの例では、特定のブロックサイズに関して記憶されるためにビデオコー
ダが必要とするパーティションパターンの数は、特定のブロックサイズの深度ブロックに
関するパーティションパターンが、より小さいサイズのブロックに関連するパーティショ
ンパターンから決定される場合には（すなわち、それに基づいて）減らされ得る。たとえ
ば、ビデオコーダは、より小さいサイズのブロックに関連するパーティションパターンを
記憶し、そして後に、より小さいサイズのブロックの記憶されたパーティションパターン
から、より大きいサイズのブロックに関するパーティションパターンを決定することがで
きる。
【００２５】
　[0034]たとえば、以前にビデオコーダが第１のサイズの深度ブロックに関するＹ個のパ
ーティションパターンと、第２のサイズの深度ブロックに関するＸ個のパーティションパ
ターンとを記憶しており、第１のサイズが第２のサイズよりも小さいと仮定する。この例
では、ビデオコーダは、第２のサイズのブロックに関するパーティションパターンを決定
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するためにＹ個のパーティションパターンを使用することができるので、ビデオコーダは
、第２のサイズの深度ブロックに関するＸ個のパーティションパターンよりも少ないパー
ティションパターンを記憶する必要があり得る。
【００２６】
　[0035]第１のサイズのブロックに関するパーティションパターンからは決定できない第
２のサイズのブロックに関連するパーティションパターンがいくつかあることも考えられ
得る。したがって、いくつかの例では、ビデオコーダは依然として、第２のサイズの深度
ブロックに関するいくつかの（たとえば、少なくとも１つの）パーティションパターンを
記憶し得るが、記憶される必要のあるパーティションパターンの数は、従来の技法と比較
して減らされ得る。いくつかの例では、ビデオコーダは、第２の、より大きいサイズのブ
ロックに関するパーティションパターンをまったく記憶せず、代わりに、第１の、より小
さいサイズのブロックに関するパーティションパターンから、第２の、より大きいサイズ
のブロックに関するパーティションパターンを決定することがある。
【００２７】
　[0036]図１は、深度コーディングのための本開示の技法を利用し得る例示的なビデオ符
号化および復号システム１０を示すブロック図である。図１に示すように、システム１０
は、宛先デバイス１４によって後で復号されるべき符号化ビデオデータを提供するソース
デバイス１２を含む。特に、ソースデバイス１２は、コンピュータ可読媒体１６を介して
ビデオデータを宛先デバイス１４に提供する。ソースデバイス１２および宛先デバイス１
４は、デスクトップコンピュータ、ノートブック（すなわち、ラップトップ）コンピュー
タ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、いわゆる「スマート」フォンなど
の電話ハンドセット、いわゆる「スマート」パッド、テレビジョン、カメラ、ディスプレ
イデバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲーム機、ビデオストリーミングデバイ
スなどを含む、広範囲にわたるデバイスのいずれかを備え得る。場合によっては、ソース
デバイス１２および宛先デバイス１４は、ワイヤレス通信に対する機能を備え得る。
【００２８】
　[0037]宛先デバイス１４は、コンピュータ可読媒体１６を介して、復号されるべき符号
化ビデオデータを受信することができる。コンピュータ可読媒体１６は、ソースデバイス
１２から宛先デバイス１４に符号化ビデオデータを移動することができる、任意のタイプ
の媒体またはデバイスを備え得る。一例では、コンピュータ可読媒体１６は、ソースデバ
イス１２が符号化ビデオデータを宛先デバイス１４にリアルタイムで直接送信するのを可
能にするための通信媒体を備え得る。
【００２９】
　[0038]符号化ビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通信標準規格に従って
変調され、宛先デバイス１４に送信され得る。通信媒体は、無線周波（ＲＦ）スペクトル
または１つもしくは複数の物理伝送線路など、任意のワイヤレスまたはワイヤード通信媒
体を備え得る。通信媒体は、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワーク、
またはインターネットなどのグローバルネットワークなどのパケットベースのネットワー
クの一部を形成し得る。通信媒体は、ルータ、スイッチ、基地局、またはソースデバイス
１２から宛先デバイス１４への通信を容易にするために有用であり得る任意の他の機器を
含み得る。
【００３０】
　[0039]いくつかの例では、符号化データは、出力インターフェース２２からストレージ
デバイスへ出力され得る。同様に、符号化データは、ストレージデバイスから入力インタ
ーフェースによってアクセスされ得る。ストレージデバイスは、ハードドライブ、Ｂｌｕ
ｅ－ｒａｙディスク、ＤＶＤ、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュメモリ、揮発性もしくは不揮発
性のメモリ、または符号化ビデオデータを記憶するための任意の他の適切なデジタル記憶
媒体など、様々な分散されたまたはローカルにアクセスされるデータ記憶媒体のいずれか
を含み得る。さらなる例では、ストレージデバイスは、ソースデバイス１２によって生成
された符号化ビデオを記憶することができるファイルサーバまたは別の中間ストレージデ
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バイスに対応し得る。
【００３１】
　[0040]宛先デバイス１４は、ストリーミングまたはダウンロードを介して、ストレージ
デバイスから記憶されたビデオデータにアクセスすることができる。ファイルサーバは、
符号化ビデオデータを記憶でき、符号化ビデオデータを宛先デバイス１４に送信できる、
任意のタイプのサーバとすることができる。例示的なファイルサーバは、（たとえば、ウ
ェブサイト用の）ウェブサーバ、ＦＴＰサーバ、ネットワークアタッチドストレージ（Ｎ
ＡＳ）デバイス、またはローカルディスクドライブを含む。宛先デバイス１４は、インタ
ーネット接続を含む、任意の標準データ接続を介して、符号化ビデオデータにアクセスす
ることができる。これは、ファイルサーバ上に記憶された符号化ビデオデータにアクセス
するのに適した、ワイヤレスチャネル（たとえば、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標）接続）、ワイ
ヤード接続（たとえば、ＤＳＬ、ケーブルモデムなど）、またはその両方の組合せを含み
得る。ストレージデバイスからの符号化ビデオデータの送信は、ストリーミング送信、ダ
ウンロード送信、またはその組合せとすることができる。
【００３２】
　[0041]本開示の技法は、ワイヤレス応用またはワイヤレス設定に必ずしも制限されない
。本技法は、無線テレビジョンブロードキャスト、ケーブルテレビジョン送信、衛星テレ
ビジョン送信、ＨＴＴＰ上の動的適応ストリーミング（ＤＡＳＨ：dynamic adaptive str
eaming over HTTP）などのインターネットストリーミングビデオ送信、データ記憶媒体上
に符号化されたデジタルビデオ、データ記憶媒体上に記憶されたデジタルビデオの復号、
または他の応用例など、様々なマルチメディア応用のいずれかをサポートするビデオコー
ディングに適用され得る。いくつかの例では、システム１０は、ビデオストリーミング、
ビデオ再生、ビデオブロードキャスト、および／またはビデオ電話などの応用をサポート
するために一方向または双方向のビデオ送信をサポートするように構成され得る。
【００３３】
　[0042]図１の例では、ソースデバイス１２は、ビデオソース１８と、ビデオエンコーダ
２０と、出力インターフェース２２とを含む。宛先デバイス１４は、入力インターフェー
ス２８と、ビデオデコーダ３０と、ディスプレイデバイス３２とを含む。本開示によれば
、ソースデバイス１２のビデオエンコーダ２０は、マルチビューコーディングにおける動
きベクトル予測のための技法を適用するように構成され得る。他の例では、ソースデバイ
スおよび宛先デバイスは他の構成要素または構成を含み得る。たとえば、ソースデバイス
１２は、外部カメラなどの外部のビデオソース１８からビデオデータを受信し得る。同様
に、宛先デバイス１４は、集積ディスプレイデバイスを含むのではなく、外部のディスプ
レイデバイスとインターフェースしてもよい。
【００３４】
　[0043]図１の図示のシステム１０は一例にすぎない。本開示による技法は、任意のデジ
タルビデオ符号化および／または復号デバイスによって実行され得る。概して、本開示の
技法はビデオ符号化デバイスおよびビデオ復号デバイスによって実行されるが、本技法は
、一般に「コーデック」と呼ばれるビデオエンコーダ／デコーダによって実行されてもよ
い。その上、本開示の技法は、ビデオプリプロセッサによって実行されてもよい。ソース
デバイス１２および宛先デバイス１４は、宛先デバイス１４に送信するためのコーディン
グされたビデオデータをソースデバイス１２が生成するコーディングデバイスの例にすぎ
ない。いくつかの例では、デバイス１２、１４は、デバイス１２、１４の各々がビデオ符
号化構成要素とビデオ復号構成要素とを含むように、実質的に対称の形で動作することが
できる。したがって、システム１０は、たとえば、ビデオストリーミング、ビデオ再生、
ビデオブロードキャスト、またはビデオ電話のためのビデオデバイス１２、１４の間の一
方向または双方向のビデオ送信をサポートし得る。
【００３５】
　[0044]ソースデバイス１２のビデオソース１８は、ビデオカメラなどのビデオキャプチ
ャデバイス、前にキャプチャされたビデオを含んでいるビデオアーカイブ、および／また
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はビデオコンテンツプロバイダからビデオを受信するためのビデオフィードインターフェ
ースを含み得る。さらなる代替案として、ビデオソース１８は、ソースビデオとしてコン
ピュータグラフィックスベースのデータまたは、生ビデオと、アーカイブされたビデオと
、コンピュータ生成ビデオとの組合せを生成することができる。場合によっては、ビデオ
ソース１８がビデオカメラである場合、ソースデバイス１２および宛先デバイス１４は、
いわゆるカメラ付き電話またはビデオ付き電話を形成し得る。しかしながら、上記で述べ
たように、本開示で説明する技法は、一般にビデオコーディングに適用可能であり、ワイ
ヤレスおよび／またはワイヤードの応用例に適用され得る。各場合において、キャプチャ
されたビデオ、前にキャプチャされたビデオ、またはコンピュータ生成ビデオは、ビデオ
エンコーダ２０によって符号化され得る。次いで、符号化ビデオ情報は、出力インターフ
ェース２２によってコンピュータ可読媒体１６に出力され得る。
【００３６】
　[0045]コンピュータ可読媒体１６は、ワイヤレスブロードキャストまたはワイヤードネ
ットワーク送信などの一時媒体、またはハードディスク、フラッシュドライブ、コンパク
トディスク、デジタルビデオディスク、Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク、または他
のコンピュータ可読媒体などの記憶媒体（すなわち、非一時的記憶媒体）を含み得る。い
くつかの例では、ネットワークサーバ（図示せず）は、たとえば、ネットワーク送信を介
して、ソースデバイス１２から符号化ビデオデータを受信し、宛先デバイス１４に符号化
ビデオデータを提供することができる。同様に、ディスクスタンピング設備など、媒体製
造設備のコンピューティングデバイスは、ソースデバイス１２から符号化ビデオデータを
受信し、その符号化ビデオデータを含んでいるディスクを生成することができる。したが
って、様々な例では、コンピュータ可読媒体１６は、様々な形態の１つまたは複数のコン
ピュータ可読媒体を含むと理解され得る。
【００３７】
　[0046]本開示では、概して、ビデオエンコーダ２０が、ある情報をビデオデコーダ３０
などの別のデバイスに「シグナリング」することに言及することがある。ただし、ビデオ
エンコーダ２０は、いくつかのシンタックス要素をビデオデータの様々な符号化部分に関
連付けることによって情報をシグナリングし得ることを理解されたい。すなわち、ビデオ
エンコーダ２０は、ビデオデータの様々な符号化部分のヘッダにいくつかのシンタックス
要素を格納することによって、データを「シグナリング」することができる。場合によっ
ては、そのようなシンタックス要素は、ビデオデコーダ３０によって受信され、復号され
るより前に、符号化され、記憶され（たとえば、コンピュータ可読媒体１６に記憶され）
得る。したがって、「シグナリング」という用語は全般に、圧縮されたビデオデータを復
号するためのシンタックスまたは他のデータの通信を、そのような通信がリアルタイムで
発生するか、またはほぼリアルタイムで発生するか、またはある期間にわたって発生する
かにかかわらず指すことがあり、ある期間にわたる通信は、シンタックス要素を符号化の
時点で媒体に記憶し、次いで、シンタックス要素がこの媒体に記憶された後の任意の時点
で復号デバイスによって取り出され得るときに、発生し得る。
【００３８】
　[0047]宛先デバイス１４の入力インターフェース２８はコンピュータ可読媒体１６から
情報を受信する。コンピュータ可読媒体１６の情報は、ビデオエンコーダ２０によって定
義され、またビデオデコーダ３０によって使用される、ブロックおよび他のコーディング
されたユニット、たとえば、ＧＯＰの特性および／または処理を記述するシンタックス要
素を含む、シンタックス情報を含み得る。ディスプレイデバイス３２は、復号されたビデ
オデータをユーザに表示し、陰極線管（ＣＲＴ）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、プラズ
マディスプレイ、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）ディスプレイ、または別のタイプのデ
ィスプレイデバイスなどの様々なディスプレイデバイスのうちのいずれかを備え得る。
【００３９】
　[0048]図１には示されないが、いくつかの態様では、ビデオエンコーダ２０およびビデ
オデコーダ３０は、それぞれオーディオエンコーダおよびオーディオデコーダと統合され
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てよく、共通のデータストリームまたは別個のデータストリーム中のオーディオとビデオ
の両方の符号化を処理するための、適切なＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニット、または他のハー
ドウェアおよびソフトウェアを含み得る。適用可能な場合、ＭＵＸ－ＤＥＭＵＸユニット
は、ＩＴＵ　Ｈ．２２３マルチプレクサプロトコル、またはユーザデータグラムプロトコ
ル（ＵＤＰ）などの他のプロトコルに準拠し得る。
【００４０】
　[0049]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０はそれぞれ、適用可能なとき、
１つまたは複数のマイクロプロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向
け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、ディス
クリート論理回路、ソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、またはそれらの任意
の組合せのような、種々の好適なエンコーダまたはデコーダ回路のいずれかとして実装さ
れ得る。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０の各々は１つまたは複数のエン
コーダまたはデコーダ中に含まれ得、そのいずれもが合成ビデオエンコーダ／デコーダ（
コーデック）の一部として組み込まれ得る。ビデオエンコーダ２０および／またはビデオ
デコーダ３０を含むデバイスは、集積回路、マイクロプロセッサ、および／または携帯電
話のようなワイヤレス通信デバイスを備え得る。
【００４１】
　[0050]ビデオコーディング規格の一例としては、Ｊｏｉｎｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｔｅａｍ（
ＪＶＴ）として知られる共同パートナーシップの成果として、ＩＳＯ／ＩＥＣ　Ｍｏｖｉ
ｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＭＰＥＧ）とともにＩＴＵ－Ｔ　
Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＶＣＥＧ）によって策定され
たＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＭＰＥＧ－４（ＡＶＣ）規格がある。別のビデオコーディン
グ規格は、それのスケーラブルビデオコーディング（ＳＶＣ）およびマルチビュービデオ
コーディング（ＭＶＣ）拡張を含む、Ｈ．２６４規格を含む。Ｈ．２６４規格は、ＩＴＵ
－Ｔ　Ｓｔｕｄｙ　ＧｒｏｕｐによるＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６４、Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｖ
ｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ　ｆｏｒ　ｇｅｎｅｒｉｃ　ａｕｄｉｏｖｉｓｕａｌ　ｓｅｒｖ
ｉｃｅｓに記載されている。Ｊｏｉｎｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｔｅａｍ（ＪＶＴ）はＨ．２６４
／ＭＰＥＧ－４　ＡＶＣへの拡張に取り組み続けている。ＭＶＣの最新のジョイントドラ
フトは、「Ａｄｖａｎｃｅｄ　ｖｉｄｅｏ　ｃｏｄｉｎｇ　ｆｏｒ　ｇｅｎｅｒｉｃ　ａ
ｕｄｉｏｖｉｓｕａｌ　ｓｅｒｖｉｃｅｓ」、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｈ．２６４、２０１０年３
月に記載されている。
【００４２】
　[0051]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、高効率
ビデオコーディング（ＨＥＶＣ）規格およびＨＥＶＣ規格の拡張に従って動作し得、ＨＥ
ＶＣテストモデル（ＨＭ）に準拠し得る。ＨＥＶＣが、ＩＴＵ－Ｔ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄ
ｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＶＣＥＧ）とＩＳＯ／ＩＥＣ　Ｍｏｔｉｏｎ　Ｐ
ｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ（ＭＰＥＧ）とのＪｏｉｎ　Ｃｏｌｌａｂｏ
ｒａｔｉｏｎ　Ｔｅａｍ　ｏｎ　Ｖｉｄｅｏ　Ｃｏｄｉｎｇ（ＪＣＴ－ＶＣ）によって開
発された。ＨＥＶＣの最近のドラフトは、ｈｔｔｐ：／／ｐｈｅｎｉｘ．ｉｎｔ－ｅｖｒ
ｙ．ｆｒ／ｊｃｔ／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／１２＿Ｇｅｎｅｖ
ａ／ｗｇ１１／ＪＣＴＶＣ－Ｌ１００３－ｖ１４．ｚｉｐから入手可能である。ＨＥＶＣ
規格化の取組みは、ＨＥＶＣテストモデル（ＨＭ）と呼ばれるビデオコーディングデバイ
スの発展的モデルに基づいていた。ＨＭは、たとえばＩＴＵ－Ｔ　Ｈ．２６４／ＡＶＣに
従う既存のデバイスに対する、ビデオコーディングデバイスの複数の追加能力を仮定する
。たとえば、Ｈ．２６４は９個のイントラ予測符号化モードを提供するが、ＨＭは３５個
ものイントラ予測符号化モードを提供し得る。
【００４３】
　[0052]概して、ＨＭの作業モデルは、ビデオピクチャ（または「フレーム」）が、ルー
マサンプルとクロマサンプルの両方を含む一連のツリーブロックまたは最大コーディング
ユニット（ＬＣＵ）に分割され得ることを記述する。ビットストリーム内のシンタックス



(15) JP 6246919 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

データが、ピクセルの数に関して最大のコーディングユニットであるＬＣＵのサイズを定
義し得る。スライスは、コーディング順序での、いくつかの連続するツリーブロックを含
む。ピクチャは、１つまたは複数のスライスに区分され得る。各ツリーブロックは、４分
木に従ってコーディングユニット（ＣＵ）に分割され得る。一般に、４分木データ構造は
、１ＣＵあたり１つのノードを含み、ルートノードがツリーブロックに対応する。ＣＵが
４つのサブＣＵに分割される場合には、ＣＵに対応するノードは、４つのリーフノードを
含み、リーフノードの各々がサブＣＵのうちの１つに対応する。
【００４４】
　[0053]４分木データ構造の各ノードは、対応するＣＵのシンタックスデータを提供し得
る。たとえば、４分木中のノードは、そのノードに対応するＣＵがサブＣＵに分割される
のかどうかを示す分割フラグを含むことができる。ＣＵのシンタックス要素は、再帰的に
定義され得、ＣＵがサブＣＵに分割されるかどうかに依存することができる。ＣＵがさら
に分割されない場合、そのＣＵはリーフＣＵと呼ばれる。本開示では、元のリーフＣＵの
明示的な分割が存在しない場合でも、リーフＣＵの４つのサブＣＵもリーフＣＵと呼ばれ
る。たとえば、１６×１６サイズのＣＵがさらに分割されない場合、４つの８×８サブＣ
Ｕも、１６×１６ＣＵが分割されなくても、リーフＣＵと呼ばれる。
【００４５】
　[0054]ＣＵは、ＣＵがサイズの特異性を有しないことを別にすれば、Ｈ．２６４規格の
マクロブロックと同様の目的を有する。たとえば、ツリーブロックは、（サブＣＵとも呼
ばれる）４つの子ノードに分割されてよく、各子ノードは、今度は親ノードとなり、別の
４つの子ノードに分割されてよい。４分木のリーフノードと呼ばれる、最後の分割されて
いない子ノードは、リーフＣＵとも呼ばれるコーディングノードを備える。コーディング
されたビットストリームに関連するシンタックスデータは、最大ＣＵ深度と呼ばれる、ツ
リーブロックが分割され得る最大回数を定義することができ、コーディングノードの最小
サイズを定義することもできる。それに応じて、ビットストリームは最小コーディングユ
ニット（ＳＣＵ）を定義することもできる。本開示は、「ブロック」という用語を、ＨＥ
ＶＣのコンテキストにおいてＣＵ、ＰＵ、またはＴＵのうちのいずれか、または他の規格
のコンテキストにおいて類似のデータ構造（たとえば、Ｈ．２６４／ＡＶＣのマクロブロ
ックおよびそのサブブロック）を指すために使用する。
【００４６】
　[0055]ＣＵは、コーディングノードと、コーディングノードに関連付けられた予測ユニ
ット（ＰＵ）および変換ユニット（ＴＵ）とを含む。ＣＵのサイズは、コーディングノー
ドのサイズに対応し、形状において正方形でなければならない。ＣＵのサイズは、８×８
ピクセルから、６４×６４ピクセル以上の最大値を有するツリーブロックのサイズまでに
及び得る。各ＣＵは、１つまたは複数のＰＵと１つまたは複数のＴＵとを包含し得る。Ｃ
Ｕに関連付けられたシンタックスデータは、たとえば、１つまたは複数のＰＵへのＣＵの
区分を記述することができる。区分モードは、ＣＵがスキップモード符号化もしくは直接
モード符号化されるのか、イントラ予測モード符号化されるのか、またはインター予測モ
ード符号化されるのかの間で異なる可能性がある。ＰＵは、形状において非正方形に区分
され得る。ＣＵに関連付けられたシンタックスデータは、たとえば、４分木に従う１つま
たは複数のＴＵへのＣＵの区分を記述することもできる。ＴＵは、形状において正方形ま
たは非正方形（たとえば、長方形）とすることができる。
【００４７】
　[0056]ＨＥＶＣ規格は、ＣＵごとに異なり得る、ＴＵに従う変換を可能にする。ＴＵは
、通常、区分されたＬＣＵについて定義される所与のＣＵ内のＰＵのサイズに基づくサイ
ズを与えられるが、必ずそうなっているとは限らない。ＴＵは、通常、ＰＵ以下のサイズ
である。いくつかの例では、ＣＵに対応する残差サンプルは、「残差４分木」（ＲＱＴ）
として知られている４分木構造を使用して、より小さいユニットに副分割され得る。ＲＱ
Ｔのリーフノードは、変換ユニット（ＴＵ）と呼ばれる場合がある。ＴＵに関連付けられ
たピクセル差分値は、変換係数を生成するために変換され得、変換係数は量子化され得る
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。
【００４８】
　[0057]リーフＣＵは、１つまたは複数の予測ユニット（ＰＵ）を含むことができる。一
般に、ＰＵは、対応するＣＵのすべてまたは一部分に対応する空間的エリアを表し、ＰＵ
の参照サンプルを取り出すためのデータを含むことができる。さらに、ＰＵは、予測に関
するデータを含む。たとえば、ＰＵがイントラモード符号化（たとえば、イントラ予測符
号化）されるとき、ＰＵのデータは、残差４分木（ＲＱＴ）に含まれ得、このＲＱＴは、
ＰＵに対応するＴＵのイントラ予測モードを記述するデータを含むことができる。別の例
として、ＰＵがインターモード符号化（たとえば、インター予測符号化）されるとき、Ｐ
Ｕは、ＰＵの１つまたは複数の動きベクトルを定義するデータを含み得る。ＰＵの動きベ
クトルを定義するデータは、たとえば、動きベクトルの水平成分、動きベクトルの垂直成
分、動きベクトルの解像度（たとえば、１／４ピクセル精度または１／８ピクセル精度）
、動きベクトルが指す参照ピクチャ、および／または動きベクトル用の参照ピクチャリス
ト（たとえば、ＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ０またはＲｅｆＰｉｃＬｉｓｔ１）を記述すること
ができる。
【００４９】
　[0058]１つまたは複数のＰＵを有するリーフＣＵは、１つまたは複数の変換ユニット（
ＴＵ）をも含むことができる。変換ユニットは、上述したように、（ＴＵ４分木構造とも
呼ばれる）ＲＱＴを使用して指定され得る。たとえば、分割フラグは、リーフＣＵが４つ
の変換ユニットに分割されるのかどうかを示すことができる。その場合に、各変換ユニッ
トは、さらなるサブＴＵにさらに分割され得る。ＴＵがさらに分割されないとき、そのＴ
ＵはリーフＴＵと呼ばれることがある。一般に、イントラコーディングの場合、リーフＣ
Ｕに属するすべてのリーフＴＵは同じイントラ予測モードを共有する。すなわち、同じイ
ントラ予測モードが、概して、リーフＣＵのすべてのＴＵの予測値を計算するために適用
される。イントラコーディングの場合、ビデオエンコーダ２０は、イントラ予測モードを
使用して各リーフＴＵの残差値を、ＴＵに対応するＣＵの一部分と元のブロックとの間の
差分として計算し得る。ＴＵは、必ずしもＰＵのサイズに制限されるとは限らない。した
がって、ＴＵは、ＰＵよりも大きくまたは小さくなり得る。イントラコーディング（たと
えば、イントラ予測コーディング）の場合、ＰＵは、同じＣＵの対応するリーフＴＵとコ
ロケートされ得る。いくつかの例では、リーフＴＵの最大サイズは、対応するリーフＣＵ
のサイズに対応することができる。
【００５０】
　[0059]さらに、リーフＣＵのＴＵは、残差４分木（ＲＱＴ）と呼ばれるそれぞれの４分
木データ構造にも関連付けられ得る。すなわち、リーフＣＵは、そのリーフＣＵがＴＵに
どのように区分されるのかを示す４分木を含むことができる。ＴＵ４分木のルートノード
は、一般に、リーフＣＵに対応し、ＣＵ４分木のルートノードは、一般に、ツリーブロッ
ク（またはＬＣＵ）に対応する。分割されないＲＱＴのＴＵは、リーフＴＵと呼ばれる。
一般に、本開示は、別段に記載されていない限り、ＣＵおよびＴＵという用語を、それぞ
れ、リーフＣＵおよびリーフＴＵを指すために使用する。
【００５１】
　[0060]ビデオシーケンスは、一般に一連のピクチャを含む。本明細書で説明する「ピク
チャ」および「フレーム」という用語は互換的に使用され得る。すなわち、ビデオデータ
を含んでいるピクチャは、ビデオフレームまたは単に「フレーム」と呼ばれることがある
。ピクチャグループ（ＧＯＰ）は、概して、ビデオピクチャのうちの一連の１つまたは複
数を備える。ＧＯＰは、ＧＯＰ中に含まれるいくつかのピクチャを記述するシンタックス
データを、ＧＯＰのヘッダ中、ピクチャのうちの１つもしくは複数のヘッダ中、または他
の場所に含み得る。ピクチャの各スライスは、それぞれのスライスのための符号化モード
を記述するスライスシンタックスデータを含み得る。ビデオエンコーダ２０は、一般に、
ビデオデータを符号化するために、個々のビデオスライス内のビデオブロックに作用する
。ビデオブロックはＣＵ内のコーディングノードに対応する場合がある。ビデオブロック
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は、固定サイズまたは可変サイズを有することができ、指定されたコーディング規格に従
ってサイズが異なり得る。
【００５２】
　[0061]例として、ＨＭは、様々なＰＵサイズでの予測をサポートする。特定のＣＵのサ
イズが２Ｎ×２Ｎであると仮定すると、ＨＭは、２Ｎ×２ＮまたはＮ×ＮのＰＵサイズで
のイントラ予測と、２Ｎ×２Ｎ、２Ｎ×Ｎ、Ｎ×２Ｎ、またはＮ×Ｎの対称ＰＵサイズで
のインター予測とをサポートする。ＨＭは、２Ｎ×ｎＵ、２Ｎ×ｎＤ、ｎＬ×２Ｎ、およ
びｎＲ×２ＮのＰＵサイズでのインター予測のための非対称区分をもサポートする。非対
称区分では、ＣＵの一方の方向は、区分されず、他方の方向は、２５％と７５％とに区分
される。ＣＵのうちで２５％パーティションに対応する部分は、「ｎ」とそれに続く「Ｕ
ｐ（上）」、「Ｄｏｗｎ（下）」、「Ｌｅｆｔ（左）」、または「Ｒｉｇｈｔ（右）」の
表示とによって示される。したがって、たとえば、「２Ｎ×ｎＵ」は、上部で２Ｎ×０．
５Ｎ　ＰＵ、および下部で２Ｎ×１．５Ｎ　ＰＵに水平に区分される２Ｎ×２Ｎ　ＣＵを
指す。
【００５３】
　[0062]本開示では、「Ｎ×Ｎ（NxN）」および「Ｎ×Ｎ（N by N）」は、垂直寸法およ
び水平寸法の観点からビデオブロックのピクセル寸法、たとえば、１６×１６（16x16）
ピクセルまたは１６×１６（16 by 16）ピクセルを指すために互換的に使用され得る。一
般に、１６×１６ブロックは、垂直方向に１６ピクセルを有し（ｙ＝１６）、水平方向に
１６ピクセルを有する（ｘ＝１６）。同様に、Ｎ×Ｎブロックは、一般に、垂直方向にＮ
ピクセル、水平方向にＮピクセルを有し、Ｎが非負の整数値を表す。ブロック中のピクセ
ルは、行および列に配列され得る。さらに、ブロックは、必ずしも、水平方向において垂
直方向と同じ数のピクセルを有するとは限らない。たとえば、ブロックはＮ×Ｍピクセル
を備え得、この場合、Ｍは必ずしもＮに等しいとは限らない。
【００５４】
　[0063]ＣＵのＰＵを使用したイントラ予測コーディングまたはインター予測コーディン
グに続いて、ビデオエンコーダ２０は、ＣＵのＴＵに関する残差データを計算することが
できる。ＰＵは、（ピクセル領域とも呼ばれる）空間領域において予測ピクセルデータを
生成する方法またはモードを記述するシンタックスデータを備えることができ、ＴＵは、
残差ビデオデータに対する変換、たとえば離散コサイン変換（ＤＣＴ）、整数変換、ウェ
ーブレット変換、または概念的に同様の変換の適用に続く変換領域での係数を備えること
ができる。残差データは、符号化されていないピクチャのピクセルとＰＵに対応する予測
値との間のピクセル差分に対応することができる。ビデオエンコーダ２０は、ＣＵに関す
る残差データを含むＴＵを形成し、次いで、ＣＵに関する変換係数を生成するためにＴＵ
を変換することができる。
【００５５】
　[0064]変換係数を生成するためのすべての変換に続いて、ビデオエンコーダ２０は、変
換係数の量子化を実行することができる。量子化は、一般に、係数を表すために使用され
るデータの量をできるだけ低減するために、変換係数が量子化され、さらなる圧縮を実現
するプロセスを指す。量子化プロセスは、係数の一部またはすべてに関連付けられたビッ
ト深度を低減し得る。たとえば、ｎビット値は、量子化中にｍビット値に切り捨てられ得
、ここで、ｎはｍよりも大きい。
【００５６】
　[0065]量子化の後に、ビデオエンコーダ２０は、変換係数を走査して、量子化変換係数
を含む２次元行列から１次元ベクトルを生成し得る。走査は、アレイの前部により高いエ
ネルギー（したがって、より低い周波数）係数を配置し、アレイの後部により低いエネル
ギー（したがって、より高い周波数）係数を配置するように設計され得る。
【００５７】
　[0066]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、エントロピー符号化され得るシリ
アル化ベクトルを生成するために、量子化変換係数を走査するために所定の走査順序を利
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用し得る。他の例では、ビデオエンコーダ２０は、適応走査を実行することができる。量
子化変換係数を走査して１次元ベクトルを形成した後に、ビデオエンコーダ２０は、たと
えば、コンテキスト適応型可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ：context-adaptive variabl
e length coding）、コンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（ＣＡＢＡＣ：conte
xt-adaptive binary arithmetic coding）、シンタックスベースコンテキスト適応型バイ
ナリ算術コーディング（ＳＢＡＣ：syntax-based context-adaptive binary arithmetic 
coding）、確率間隔区分エントロピー（ＰＩＰＥ：Probability Interval Partitioning 
Entropy）コーディング、または別のエントロピー符号化方法に従って、１次元ベクトル
をエントロピー符号化し得る。ビデオエンコーダ２０は、ビデオデータを復号する際のビ
デオデコーダ３０による使用のために、符号化ビデオデータに関連付けられたシンタック
ス要素をエントロピー符号化することもできる。
【００５８】
　[0067]ビデオエンコーダ２０は、さらに、ブロックベースのシンタックスデータ、ピク
チャベースのシンタックスデータ、およびＧＯＰベースのシンタックスデータなどのシン
タックスデータを、たとえば、ピクチャヘッダ、ブロックヘッダ、スライスヘッダ、また
はＧＯＰヘッダ中でビデオデコーダ３０に送り得る。ＧＯＰシンタックスデータは、それ
ぞれのＧＯＰ中のピクチャの数を記述し得、ピクチャシンタックスデータは、対応するピ
クチャを符号化するために使用される符号化／予測モードを示し得る。
【００５９】
　[0068]ビデオデコーダ３０は、ビデオデータを復号し、ピクチャを再構成するために、
ビデオエンコーダ２０が符号化目的で利用したのとは逆の手順を一般に実行するように構
成され得る。たとえば、ビデオデコーダ３０は、シグナリングされたビットストリームか
らシンタックス要素とビデオデータとを受信することができ、ピクチャを再構成するため
にビデオデータをイントラ予測復号および／またはインター予測復号するために、逆の動
作を実行することができる。
【００６０】
　[0069]上記の説明は、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０がＨＥＶＣ規格
に基づいてビデオデータを符号化および復号することができる例示的な方法を提供してい
る。本開示で説明する技法では、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、３
次元（３Ｄ）ビデオ符号化および復号のために構成され得る。たとえば、ビデオエンコー
ダ２０およびビデオデコーダ３０は、ＨＥＶＣビデオコーディング規格を活用する開発中
のビデオコーディング規格を使用する３Ｄビデオ符号化および復号のために構成され得る
。ただし、本開示で説明する技法は、そのように限定されず、他の３Ｄビデオ符号化およ
び復号技法に拡張され得る。
【００６１】
　[0070]ＪＣＴ－３Ｖでは、マルチビュー拡張（ＭＶ－ＨＥＶＣ）および３Ｄビデオ拡張
（３Ｄ－ＨＥＶＣ）と呼ばれる、開発中の２つのＨＥＶＣ拡張がある。３Ｄ－ＨＥＶＣの
ための最新の参照ソフトウェア３Ｄ－ＨＴＭバージョン８．０が、２０１４年１０月１３
日時点では以下のリンクからダウンロードされ得る。［３Ｄ－ＨＴＭバージョン８．０］
：ｈｔｔｐｓ：／／ｈｅｖｃ．ｈｈｉ．ｆｒａｕｎｈｏｆｅｒ．ｄｅ／ｓｖｎ／ｓｖｎ＿
３ＤＶＣＳｏｆｔｗａｒｅ／ｔａｇｓ／ＨＴＭ－８．０／。最新のワーキングドラフト（
文書番号：Ｅ１００１（ＪＣＴ３Ｖ－Ｅ１００１））は、以下から入手できる。ｈｔｔｐ
：／／ｐｈｅｎｉｘ．ｉｔ－ｓｕｄｐａｒｉｓ．ｅｕ／ｊｃｔ２／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓ
ｅｒ／ｄｏｃｕｍｅｎｔｓ／５＿Ｖｉｅｎｎａ／ｗｇ１１／ＪＣＴ３Ｖ－Ｅ１００１－ｖ
３．ｚｉｐ（ただし、このリンクは無効になる可能性がある）。ＪＣＴ３Ｖ－Ｅ１００１
文書は、Ｓｕｌｌｉｖａｎらによる「３Ｄ－ＨＥＶＣ　Ｄｒａｆｔ　Ｔｅｘｔ　１」と題
するものであり、同じく２０１４年１０月１３日時点ではｈｔｔｐ：／／ｐｈｅｎｉｘ．
ｉｔ－ｓｕｄｐａｒｉｓ．ｅｕ／ｊｃｔ２／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｃｕｒｒｅｎｔ
＿ｄｏｃｕｍｅｎｔ．ｐｈｐ？ｉｄ＝１３６１から入手可能である。
【００６２】
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　[0071]一般に、３Ｄビデオコーディング技法を使用してコーディングされたビデオデー
タは、３次元効果を生成するためにレンダリングされ、表示され得る。たとえば、（たと
えば、わずかに異なる水平位置を有する２つのカメラパースペクティブに対応する）異な
るビューの２つの画像は、一方の画像が閲覧者の左眼によって見られ、他方の画像が閲覧
者の右眼によって見られるように、実質的に同時に表示され得る。
【００６３】
　[0072]この３Ｄ効果は、たとえば、立体視（stereoscopic）ディスプレイまたは自動立
体視（autostereoscopic）ディスプレイを使用して達成され得る。立体視ディスプレイは
、２つの画像を相応にフィルタ処理するアイウェア（eyewear）とともに使用され得る。
たとえば、パッシブ眼鏡は、正しい眼が正しい画像を閲覧することを保証するために偏光
レンズまたは異なる色のレンズを使用して画像をフィルタ処理し得る。アクティブ眼鏡は
、別の例として、立体視ディスプレイと協調して交互のレンズを迅速に閉じ得、それによ
り、左眼画像を表示することと右眼画像を表示することとを交互に行い得る。自動立体視
ディスプレイは、眼鏡が必要とされないような方法で２つの画像を表示する。たとえば、
自動立体視ディスプレイは、各画像が閲覧者の適切な眼に投影されるように構成されたミ
ラーまたはプリズムを含み得る。
【００６４】
　[0073]３Ｄビデオコーディングでは、複数のビューが存在し、各ビューは、テクスチャ
ピクチャおよび深度ピクチャ、または単にテクスチャコンポーネントおよび深度マップと
呼ばれる複数のピクチャを含む。各テクスチャコンポーネントは、１つの深度マップに対
応し得る。テクスチャコンポーネントは、画像コンテンツを含むことができ、対応する深
度マップは、テクスチャ中のピクセルの相対深度を示す。実質的に同時に表示されるべき
異なるビューのテクスチャコンポーネントは、同様の画像コンテンツを含むが、異なるビ
ューのテクスチャ中のオブジェクト間に水平視差がある。テクスチャおよび深度マップに
ついて以下でより詳細に説明する。
【００６５】
　[0074]３Ｄ－ＨＥＶＣでは、アクセスユニットが、実質的に同時に表示されるべきテク
スチャピクチャとそれらの対応する深度ピクチャとを含む。各ビュー中のテクスチャピク
チャおよび深度ピクチャは、どのビューにピクチャが属するかを識別するための一意のビ
ュー識別子（ビューｉｄ）またはビュー順序インデックスを有する。しかしながら、同じ
ビューの深度ピクチャおよびテクスチャピクチャは、異なるレイヤ識別子（レイヤｉｄ）
を有することがある。
【００６６】
　[0075]本開示の技法は、テクスチャコンポーネントと深度マップとをコーディングする
ことによって３Ｄビデオデータをコーディングすることに関する。概して、「テクスチャ
」という用語は、画像のルミナンス（輝度または「ルーマ」）値と画像のクロミナンス（
色または「クロマ」）値とを表すために使用される。いくつかの例では、テクスチャ画像
（すなわち、テクスチャピクチャ）は、１セットのルミナンスデータと、青色相（Ｃｂ）
および赤色相（Ｃｒ）のための２セットのクロミナンスデータとを含む場合がある。４：
２：２または４：２：０などの特定のクロマフォーマットでは、クロマデータは、ルーマ
データに対してダウンサンプリングされる。言い換えれば、クロミナンスピクセルの空間
解像度は、対応するルミナンスピクセルの空間解像度よりも低い（たとえば、ルミナンス
解像度の１／２または１／４）ことがある。
【００６７】
　[0076]深度データは、一般に、対応するテクスチャデータについての深度値を記述する
。たとえば、深度画像（たとえば、深度ピクチャ）は、対応するテクスチャピクチャの対
応するテクスチャデータについての深度をそれぞれ記述する深度ピクセルのセットを含む
場合がある。深度データは、対応するテクスチャデータについての水平視差を決定するた
めに使用され得る。したがって、テクスチャデータと深度データとを受信するデバイスは
、一方のビュー（たとえば、左眼ビュー）のための第１のテクスチャピクチャを表示し、
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深度値に基づいて決定された水平視差値だけ第１のピクチャのピクセル値をオフセットす
ることによって、他方のビュー（たとえば、右眼ビュー）のための第２のテクスチャピク
チャを生成するように第１のテクスチャピクチャを変更するために深度データを使用する
ことができる。一般に、水平視差（または単に「視差」）は、右ビュー中の対応するピク
セルに対する第１のビュー中のピクセルの水平空間オフセットを表し、２つのピクセルは
、２つのビュー中で表される同じオブジェクトの同じ部分に対応する。
【００６８】
　[0077]さらに他の例では、画像プレーンに直交するｚ次元におけるピクセルについて深
度データが定義され得、その結果、画像について定義されたゼロ視差プレーンに対して、
所与のピクセルに関連付けられた深度が定義される。そのような深度は、ピクセルを表示
するための水平視差を作成するために使用され得、その結果、ピクセルは、ゼロ視差プレ
ーンに対するピクセルのｚ次元深度値に応じて、左眼と右眼で異なるように表示される。
ゼロ視差プレーンはビデオシーケンスの異なる部分に対して変化する場合があり、ゼロ視
差プレーンに対する深度の量も変化する場合がある。ゼロ視差プレーン上に位置するピク
セルは、左眼と右眼とに対して同様に定義され得る。ゼロ視差プレーンの前に位置するピ
クセルは、ピクセルが画像プレーンに直交するｚ方向の画像から出てくるように見える知
覚を作成するように、（たとえば、水平視差を用いて）左眼と右眼とに対して異なるロケ
ーションに表示され得る。ゼロ視差プレーンの後ろに位置するピクセルは、深度をわずか
に知覚する程度に、わずかなぼかしとともに表示されてよく、または（たとえば、ゼロ視
差プレーンの前に位置するピクセルの水平視差とは反対の水平視差を用いて）左眼と右眼
とに対して異なるロケーションに表示され得る。他の多くの技法も、画像の深度データを
伝達または定義するために使用され得る。
【００６９】
　[0078]２次元ビデオデータは、概して、その各々が特定の時間インスタンスに対応する
、個別ピクチャのシーケンスとしてコーディングされる。すなわち、各ピクチャは、シー
ケンス中の他の画像の再生時間に対する関連する再生時間を有する。これらのピクチャは
テクスチャピクチャまたはテクスチャ画像と考えられ得る。深度ベースの３Ｄビデオコー
ディングでは、シーケンス中の各テクスチャピクチャは（深度マップとも呼ばれる）深度
ピクチャにも対応し得る。すなわち、テクスチャピクチャに対応する深度マップは、対応
するテクスチャピクチャのための深度データを表す。マルチビュービデオデータは、様々
な異なるビューのためのデータを含んでよく、各ビューは、テクスチャピクチャと、対応
する深度ピクチャとのそれぞれのシーケンスを含み得る。
【００７０】
　[0079]上述したように、ピクチャは特定の時間インスタンスに対応し得る。ビデオデー
タは、アクセスユニットのシーケンスを使用して表され得、各アクセスユニットは、特定
の時間インスタンスに対応するすべてのデータを含む。したがって、たとえば、マルチビ
ュービデオデータ＋深度の場合、共通時間インスタンスについての各ビューからのテクス
チャピクチャ＋テクスチャピクチャの各々についての深度マップはすべて、特定のアクセ
スユニット内に含まれ得る。アクセスユニットは、テクスチャピクチャに対応するテクス
チャコンポーネントのためのデータと、深度マップに対応する深度コンポーネントのため
のデータとを含み得る。
【００７１】
　[0080]このようにして、３Ｄビデオデータは、キャプチャまたは生成されたビュー（テ
クスチャコンポーネント）が対応する深度マップに関連する、マルチビュービデオ＋深度
フォーマットを使用して表され得る。その上、３Ｄビデオコーディングでは、テクスチャ
コンポーネントおよび深度マップはコーディングされ、３Ｄビデオビットストリーム中に
多重化され得る。深度マップはグレースケール画像としてコーディングされ得、深度マッ
プの「ルーマ」サンプル（すなわち、ピクセル）は深度値を表す。一般に、深度データの
ブロック（深度マップのサンプルのブロック）は深度ブロックと呼ばれることがある。深
度値は、深度サンプルに関連するルーマ値を指すことがある。
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【００７２】
　[0081]いずれの場合も、イントラコーディングおよびインターコーディング方法（たと
えば、イントラ予測符号化および復号ならびにインター予測符号化および復号の技法）が
深度マップコーディングに適用され得る。たとえば、上述したように、深度マップは、対
応するテクスチャピクチャについての深度値を示すが、ビデオエンコーダ２０およびビデ
オデコーダ３０は、深度マップがグレースケール画像として形成されるので、ビデオコー
ディング技法を使用して深度マップを符号化および復号することができ、深度マップのル
ーマサンプルは、対応するテクスチャピクチャ中の対応するピクセルの相対深度を示す。
【００７３】
　[0082]深度マップは、通常、シャープエッジと定数領域とを含み、深度マップ中のエッ
ジは、一般に、対応するテクスチャピクチャの対応するテクスチャデータとの強い相関を
提示する。テクスチャと対応する深度との間の異なる統計値および相関により、異なるコ
ーディング方式が、２Ｄビデオコーデックに基づく深度マップのために設計されており、
設計され続ける。たとえば、ベースＨＥＶＣ規格において利用可能なものと比べて、深度
マップをビデオコーディングするための、テクスチャと対応する深度との間の異なる統計
値と相関とを活用する追加のビデオコーディング方式があり得る。
【００７４】
　[0083]一例として、現在のＨＥＶＣ規格では、各予測ユニット（ＰＵ）のルーマ成分の
ためのイントラ予測技法は、（２から３４までインデックス付けされた）３３個の角度予
測モードと、（１によりインデックス付けされた）ＤＣモードと、（０によりインデック
ス付けされた）平面モードとを利用することができる。図２は、方向性イントラ予測モー
ドに関連する予測方向を概して示している。たとえば、上述のように、ＨＥＶＣ規格は、
平面モード（モード０）と、ＤＣモード（モード１）と、３３個の方向性予測モード（モ
ード２～３４）とを含む、３５個のイントラ予測モードを含み得る。平面モードの場合、
いわゆる「平面」関数を使用して予測が実行される。（たとえば、ＤＣ予測値を生成する
ための）ＤＣモードの場合、ブロック内のピクセル値の平均化に基づいて予測が実行され
得る。方向性予測モードの場合、（そのモードによって示される）特定の方向に沿った隣
接ブロックの再構成されたピクセルに基づいて予測が実行される。概して、図２に示され
ている矢印の末端は、値がそこから取り出される隣接ピクセルのうちの相対的な１つを表
し、矢印のヘッドは、予測ブロックを形成するために取り出された値が伝搬される方向を
表す。
【００７５】
　[0084]３Ｄ－ＨＥＶＣ規格は、イントラ予測モードの、ＨＥＶＣ規格と同じ定義を使用
する。さらに、３Ｄ－ＨＥＶＣは、深度マップの深度スライスの深度ブロック（たとえば
、予測ユニット）をイントラ予測符号化または復号するために、ＨＥＶＣイントラ予測モ
ードとともに深度モデリングモード（ＤＭＭ）を導入した。ＤＭＭは、深度マップのイン
ター予測コーディング（符号化または復号）のための深度マップにおけるシャープエッジ
の表現に、より適している。
【００７６】
　[0085]３Ｄ－ＨＥＶＣワーキングドラフトのいくつかの先行バージョンは、４つのＤＭ
Ｍモード、すなわち、モード１（明示的ウェッジレットシグナリング）と、モード２（イ
ントラ予測ウェッジレット区分）と、モード３（コンポーネント間ウェッジレット区分）
と、モード４（コンポーネント間輪郭区分）とを提供している。すべての４つのモードに
おいて、ビデオエンコーダ２０またはビデオデコーダ３０などのビデオコーダは、ＤＭＭ
パターンによって指定された２つの領域に深度ブロックを区分することができ、各領域が
定数値によって表される。ＤＭＭパターンは、明示的にシグナリングされる（モード１）
か、空間的に隣接するブロックによって予測される（モード２）か、またはコロケートテ
クスチャブロックを使用して予測される（モード３およびモード４）かのいずれかであり
得る。
【００７７】
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　[0086]３Ｄ－ＨＥＶＣワーキングドラフトのいくつかのバージョンは、ＤＭＭモード２
を除去し、ＤＭＭモード１、３および４を残した。３Ｄ－ＨＥＶＣワーキングドラフトの
いくつかのバージョンは、ＤＭＭモード３も除去し、ＤＭＭモード１および４を残した。
【００７８】
　[0087]言い換えれば、ＤＭＭに新しいイントラ予測モードがある。これらのモードにお
いて、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、（パーティションパターンと
呼ばれる）ＤＭＭパターンによって指定された２つの領域に深度ブロックを区分するよう
に構成され得、各領域が定数値によって表される。たとえば、ビデオエンコーダ２０は、
深度ブロックをイントラ予測符号化するために異なるパーティションパターン（パーティ
ションパターンの例は上述している）を使用し、どのパーティションパターンが（たとえ
ば、圧縮およびビデオ品質の点で）最適なコーディングをもたらしたかを決定するように
構成され得る。その場合に、ビデオエンコーダ２０は、決定されたパーティションパター
ンを使用して深度ブロックをイントラ予測符号化することができる。ビデオデコーダ３０
は、深度ブロックをイントラ予測復号するために、ビデオエンコーダ２０とは逆のプロセ
スを実行するので、ビデオデコーダ３０は、深度ブロックをイントラ予測復号するために
、ビデオエンコーダ２０が決定したのと同じパーティションパターンを決定するように構
成され得る。
【００７９】
　[0088]ビデオエンコーダ２０は、深度モデリングモードを示す情報をビデオデコーダ３
０にシグナリングすることができ、ビデオデコーダ３０は、深度モデリングモードを示す
シグナリングされた情報から、パーティションパターンを決定することができる。たとえ
ば、深度モデリングモードが１（ＤＭＭモード１）であることを示す情報をビデオエンコ
ーダ２０がシグナリングした場合、ビデオデコーダ３０は、深度ブロックに関するパーテ
ィションパターンを識別するビデオエンコーダ２０からの情報のビットストリームをパー
スするように構成され得る。言い換えれば、ＤＭＭモード１が使用されるべきであるとビ
デオエンコーダ２０が決定した場合、ビデオエンコーダ２０は、ＤＭＭモードが使用され
ることを示す情報を明示的にシグナリングし、深度ブロックに関するパーティションパタ
ーンを識別するためにビデオデコーダ３０が使用する情報をシグナリングすることができ
る。このようにして、深度ブロックをイントラ予測コーディングするためにビデオエンコ
ーダ２０およびビデオデコーダ３０が使用するパーティションパターン（たとえば、ＤＭ
Ｍパターン）は同じとなる。
【００８０】
　[0089]ＤＭＭモード３および４の場合、ビデオエンコーダ２０は、ＤＭＭモードがモー
ド３または４であることを示す情報をシグナリングし得るが、深度ブロックに関するパー
ティションパターンを識別する情報をシグナリングしないことがある。むしろ、ビデオデ
コーダ３０は、対応するテクスチャピクチャ中のコロケートテクスチャブロックから、深
度ブロックに関するパーティションパターンを決定するように構成され得る。ビデオエン
コーダ２０およびビデオデコーダ３０はそれぞれ、ＤＭＭモード３の場合に対応するテク
スチャピクチャ中のコロケートテクスチャブロックからパーティションパターン（たとえ
ば、ＤＭＭパターン）を決定するための同じプロセスを実施するように構成され、ＤＭＭ
モード４の場合に対応するテクスチャピクチャ中のコロケートテクスチャブロックからパ
ーティションパターン（たとえば、ＤＭＭパターン）を決定するための同じプロセスを実
施するように構成され得る。
【００８１】
　[0090]ウェッジレット区分と輪郭区分とを含む、ＤＭＭにおいて定義されている２つの
タイプの区分モードがある。図３Ａおよび図３Ｂは、深度モデリングモード（ＤＭＭ）の
例を示す概念図である。図３Ａは、８×８ブロックに関するウェッジレットパターンの一
例を示し、図３Ｂは、８×８ブロックに関する輪郭パターンの例上に示す。
【００８２】
　[0091]図３Ａは、たとえば、ウェッジレット区分を使用して区分された深度ブロック１
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１０を示し、図３Ｂは、別の例として、輪郭区分を使用して区分された深度ブロック１３
０を示す。３Ｄ－ＨＥＶＣは、深度スライスのイントラ予測ユニットをコーディングする
ために、イントラ予測モードとともに、ブロックを区分するための深度モデリングモード
（ＤＭＭ）のための技法を含む。ＨＴＭバージョン３．１は、場合によっては深度マップ
中のよりシャープなエッジをより良く表し得る、深度マップのイントラコーディングのた
めのＤＭＭ方法を適用する。
【００８３】
　[0092]ウェッジレット区分と輪郭区分とを含む、ＤＭＭにおいて定義されている２つの
区分モデルがある。この場合も、図３Ａはウェッジレット区分の一例を示しており、図３
Ｂは輪郭区分の一例を示している。深度ブロック１１０および１３０内の各個々の正方形
は、それぞれ、深度ブロック１１０および１３０のそれぞれの個々のピクセルを表す。正
方形内の数値は、対応するピクセルが領域１１２（図３Ａの例における値「０」）に属す
るのか、領域１１４（図３Ａの例における値「１」）に属するのかを表す。また、図３Ａ
において、ピクセルが領域１１２（白い正方形）に属するのか、領域１１４（灰色の影つ
き正方形）に属するのかを示すために陰影が使用される。
【００８４】
　[0093]各パターン（すなわち、ウェッジレットと輪郭の両方）は、対応するサンプル（
すなわち、ピクセル）が領域Ｐ1に属するのかＰ2に属するのか（Ｐ1は図３Ａ中の領域１
１２と図３Ｂ中の領域１３２とに対応し、Ｐ2は図３Ａ中の領域１１４と図３Ｂ中の領域
１３４Ａ、１３４Ｂとに対応する）を標示するサイズｕB×ｖB２進数字のアレイによって
画定され得、ｕBおよびｖBはそれぞれ、現在のＰＵの水平サイズおよび垂直サイズを表す
。図３Ａおよび図３Ｂの例では、ＰＵは、それぞれブロック１１０および１３０に対応す
る。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０などのビデオコーダは、コーディン
グの開始（たとえば、符号化の開始または復号の開始）時に、ウェッジレットパターンを
初期化し得る。
【００８５】
　[0094]図３Ａの例に示すように、ウェッジレット区分の場合、深度ブロック１１０は、
（Ｘｓ，Ｙｓ）に位置する開始点１１８と（Ｘｅ，Ｙｅ）に位置する終了点１２０とをも
つ直線１１６によって２つの領域、すなわち、領域１１２と領域１１４とに区分される。
図３Ａの例では、開始点１１８は点（８，０）として定義され得、終了点１２０は点（０
，８）として定義され得る。
【００８６】
　[0095]図３Ｂの例に示すように、輪郭区分の場合、深度ブロック１３０などの深度ブロ
ックは２つの不規則形状領域に区分され得る。図３Ｂの例では、深度ブロック１３０は領
域１３２と領域１３４Ａ、１３４Ｂとに区分される。領域１３４Ａ中のピクセルは領域１
３４Ｂ中のピクセルに直接隣接しないが、領域１３４Ａおよび１３４Ｂは、深度ブロック
１３０のＰＵを予測する目的で１つの単一の領域を形成するように画定される。輪郭区分
は、ウェッジレット区分よりもフレキシブルであるが、シグナリングすることが相対的に
より困難であり得る。ＤＭＭモード４では、３Ｄ－ＨＥＶＣの場合、輪郭区分パターンは
、コロケートテクスチャブロックの再構成されたルーマサンプルを使用して暗黙的に導出
される。
【００８７】
　[0096]このようにして、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０などのビデオ
コーダは、深度ブロック１１０のピクセルが（領域「Ｐ1」と呼ばれることもある）領域
１１２に属するのか、（領域「Ｐ2」と呼ばれることもある）領域１１４に属するのかを
決定するために、開始点１１８と終了点１２０とによって画定された線１１６を使用し得
る。同様に、ビデオコーダは、深度ブロック１３０のピクセルが（領域「Ｐ1」と呼ばれ
ることもある）領域１３２に属するのか、（領域「Ｐ2」と呼ばれることもある）領域１
３４に属するのかを決定するために、図５Ｂの線１３６、１３８を使用し得る。領域「Ｐ
１」および「Ｐ２」は、ＤＭＭに従って区分された異なる領域のためのデフォルト命名規



(24) JP 6246919 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

則であり、したがって、深度ブロック１１０の領域Ｐ1は、深度ブロック１３０の領域Ｐ1

と同じ領域と考えられるべきでない。
【００８８】
　[0097]上記のように、ＤＭＭの各々は、ＤＭＭがウェッジレット区分を使用するのかま
たは輪郭区分を使用するのか、およびパターンが明示的にシグナリングされるのかまたは
暗黙的に決定されるのかによって定義され得る。ＤＭＭプロセスは、（図２に示す）ＨＥ
ＶＣにおいて指定されたイントラ予測モードの代替として組み込まれ得る。ＤＭＭが適用
されるのかまたは従来のイントラ予測が適用されるのかを指定するために、ＰＵごとに１
ビットフラグがシグナリングされ得る。
【００８９】
　[0098]図３Ａおよび図３Ｂに示すように、Ｎ×Ｎパーティションパターンは、Ｎ×Ｎ２
進ブロックを示す。本開示では、Ｎ×Ｎ２進ブロックの位置（ｉ，ｊ）における値は、位
置（ｉ，ｊ）におけるパーティションパターンのパーティション値と呼ばれ、ｉ，ｊ＝０
，１，．．．，Ｎ－１である。Ｎ×Ｎパーティションパターンの位置ごとに、２進数字値
は、現在の位置のパーティション（０または１）を示す。
【００９０】
　[0099]たとえば、図３Ａは、線形線（たとえば、直線１１６）が深度ブロック１１０を
二等分するウェッジレットパターンの一例を示している。ただし、多くの異なるウェッジ
レットパターンがあり得る。たとえば、図３Ａに示すような、（０，８）から開始して（
８，０）において終了する線形線ではなく、別の例では、（１，８）から開始して（８，
１）において終了する線形線も可能である。ウェッジレットパターンのさらに多くのその
ような例があり得る。
【００９１】
　[0100]一般に、ウェッジレットパターンの数は、ブロックサイズの関数であり得る。た
とえば、より大きいサイズの深度ブロックは、より小さいサイズの深度ブロックよりも多
くの開始点と終了点とを含み、これは、より大きいサイズの深度ブロックの場合にはより
小さいサイズの深度ブロックの場合よりも多くの可能なウェッジレットパターンがあるこ
とを意味する。
【００９２】
　[0101]初期化中、ビデオコーダ（たとえば、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコー
ダ３０）は、すべての利用可能なウェッジレットパターンを生成することができ、ウェッ
ジレットパターンリストを構成する。この目的で、開始点位置および終了点位置のすべて
の可能な組合せのウェッジレットパターンが生成され、ビデオコーダは、コーディングプ
ロセスの前にブロックサイズごとに開始点位置と終了点位置とをルックアップテーブルに
記憶する。深度ブロックのイントラ予測にどのウェッジレットパターンを使用すべきかを
ビデオエンコーダ２０が識別する例では、ビデオエンコーダ２０は、ウェッジレットパタ
ーンのルックアップテーブルへのインデックスをシグナリングすることができ、このイン
デックスは、深度ブロックをイントラ予測符号化するためにビデオエンコーダ２０が使用
したウェッジレットパターンを識別する。ビデオデコーダ３０は、初期化中にビデオデコ
ーダ３０が構成したウェッジレットパターンのルックアップテーブルへのインデックスを
受信する。次いでビデオデコーダ３０は、インデックスによって識別されたウェッジレッ
トパターンを決定し、深度ブロックのイントラ予測復号にそのウェッジレットパターンを
使用することができる。このようにして、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３
０は、それぞれ、イントラ予測符号化およびイントラ予測復号に同じウェッジレットパタ
ーンを利用することができる。
【００９３】
　[0102]開始点位置および終了点位置の可能な組合せは、開始点位置と終了点位置とをつ
なぐパーティション境界線の方位に応じて、６つのカテゴリーに分類され得る。たとえば
、深度ブロックを二等分する線形線が、最上行から左列、最下行、または右列に延び得る
。深度ブロックを二等分する線形線が、左列から最下行または右列に延び得る（最上行へ
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の延びは、先行事例ですでにカバーされている）。深度ブロックを二等分する線形線が、
最下行から右列に延び得る（他は、先行事例ですでにカバーされている）。この方法では
、深度ブロックを二等分する線形線のための６つのカテゴリーがある。これらの６つのカ
テゴリーを以下の表１に記載する。
【００９４】
【表１】

【００９５】
　[0103]Ｎ×Ｎウェッジレットパーティションパターンを生成するにあたり、開始点（ｘ
Ｓ，ｙＳ）および終了点（ｘＥ，ｙＥ）位置を仮定すると、ビデオエンコーダ２０および
ビデオデコーダ３０は最初に、すべてのサンプルが０に初期化された一時的Ｋ×Ｋパーテ
ィションパターンを生成し、ここで、１／２サンプル（１／２ピクセル）精度の場合にＫ
は２Ｎに等しく、他の場合にＫはＮに等しい。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコー
ダ３０は、（ｘＳ，ｙＳ）と（ｘＥ，ｙＥ）とをつなぐパーティション境界線を形成する
サンプルを１に設定し、一時的パーティションパターンを２つの部分（たとえば、図４に
示すような部分Ａおよび部分Ｂ）として分割することができる。
【００９６】
　[0104]図４Ａ～図４Ｆは、一時的パーティションパターンの例を示す概念図である。た
とえば、図４Ａ～図４Ｆは、パーティション境界線（すなわち、深度ブロックを二等分す
る線形線）によって分割される２つの部分を示している。
【００９７】
　[0105]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０が一時的パーティションパター
ンを２つの部分として分割した後、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、
パーティション１となる２つの部分のうちの１つを選択する。ビデオエンコーダ２０およ
びビデオデコーダ３０は、ウェッジレットパターン境界線の方位に基づいて、部分のうち
のどちらがパーティション１となるかを選択するように構成され得る。ビデオエンコーダ
２０およびビデオデコーダ３０は、同じ方法で部分のうちのどちらがパーティション１と
なるかを選択するように構成されるので、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３
０は、パーティション１となる同じ部分を選択する。また、他方の部分（すなわち、パー
ティション１ではないパーティション）はデフォルトによってパーティション０となるの
で、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、パーティション０となる同じ部
分を選択する。
【００９８】
　[0106]上述のように、表１によって示されるように、ウェッジレットパターンの２つの
パーティションに深度ブロックを二等分する線形線の６つの方位があり得る。図４Ａ～図
４Ｆは、そのような方位の例を示している。図４Ａ～図４Ｆはそれぞれ、それぞれの方位
の一例を示しており、他の例もあり得ることを理解されたい。たとえば、図４Ｂは、方位
１の場合であり、上記の表１は、方位１が右列から最上行までであることを示している。
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図４Ｂでは、線形線は（８，５）から開始し、（４，０）において終了する。方位１の別
の例では、線形線は（８，７）から開始し、（１，０）において終了し得る。
【００９９】
　[0107]下記の表２は、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０がパーティショ
ン境界の方位に基づいて、どちらの部分がパーティション１となるかを選択する方法を示
している。たとえば、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は最初に、パーテ
ィション境界の方位（すなわち、深度ブロックを二等分する線形線の方位）を決定するこ
とができる。次いで、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、二等分線形線
によって作成された２つのパーティションのうちのどちらのパーティションが１と識別さ
れるべきか、またどちらのパーティションが０と識別されるべきかを決定することができ
る。
【０１００】
　[0108]一例として、表２に示すように、方位パーティション境界が０である場合、ビデ
オエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、１により識別されるパーティションとし
て部分Ａを選択する。図４Ａは、Ａと標示されたパーティションが１と識別されることに
なり、Ｂと標示されたパーティションが０と識別されることになる一例を示している。た
だし、図４Ａは方位パーティション境界１の一例であり、方位パーティション境界１の他
の例がある。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、表２に記載の基準に基
づいて方位１～５の場合に、どちらのパーティションが１と識別され、どちらのパーティ
ションが０と識別されるかを決定するための同様の機能を実行することができる。
【０１０１】

【表２】

【０１０２】
　[0109]図４Ａ～図４Ｆに示す例では、線形線は深度ブロック内のピクセル（たとえば、
サンプル）から開始し、深度ブロック内のピクセル（たとえば、サンプル）において終了
する。そのような例では、線形線は、フルサンプル精度を有すると考えられ得る。しかし
ながら、本開示で説明する技法は、そのように限定されない。たとえば、技法は、１／２
サンプル精度または場合によっては１／４サンプル精度に拡張され得る。
【０１０３】
　[0110]１／２サンプル精度の場合、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は
、ｂＰａｔｔｅｒｎと呼ばれるＮ×Ｎパーティションパターンを、一時的Ｋ×Ｋ（Ｋ＝２
Ｎ）パーティションパターンｂＴｅｍｐＰａｔｔｅｒｎのダウンサンプリングされたバー
ジョンとして生成することができる。この例では、ｂＰａｔｔｅｒｎ［ｉ］［ｊ］＝ｂＴ
ｅｍｐＰａｔｔｅｒｎ［ｍ］［ｎ］であり、ｉ，ｊ＝０，１，．．．，Ｎ－１、そしてｍ
，ｎ＝０，１，．．．，２Ｎ－１である。本開示では、一時的Ｋ×Ｋパーティションパタ
ーンは、開始位置（ｘＳ，ｙＳ）と終了位置（ｘＥ，ｙＥ）とを有するこのＮ×Ｎパーテ
ィションパターンの対応するウェッジレットパターンと呼ばれ、この対応するウェッジレ
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を有するサイズ２Ｎ×２Ｎを有する。１／２サンプル精度のために、２×ｘＳ、２×ｙＳ
、２×ｘＥおよび２×ｙＥは整数であるが、ｘＳ、ｙＳ、ｘＥ、およびｙＥは分数であり
得る。（ｉ，ｊ）と（ｍ，ｎ）との間のマッピングは、パーティション境界線の方位に依
存する。技法は、１／４サンプル精度の場合も同様に拡張され得る。
【０１０４】
　[0111]以下では、１／２サンプル精度の場合のパーティションパターンを生成する例に
ついて説明する。例示のために、例は、方位０および方位１に関して説明される。
【０１０５】
　[0112]図５Ａおよび図５Ｂは、１／２サンプル精度のパーティションパターンサンプル
のマッピングを示す概念図である。たとえば、図５Ａおよび図５Ｂは、（たとえば、１／
２サンプル精度の）２Ｎ×２ＮパーティションパターンサンプルからＮ×Ｎパーティショ
ンパターンサンプルへのマッピングを示している。図５Ａは、開始点が最上行にあり、終
了点が左列にある方位０の例を示している。図５Ｂは、開始点が右列にあり、終了点が最
上行にある方位１の例を示している。
【０１０６】
　[0113]図５Ａおよび図５Ｂでは、影つきブロックは、ダウンサンプリングされたＮ×Ｎ
パーティションパターンのサンプルを示している。たとえば、図５Ａおよび図５Ｂにおけ
るブロックは、サイズが２Ｎ×２Ｎであり、図５Ａおよび図５Ｂでは、影つきサンプルは
、２Ｎ×２Ｎブロックにおいて１つおきのサンプルを示し、結果的にＮ×Ｎブロックとな
る。
【０１０７】
　[0114]いくつかの例では、方位０を有するウェッジレットパターンを生成するために、
ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、方位０を有するウェッジレットパタ
ーンのすべての可能な開始点と終了点とをカバーするように、開始点（（ｘＳ，ｙＳ））
を（０，０）から（２Ｎ－１，０）にループし、終了点（（ｘＥ，ｙＥ））を（０，０）
から（０，２Ｎ－１）にループすることができる。ビデオエンコーダ２０およびビデオデ
コーダ３０はまた、方位０の場合にｍ＝２ｉおよびｎ＝２ｊとして、（ｉ，ｊ）を（ｍ，
ｎ）にマッピングすることができる。方位１の場合、ビデオエンコーダ２０およびビデオ
デコーダ３０は、方位１を有するウェッジレットパターンのすべての可能な開始点と終了
点とをカバーするように、開始点（（ｘＳ，ｙＳ））を（２Ｎ－１，０）から（２Ｎ－１
，２Ｎ－１）にループし、終了点（（ｘＥ，ｙＥ））を（２Ｎ－１，０）から（０，０）
にループすることができる。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０はまた、方
位１の場合にｍ＝２ｉ＋１およびｎ＝２ｊとして、（ｉ，ｊ）を（ｍ，ｎ）にマッピング
することができる。
【０１０８】
　[0115]他の方位の場合、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は同様に、方
位に基づいて開始点と終了点とをループすることができる。すべての方位のマッピングの
式は、ｍ＝２ｉ＋オフセットＸおよびｎ＝２ｊ＋オフセットＹと一般化され得、オフセッ
トＸ、オフセットＹは、表３に指定された移動値である。ビデオエンコーダ２０およびビ
デオデコーダ３０は、方位の各々のマッピングのために、式＝ｍ＝２ｉ＋オフセットＸお
よびｎ＝２ｊ＋オフセットＹを実施することができ、オフセットＸおよびオフセットＹは
表３によって定義されている。
【０１０９】
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【表３】

【０１１０】
　[0116]上述のように、初期化中、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０はそ
れぞれ、すべてのウェッジレットパターンの開始点および終了点（すなわち、方位ごとに
２つのパーティションに深度ブロックを二等分する異なる可能な線形線の開始点および終
了点）を含むウェッジレットパターンリストを構成することができる。場合によっては、
２つのウェッジレットパターンが同じであり得る。ただし、ビデオエンコーダ２０および
ビデオデコーダ３０は、ウェッジレットパターンリストが唯一の固有のパターンを含むよ
うに、重複するウェッジレットパターンをウェッジレットパターンリスト初期化プロセス
中に除去することができる。
【０１１１】
　[0117]ウェッジレットパターンリストを生成する際、ウェッジレットパターンを生成す
るために使用される開始位置および終了位置の解像度は、ブロックサイズに依存する。３
２×３２ブロックの場合、可能な開始位置および終了位置は、２サンプルの精度を有する
ロケーションに制限される。１６×１６ブロックの場合、フルサンプル精度が使用され、
４×４および８×８ブロックの場合、１／２サンプル精度が使用される。したがって、異
なるブロックサイズで可能なウェッジレットパターンは異なり得る。一般に、可能なウェ
ッジレットパターンの数は、ブロックのサイズに正比例する（すなわち、ブロックサイズ
が大きくなるほど、ウェッジレットパターンは多くなり、ブロックサイズが小さくなるほ
ど、ウェッジレットパターンは少なくなる）。
【０１１２】
　[0118]ウェッジレットパターンリスト初期化プロセス中に、重複するウェッジレットパ
ターンをウェッジレットリストに追加するのを回避するために、ビデオエンコーダ２０お
よびビデオデコーダ３０はそれぞれ、新たに生成されたウェッジレットパターンがリスト
中の現在のウェッジレットパターンのいずれかと同じパターンを表していないときのみ、
新たに生成されたウェッジレットパターンをウェッジレットリストの終わりに追加するこ
とができる。サイズＮ×Ｎの２つのウェッジレットパターン（すなわち、パターンＡ［ｉ
］［ｊ］、パターンＢ［ｉ］［ｊ］、ｉ，ｊ＝０，１，．．．，Ｎ－１）を比較するとき
、［０，Ｎ－１］の範囲におけるｉおよびｊのすべての可能な組合せにおいて、パターン
Ａ［ｉ］［ｊ］が常にパターンＢ［ｉ］［ｊ］に等しいか、またはパターンＡ［ｉ］［ｊ
］がパターンＢ［ｉ］［ｊ］に等しいことが決してない場合、パターンＡはパターンＢと
同じであると考えられる。
【０１１３】
　[0119]異なるブロックサイズと開始点位置および終了点位置の異なる精度とに起因して
、以下の表４に記載のように、異なる数および異なるパターンのウェッジレットパターン
が、異なるブロックサイズに利用可能である。より大きいブロックサイズの場合、ウェッ
ジレットパターンの総数は格段に大きいことがあり、パターン生成の記憶要件および複雑
性が高まり得る。
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【０１１４】
【表４】

【０１１５】
　[0120]ウェッジレットリスト初期化の詳細なプロセスが、ワーキングドラフトＪＣＴ３
Ｖ－Ｅ１００１のＨ．８．４．４．２．１２、Ｈ．８．４．４．２．１２．１およびＨ．
８．４．４．２．１２．２に指定されている。上述のように、ＪＣＴ３Ｖ－Ｅ１００１文
書は、Ｓｕｌｌｉｖａｎらによる「３Ｄ－ＨＥＶＣ　Ｄｒａｆｔ　Ｔｅｘｔ　１」と題す
るものであり、２０１４年１０月１３日時点ではｈｔｔｐ：／／ｐｈｅｎｉｘ．ｉｔ－ｓ
ｕｄｐａｒｉｓ．ｅｕ／ｊｃｔ２／ｄｏｃ＿ｅｎｄ＿ｕｓｅｒ／ｃｕｒｒｅｎｔ＿ｄｏｃ
ｕｍｅｎｔ．ｐｈｐ？ｉｄ＝１３６１から入手可能である。
【０１１６】
　[0121]ブロックサイズ依存型ウェッジレットパターン設計に関するいくつかの問題があ
り得る。たとえば、大きいブロックサイズの場合、利用可能なウェッジレットパターンの
総数は、非常に大きいことがある。表４に示すように、１６×１６のブロックサイズの場
合、ウェッジレットパターンの総数は１３９４であり、３２×３２のブロックサイズの場
合、ウェッジレットパターンの総数は１５０３である。多数のウェッジレットパターンは
、大規模メモリ要件をもたらし、これは望ましくないことがある。言い換えれば、ビデオ
エンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、ウェッジレットパターンのすべてを記憶す
るために大きいサイズのメモリを必要とし得る。また、ウェッジレットパターンリストを
構成するために、特により大きいブロックサイズの場合には、比較的多数のウェッジレッ
トパターンがあるので、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、ウェッジレ
ットパターンを取り出すためにメモリユニットに対する望ましくない数のメモリ呼出しを
必要とし得る。
【０１１７】
　[0122]この理由（すなわち、多数のパターン）により、ウェッジレットパターンは６４
×６４ＰＵの場合にはサポートされない。たとえば、既存のブロックサイズ依存型ウェッ
ジレットパターン設計では、深度ブロックのイントラ予測にウェッジレットパターンを使
用することに関連する利益が、６４×６４サイズの深度ブロックに関するウェッジレット
パターンの数の多さに圧倒され得る。したがって、６４×６４サイズのブロックに関する
ウェッジレットパターンに基づくイントラ予測に関連する利益がある場合でも、既存の技
法は、６４×６４サイズのブロックに関するウェッジレットパターンに基づくそのような
イントラ予測をサポートしないことがある。
【０１１８】
　[0123]既存のブロックサイズ依存型ウェッジレットパターン設計に伴う問題の別の例と
して、３Ｄ－ＨＥＶＣでは、ウェッジレットパターンを生成するプロセスが、特にブロッ
クがより大きいサイズを有するときに複雑であり得る。さらに、３Ｄ－ＨＥＶＣは、ブロ
ックサイズごとに、１セットのウェッジレットパターンが記憶されることを必要とし得る
。しかしながら、６４×６４サイズのブロックの場合、ウェッジレットパターンを使用す
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るイントラ予測はサポートされないことがあるので、現在のウェッジレットパターン設計
では、６４×６４サイズのブロックに関してウェッジレットパターンが記憶される必要は
ない。
【０１１９】
　[0124]既存のブロックサイズ依存型ウェッジレットパターン設計に伴う問題のまた別の
例として、ウェッジレットパターンリスト初期化中に、ビデオエンコーダ２０およびビデ
オデコーダ３０は、重複するウェッジレットパターンを追加するのを回避するために、２
つのウェッジレットパターン間でかなりの数の比較計算を実行することを求められ得る。
そのような比較計算は、計算の複雑性を高め、ビデオエンコーダ２０またはビデオデコー
ダ３０にとって望ましくない。
【０１２０】
　[0125]本開示で説明する技法は、深度イントラコーディングのための簡略化された深度
パーティションパターン生成に関する。以下の例では、深度イントラコーディングのため
のそのような簡略化された深度パーティションパターン生成のための技法について説明す
る。以下の例示的な技法は、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０によって実
行され得る。たとえば、ビデオエンコーダ２０および／またはビデオデコーダ３０は、深
度データをイントラコーディング（たとえば、それぞれイントラ予測符号化またはイント
ラ予測復号）することができる。また、例示的な技法が別個に実行されることがあり、ま
たは１つもしくは複数の技法が組合せで実行されることがある。
【０１２１】
　[0126]さらに、簡潔のために、本開示で説明する技法は、ビデオコーダに関して説明さ
れ得る。ビデオコーダの例としては、ビデオデータの符号化について説明するときのビデ
オエンコーダ２０、およびビデオデータの復号について説明するときのビデオデコーダ３
０がある。本開示は、「コーディングする」または「コーディング」という用語を使用す
ることもある。この文脈では、コーディングするという用語は、符号化するまたは復号す
るを総称的に指し得、コーディングという用語は、符号化または復号を総称的に指し得る
。たとえば、ビデオコーダはコーディングすることができ、これは、ビデオエンコーダ２
０が符号化することができること、またはビデオデコーダ３０が復号することができるこ
とを意味する。
【０１２２】
　[0127]上述のように、既存のブロックサイズ依存型ウェッジレットパターン設計に伴う
問題のうちの１つは、より大きいサイズのブロックの場合、ウェッジレットパターンの数
があまりにも大きくなって、望ましくない量のメモリを必要とし、計算性の複雑性を高め
ることである。本開示で説明する技法では、より大きいサイズの深度ブロックに関するウ
ェッジレットパターンに依拠するのではなく、より大きいサイズの深度ブロックに関する
ウェッジレットパターンが、より小さいサイズのブロックに関するウェッジレットパター
ンから決定され得る。このようにして、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０
は、より小さいサイズのブロックに関するウェッジレットパターン（たとえば、パーティ
ションパターン）を記憶し、より大きいサイズのブロックに関するウェッジレットパター
ンをより少なく記憶するか、またはまったく記憶しないことがあり、その理由は、ビデオ
エンコーダ２０およびビデオデコーダ３０が、より小さいサイズのブロックに関するウェ
ッジレットパターンのうちのウェッジレットパターンから、より大きいサイズの深度ブロ
ックに関するウェッジレットパターンを決定し得ることにある。
【０１２３】
　[0128]一例として、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、第１のブロッ
クサイズのブロックに関するパーティションパターンリスト（たとえば、ウェッジレット
パターンリスト）を構成するように構成され得る。パーティションパターンリストは、第
１のブロックサイズのブロックに関連する１つまたは複数のパーティションパターンを含
むことができる。第１のブロックサイズよりも大きい第２のブロックサイズの深度ブロッ
クのイントラ予測符号化の場合、ビデオエンコーダ２０は、第１のブロックサイズのブロ



(31) JP 6246919 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

ックに関するパーティションパターンから決定されたパーティションパターン（たとえば
、ウェッジレットパターン）を使用して、第２のサイズの深度ブロックをイントラ予測符
号化することができる。言い換えれば、ビデオエンコーダ２０は、第１のサイズのブロッ
クに関連するパーティションパターンを使用して、第２のサイズの深度ブロックをイント
ラ予測符号化することができる。深度モデリングモード（ＤＭＭ）１の場合、ビデオエン
コーダ２０は、第１のブロックサイズの１つまたは複数のパーティションパターン関連ブ
ロックを含むパーティションパターンリストへのインデックスをシグナリングすることが
できる。
【０１２４】
　[0129]第２のブロックサイズの深度ブロックのイントラ予測復号の場合、ビデオデコー
ダ３０は、第１のブロックサイズのブロックに関連する１つまたは複数のパーティション
パターンを含むパーティションパターンリストへのインデックスを受信することができ、
インデックスから第１のサイズのブロックに関連するパーティションパターンを決定する
ことができる。ここでも、パーティションパターンは、復号される深度ブロックの第２の
ブロックサイズよりも小さい第１のブロックサイズのブロックに関連付けられる。次いで
ビデオデコーダ３０は、決定されたパーティションパターンから、第２のブロックサイズ
の深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することができる。ビデオデコー
ダ３０は、決定されたパーティションパターンに基づいて、第２のサイズの深度ブロック
をイントラ予測復号することができる。
【０１２５】
　[0130]上述のように、より大きいサイズのブロックに関するパーティションパターン（
たとえば、ウェッジレットパターン）を記憶することは、より大きいサイズのブロックに
利用可能なパーティションパターンの数が比較的大きいので、望ましくないことがある。
より小さいサイズのブロックに関するパーティションパターンに基づいて、より大きいサ
イズのブロックに関するパーティションパターンを決定することによって、より大きいサ
イズのブロックに関して記憶される必要のあるパーティションパターンの数は低減され得
る。たとえば、前の例では、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、第１の
ブロックサイズのブロックに関連する１つまたは複数のパーティションパターンを含むパ
ーティションパターンリストを構成し、第２のより大きいサイズの深度ブロックに関する
パーティションパターンを決定するために、パーティションパターンリストからパーティ
ションパターンのうちの１つを使用することができる。したがって、ビデオエンコーダ２
０およびビデオデコーダ３０が、第２のサイズのパーティションパターンに関するパーテ
ィションパターンリストを構成した場合、より小さいブロックサイズに関するパーティシ
ョンパターンからパーティションパターンの一部が決定され得るので、パーティションパ
ターンリスト中のパーティションパターンの数は低減されることになる。
【０１２６】
　[0131]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、いくつ
かのブロックサイズに関するパーティションリストパターンを構成しないこともある。そ
のような例では、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、ビデオエンコーダ
２０およびビデオデコーダ３０がパーティションリストパターンを構成したブロックサイ
ズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定するために、より小さいサイズ
のブロックに関連するパーティションパターンに依拠し得る。
【０１２７】
　[0132]また、より大きいブロックサイズの場合は、パーティションパターンリストによ
り少ないパーティションパターンがあること、またはパーティションパターンがまったく
ないことがあるので、パーティションパターンを記憶するために必要とされるメモリの量
の減少があり得る。その上、より大きいブロックサイズの場合は、パーティションパター
ンリストにより少ないパーティションパターンがあること、またはパーティションパター
ンがまったくないことがあるので、パーティションパターンを生成する計算の複雑性およ
び重複がないようにするためにパーティションパターンを比較する複雑性も低減され得る
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。
【０１２８】
　[0133]上述のように、より小さいサイズのブロックに関するパーティションパターンに
基づいて、より大きいサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定する
ことによって、本開示で説明する技法は、メモリ要件を低減し、複雑性を低減することが
できる。いくつかの例では、より小さいサイズのブロックは、より大きいサイズの深度ブ
ロック内のブロックであり得る。しかしながら、本開示で説明する技法は、そのように限
定されない。いくつかの例では、より小さいサイズのブロックは必ずしも、イントラ予測
符号化または復号されている実際のブロックである必要はない。そうではなく、より小さ
いサイズのブロックは、より大きいサイズのブロックに関するパーティションパターンを
決定するためにパーティションパターンが使用される概念的ブロックであり得る。
【０１２９】
　[0134]一例として、イントラ予測符号化または復号される深度ブロックが３２×３２サ
イズの深度ブロックであると仮定する。この例では、エンコーダ２０は、サイズ１６×１
６のブロックに関するパーティションパターンリストへのインデックスをシグナリングす
ることができる。ビデオデコーダ３０は、サイズ１６×１６のブロックに関するパーティ
ションパターンリストへのインデックスを受信し、サイズ１６×１６のブロックに関する
パーティションパターンからパーティションパターンを決定することができる。この例で
は、ビデオエンコーダ２０とビデオデコーダ３０の両方は、サイズ１６×１６のブロック
に関する決定されたパーティションパターンから、３２×３２サイズの深度ブロックに関
するパーティションパターンを決定するように構成され得る。一例として、ビデオエンコ
ーダ２０およびビデオデコーダ３０は、３２×３２サイズの深度ブロックに関するパーテ
ィションパターンを決定するために、サイズ１６×１６のブロックに関する決定されたパ
ーティションパターンをアップサンプリングすることができる。
【０１３０】
　[0135]より小さいサイズのブロック（そのパーティションパターンリストを、ビデオエ
ンコーダ２０およびビデオデコーダ３０がより大きいサイズのブロックに関するパーティ
ションパターンを決定するために使用する）は、より大きいサイズのブロックの一部であ
る必要はないが、本開示で説明する技法は、より小さいサイズのブロックがより大きいサ
イズのブロック内のブロックである例とともに説明される。たとえば、深度コーディング
（たとえば、深度ブロックのイントラ予測コーディング）の一例では、パーティションパ
ターンは、ブロックサイズとは無関係である。
【０１３１】
　[0136]本開示で説明する技法において、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３
０が、より大きいサイズのブロックに関するパーティションパターンを決定するための中
間ステップとして、より小さいサイズのブロックに関するパーティションパターンを決定
し得ることを理解されたい。たとえば、より小さいサイズのブロックは、より小さいサイ
ズのブロックのパーティションパターンに基づいてイントラ予測符号化または復号されな
いことがある。そうではなく、より小さいサイズのブロックは、より大きいサイズのブロ
ックのイントラ予測の一部としてイントラ予測符号化または復号され得る。
【０１３２】
　[0137]一例として、現在の深度ブロック（たとえば、現在の深度ＰＵ）はＮ×Ｎのサイ
ズを有すると仮定する。この例では、現在の深度ブロックは、整数個のＭ×Ｍ（Ｍ＜Ｎ）
ブロックを含む。一例として、現在の深度ブロック（たとえば、イントラ予測符号化また
は復号されるべき深度ブロック）が３２×３２サイズのブロックである場合、３２×３２
サイズのブロック内に４個の１６×１６サイズのブロック、または３２×３２サイズのブ
ロック内に６４個の４×４サイズのブロックがある。
【０１３３】
　[0138]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、１つの特定のＭ×Ｍブロック（た
とえば、Ｍは４に等しい）と、線ベースのパーティションパターン（たとえば、２つのパ
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ーティションにＭ×Ｍブロックを二等分する線形線を画定するウェッジレットパターン）
とを識別する情報をシグナリングすることができる。ビデオデコーダ３０は、Ｍ×Ｍブロ
ックと線ベースのパーティションパターンとを識別する情報を受信することができる。特
定のＭ×Ｍブロックの線ベースのパーティションパターンに基づいて、ビデオエンコーダ
２０およびビデオデコーダ３０は、全体的Ｎ×Ｎ　ＰＵに関する線ベースのパーティショ
ンを決定する（たとえば、導出する）ことができる。言い換えれば、Ｍ×Ｍブロックに関
するパーティションパターンに基づいて、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３
０は、Ｎ×Ｎ深度ブロック全体に関するパーティションパターンを決定することができ、
ここで、Ｎ×Ｎ深度ブロックはＭ×Ｍブロックを含む。
【０１３４】
　[0139]一例では、線ベースのパーティションパターンは、現在の３Ｄ－ＨＥＶＣの場合
のように、特定のＭ×Ｍブロックに適用されるＤＭＭ１のウェッジレットパターンであり
得る。たとえば、ビデオエンコーダ２０は、深度モデリングモード（ＤＭＭ）が１である
ことを示す情報をシグナリングし、Ｎ×Ｎブロック内のＭ×Ｍブロックを識別する情報を
シグナリングし、Ｍ×Ｍブロックに関するパーティションパターンを識別するために使用
される情報をシグナリングすることができる。（たとえば、サイズＭ×Ｍのブロックに関
するパーティションパターンリストへのインデックス値）。ビデオデコーダ３０は、ＤＭ
Ｍが１であることを示す情報を受信し、Ｍ×Ｍブロックを識別する受信された情報に基づ
いてＮ×Ｎブロック内のＭ×Ｍブロックを決定し、（たとえば、サイズＭ×Ｍのブロック
に関するパーティションパターンリストへのインデックス値に基づいて）Ｍ×Ｍブロック
に関するパーティションパターンを決定することができる。次いでビデオデコーダ３０は
、Ｍ×Ｍブロックに関する決定されたパーティションパターンに基づいて、全体的Ｎ×Ｎ
ブロックに関するパーティションパターンを決定することができる。
【０１３５】
　[0140]本明細書で説明する「全体的」ブロックは、ブロックに含まれ得るサブブロック
を含む、ブロック全体を含み得る。したがって、４個のサブブロックを有するブロックの
場合、全体的ブロックは、４個のサブブロックのすべてを含むブロック全体を指し得る。
【０１３６】
　[0141]たとえば、ビデオエンコーダ２０は、イントラ深度符号化（イントラ予測符号化
）のためにブロック（たとえば、深度ＰＵであるＮ×Ｎブロック）のサブブロックに関す
る線ベースのパーティションパターン（たとえば、２つのパーティションにＭ×Ｍブロッ
クを二等分する線形線を画定するウェッジレットパターン）を決定することができ、ここ
において、サブブロックがブロックよりも小さい。いくつかの例では、ビデオエンコーダ
２０は、ブロックのサブブロックに関する線ベースのパーティションパターンを、決定さ
れる線ベースのパーティションパターンをブロックのサイズに基づかせることなく（すな
わち、ブロックサイズとは無関係に）決定することができる。ビデオエンコーダ２０は、
サブブロックに関する線ベースのパーティションパターンに基づいて、ブロックに関する
線ベースのパーティションパターンを決定することができる。ビデオエンコーダ２０は、
ブロックに関する決定された線ベースのパーティションパターンに基づいて、ブロックを
イントラ符号化する（イントラ予測符号化する）ことができる。ビデオエンコーダ２０は
、サブブロックに関する線ベースのパーティションパターンを示す情報をシグナリングす
る（たとえば、サブブロックに関する線ベースのパーティションパターンを示す情報を符
号化する）ことができる。いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、ビデオエンコー
ダ２０が線ベースのパーティションパターンを決定した、ブロック内のサブブロックを識
別するために使用される情報をシグナリングすることができるが、これは、あらゆる例に
おいて必要とされるとは限らない。
【０１３７】
　[0142]ビデオエンコーダ２０は、ブロックに関する線ベースのパーティションパターン
を示す情報をシグナリングしないことがある。たとえば、ビデオエンコーダ２０は、ブロ
ックに関する線ベースのパーティションパターンを示す情報を符号化するのを回避するこ
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と、または符号化しないことがある。むしろ、ビデオエンコーダ２０は、サブブロックに
関する線ベースのパーティションパターンを示す情報をシグナリングすることがある。
【０１３８】
　[0143]ビデオデコーダ３０は、イントラ深度復号のために（たとえば、イントラ予測復
号のために）ブロックのサブブロックに関する線ベースのパーティションパターンを示す
情報を受信する（たとえば、サブブロックに関する線ベースのパーティションパターンを
示す情報を復号する）ことができる。ビデオデコーダ３０は、サブブロックに関する線ベ
ースのパーティションパターンに基づいて、ブロックに関する線ベースのパーティション
パターンを決定することができる。ビデオデコーダ３０は、ブロックに関する決定された
線ベースのパーティションパターンに基づいて、ブロックをイントラ復号する（イントラ
予測復号する）ことができる。いくつかの例では、ビデオデコーダ３０は、ビデオデコー
ダ３０によって線ベースのパーティションパターンが受信された、ブロック内のサブブロ
ックを識別するために使用される情報を受信することができるが、これは、あらゆる例に
おいて必要とされるとは限らない。ビデオデコーダ３０は、ブロックに関する線ベースの
パーティションパターンを示す情報を受信することなく、ブロックに関する線ベースのパ
ーティションパターンを決定することができる。むしろ、ビデオデコーダ３０は、サブブ
ロックから線ベースのパーティションパターンを決定することがある。また、ビデオデコ
ーダ３０は、ブロックに関する線ベースのパーティションパターンを、決定される線ベー
スのパーティションパターンをブロックのサイズに基づかせることなく（すなわち、ブロ
ックサイズとは無関係に）決定することができる。
【０１３９】
　[0144]Ｍ×Ｍサブブロックは必ずしも、より大きいＮ×Ｎブロック内に入るブロックで
ある必要はないことを理解されたい。そうではなく、Ｍ×Ｍサブブロックは、Ｎ×Ｎブロ
ックに関する線ベースのパーティションパターンを決定する目的で線ベースのパーティシ
ョンパターンが使用される概念的ブロックであり得る。言い換えれば、上記の例では、ビ
デオエンコーダ２０は、第１のサイズ（たとえば、３２×３２）の深度ブロックに関する
パーティションパターン（たとえば、ウェッジレットパターンのような線ベースのパーテ
ィションパターン）を、第２のより小さいサイズ（たとえば、１６×１６）のブロックに
関するパーティションパターンに基づいて決定することができる。ビデオエンコーダ２０
は、決定されたパーティションパターンに基づいて深度ブロックをイントラ予測符号化す
ることができる。ビデオデコーダ３０は同様に、第１のサイズ（たとえば、３２×３２）
の深度ブロックに関するパーティションパターンを、第２のより小さいサイズ（たとえば
、１６×１６）のブロックに関するパーティションパターンに基づいて決定することがで
きる。ここでも、このより小さいサイズのブロックは、ピクチャ中または深度ブロック内
の実際のブロックである必要はなく、代わりに、より大きいブロックに関するパーティシ
ョンパターンを決定するためにパーティションパターンが使用される概念的ブロックであ
る。
【０１４０】
　[0145]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、第２のサイズのブロックに関する
パーティションパターンを識別する情報をシグナリングし、ビデオデコーダ３０は、シグ
ナリングされた情報に基づいて第２のサイズのブロックに関するパーティションパターン
を決定する。たとえば、ビデオエンコーダ２０は、第２のサイズのパーティションパター
ンに関するパーティションパターンリストへのインデックスをシグナリングすることがで
き、インデックスによって識別されるパーティションパターンは、ビデオエンコーダ２０
が第１のサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定するために利用し
たパーティションパターンである。ビデオデコーダ３０は、第２のサイズのパーティショ
ンパターンに関するパーティションパターンリストへのインデックスを受信し、第２のサ
イズのブロックに関するパーティションパターンに基づいて、第１のサイズの深度ブロッ
クに関するパーティションパターンを決定することができる。
【０１４１】
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　[0146]上記の例では、より小さいサイズのブロックは概念的ブロックであり、必ずしも
、深度ブロックを含むピクチャのブロック、または深度ブロック内のブロックであるとは
限らない。ただし、いくつかの例では、より小さいブロックは、より大きいサイズのブロ
ック内のブロックであり得る。より小さいサイズのブロックがより大きいサイズのブロッ
ク内のブロックである（たとえば、１６×１６ブロックが、３２×３２ブロック内の４個
の１６×１６ブロックのうちの１つである）例では、ビデオエンコーダ２０は、より大き
いサイズのブロック中のより小さいサイズのブロックのロケーションを識別する情報をシ
グナリングすることができる。次いでビデオデコーダ３０は、より小さいサイズのブロッ
クに関するパーティションパターンおよびより大きいサイズのブロック内のより小さいサ
イズのブロックの位置に基づいて、より大きいサイズのブロックに関するパーティション
パターンを決定することができる。たとえば、ビデオデコーダ３０は、より小さいサイズ
のブロックを二等分する線形線を、より大きいサイズのブロックのエッジに線形線がぶつ
かるまで、外側に拡張することができる。より大きいサイズのブロックの得られる二等分
は、より小さいサイズのブロックのパーティションパターンから決定された、より大きい
サイズのブロックに関するパーティションパターンであり得る。
【０１４２】
　[0147]言い換えれば、ビデオデコーダ３０は、サブブロックに関するパーティションパ
ターンの線形線を深度ブロックの境界まで拡張することができる。得られる線形線は、深
度ブロックをイントラ予測復号するために使用される、深度ブロックに関するパーティシ
ョンパターンであり得る。ビデオエンコーダ２０は同様に、サブブロックに関するパーテ
ィションパターンの線形線を深度ブロックの境界まで拡張することができ、得られる線形
線は、深度ブロックをイントラ予測符号化するために使用される、深度ブロックに関する
パーティションであり得る。
【０１４３】
　[0148]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、より小さいサイズのブロックの位
置を識別する情報をシグナリングする必要はないことがある。そのような例では、ビデオ
デコーダ３０は、ビデオデコーダ３０がより大きいサイズの深度ブロックに関するパーテ
ィションパターンを決定するためにパーティションパターンを拡張する際の起点となるブ
ロックとして、所定のより小さいサイズのブロックを使用するように事前構成され得る。
【０１４４】
　[0149]たとえば、ビデオエンコーダ２０は、ｉおよびｊが０からＮ／Ｍ－１まで（両端
の値を含む）の範囲内にある相対水平および垂直インデックス（ｉ，ｊ）とともに、ビデ
オデコーダ３０が受信する特定のＭ×Ｍブロック（すなわち、サブブロック）のインデッ
クスをシグナリングすることができる。この例では、Ｍ×Ｍブロックの左上位置は（Ｍ×
ｉ，Ｎ×ｊ）である。このようにして、ビデオデコーダ３０は、Ｍ×Ｍブロックの位置を
決定し、さらに、以下でより詳細に説明するように、線形線を拡張することによって全体
的Ｎ×Ｎブロックに関するパーティションパターンを決定することができる。
【０１４５】
　[0150]ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、それぞれ、バイパスモード
またはコンテキストモデリングのいずれかにより、Ｍ×Ｍブロックの位置（ｉ，ｊ）を符
号化または復号することができる。言い換えれば、ビデオエンコーダ２０は、線ベースの
パーティションパターンが決定されたサブブロックを識別するためにバイパスモードまた
はコンテキストモデリングを使用して位置（ｉ，ｊ）を符号化することができ、ビデオデ
コーダ３０は、線ベースのパーティションパターンが受信されたサブブロックを識別する
ためにバイパスモードまたはコンテキストモデリングを使用して位置（ｉ，ｊ）を復号す
ることができる。
【０１４６】
　[0151]代替または追加として、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、現
在のＰＵの左境界Ｍ×Ｍブロックまたは下境界Ｍ×Ｍブロックのいずれかにおいて常に開
始するように特定のＭ×Ｍブロックを設定するように事前構成され得る。この場合、ビデ
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オエンコーダ２０は、フラグをシグナリングすることができ、たった１つのオフセットが
エンコーダによってさらにシグナリングされる。たとえば、この例では、ビデオエンコー
ダ２０は、線ベースのパーティションパターンが決定されたサブブロックを識別するため
のフラグと１つのオフセットとをシグナリングすることができ、ビデオデコーダ３０は、
線ベースのパーティションパターンが受信されたサブブロックを識別するためのフラグと
１つのオフセットとを受信することができる。
【０１４７】
　[0152]場合によっては、１つのＮ×Ｎブロック内のＭ×Ｍユニット中の水平および垂直
インデックスをシグナリングする代わりに、ビデオエンコーダ２０は、４分木構造によっ
てＭ×Ｍブロックを識別することができ、各レベル表現が、ゼロまたはより多くの「０」
と１つの「１」を有し、「１」に達すると終了し、より低いレベルに進む。この例では、
ビデオエンコーダ２０は、サブブロックを識別するための情報をシグナリングする必要が
ないことがあり、ビデオデコーダ３０は、サブブロックを識別するための情報を受信する
必要がないことがある。たとえば、ビデオデコーダ３０は同様に、Ｎ×Ｎ深度ブロックに
関するパーティションパターンを決定するためにビデオデコーダ３０がパーティションパ
ターンを決定したＭ×Ｍブロックを決定するために、４分木構造を使用することができる
。
【０１４８】
　[0153]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、特定の
Ｍ×Ｍブロックの線ベースのパーティションパターンをより大きいＮ×Ｎブロックに拡張
することを、利用可能な場合にＮ×Ｎブロック内のすべてのＭ×Ｍブロックのパーティシ
ョンパターンが全体的ＰＵ（すなわち、全体的深度ブロック）に関する線ベースのパーテ
ィションを一緒に形成する方法で、行うことができる。たとえば、特定のＭ×Ｍブロック
の右上隅に、Ｎ×Ｎブロック内の別のＭ×Ｍブロックの左下隅がある。いくつかの例では
、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、特定のＭ×Ｍブロックを二等分す
る線形線（たとえば、パーティション線）を、特定のＭ×Ｍブロックの右上隅に連結され
た他方のブロックを通って拡張することができる。同様に、特定のＭ×Ｍブロックの左下
隅に、Ｎ×Ｎブロック内のまた別のＭ×Ｍブロックの右上隅がある。いくつかの例では、
ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、特定のＭ×Ｍブロックを二等分する
線形線（たとえば、パーティション線）を、特定のＭ×Ｍブロックの左下隅に連結された
他方のブロックを通って拡張することができる。このようにして、ビデオエンコーダ２０
およびビデオデコーダ３０は、特定のＭ×Ｍブロックの線ベースのパーティションを全体
的ＰＵに拡張することができる。
【０１４９】
　[0154]上述のように、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、より小さい
サイズのブロックを二等分する線形線を、より大きいサイズの深度ブロックに関するパー
ティションパターンを決定するためにより大きいサイズのブロックを線形線が二等分する
ように、拡張するように構成され得る。いくつかの例では、特定のＭ×Ｍの線ベースのパ
ーティションパターンを現在のＰＵに（すなわち、全体的なより大きいサイズの深度ブロ
ックに）拡張するために、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、最初に、
パーティション境界線関数ｙ＝ａ×ｘ＋ｂを、Ｍ×Ｍパーティションパターンの（Ｍ×ｉ
，Ｍ×ｊ）と開始点位置および終了点位置とによって導出することができ、ａおよびｂが
それぞれ、パーティション境界線の傾きおよび切片を表す。言い換えれば、ビデオエンコ
ーダ２０およびビデオデコーダ３０は、傾き－線の式に基づいて線形線の線－式を決定す
ることができる。パーティション境界線関数により、ビデオエンコーダ２０およびビデオ
デコーダ３０は、Ｎ×Ｎ２進ブロックである（ｂＰａｔｔｅｒｎと呼ばれる）Ｎ×Ｎパー
ティションパターンを、ｂＰａｔｔｅｒｎ［ｘ］［ｙ］＝（ｙ－ａ×ｘ）＜ｂ？１：０と
して導出することができ、ここでｘ，ｙ＝０，１，．．．Ｎ－１である。一例では、さら
に、ａおよびｂは整数に丸められる。
【０１５０】
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　[0155]ＤＭＭモード３または４が可能であるとき、特定のＭ×Ｍブロックが、ビデオエ
ンコーダ２０によってシグナリングされ、ビデオデコーダ３０によって受信され得る。さ
らに、Ｍ×Ｍブロック内で、ビデオエンコーダ２０は線ベースのパーティションパターン
（たとえば、ウェッジレットパターン）を、現在の３Ｄ－ＨＥＶＣの場合のように、ビデ
オエンコーダ２０がＭ×ＭのＰＵ（すなわち、Ｍ×Ｍブロック）に関してＤＭＭモード３
でウェッジレットパターンをシグナリングする方法と同様の方法でシグナリングする。こ
の場合、ビデオエンコーダ２０は、Ｍ×ＭのＰＵ（すなわち、Ｍ×Ｍブロック）に対する
ウェッジレットサブセットインデックスをシグナリングすることができる。
【０１５１】
　[0156]上述のように、本開示で説明する技法により、より大きいサイズのブロックに必
要とされるパーティションパターンの数の減少があり得る。たとえば、本開示で説明する
技法では、Ｎ／Ｍ（または２×Ｎ／Ｍ）個までのＭ×Ｍブロックのみがパーティションを
必要とし得る（すなわち、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、Ｎ／Ｍ（
または２×Ｎ／Ｍ）個までのＭ×Ｍブロックのみを含むパーティションリストを構成する
必要があり得る）。したがって、ビデオエンコーダ２０は、単に、Ｎ／Ｍ（または２×Ｎ
／Ｍ）個までのＭ×Ｍブロックに関するパーティションパターンをシグナリングし、Ｎ／
Ｍ（または２×Ｎ／Ｍ）個までのＭ×Ｍブロックを導出または拡張する必要があり得る。
同様に、ビデオデコーダ３０は、単に、Ｎ／Ｍ（または２×Ｎ／Ｍ）個までのＭ×Ｍブロ
ックに関するパーティションパターンを受信し、Ｎ／Ｍ（または２×Ｎ／Ｍ）個までのＭ
×Ｍブロックを導出または拡張する必要があり得る。
【０１５２】
　[0157]さらに、上述のように、本開示で説明する技法は、記憶される必要のあるパーテ
ィションパターンの数を減らし、パーティションパターンを使用してイントラ予測を実施
する複雑性を低減することができる。したがって、技法は、６４×６４サイズの深度ブロ
ックに関する線ベースの区分（たとえば、ウェッジレット区分）をサポートすることに伴
う問題を克服することができる。言い換えれば、現在の３Ｄ－ＨＥＶＣの場合のように、
３２×３２までの線ベースのパーティションのみをサポートする代わりに、本開示で説明
する技法を使用して、ウェッジレットパターンは、６４×６４であり得るＮ×ＮのＰＵに
拡張される。
【０１５３】
　[0158]Ｎ×Ｎサイズの深度ブロック（すなわち、３２×３２以下のサイズの深度ブロッ
クに限定されない）に関する線ベースのパーティションパターンを使用するための技法に
ついて説明することに加えて、本開示は、線ベースの区分（たとえば、ウェッジレット区
分）のためにイントラ予測符号化および復号を実施する効率性を高めるための技法につい
て説明する。たとえば、ビデオエンコーダ２０において、ＤＭＭ１においてＮ×Ｎ深度Ｐ
Ｕ（すなわち、深度ブロック）のウェッジレット探索プロセスを加速させるために、元の
深度ピクチャにおける現在の深度ＰＵ（すなわち、深度ブロック）の左上、右上、左下お
よび右下のサンプルが同じ値を有するとき、ビデオエンコーダ２０は、ウェッジレットパ
ターン探索プロセスを省略することができ、ビデオエンコーダ２０は、現在のＰＵ（すな
わち、現在の深度ブロック）のためにＤＭＭ１を選択することのないように構成され得る
。
【０１５４】
　[0159]別の例として、代替または追加として、ビデオエンコーダ２０は、複数の隣接す
る現在の深度ＰＵの値をチェックすることができる。ビデオエンコーダ２０は、隣接する
現在の深度ＰＵの値に基づいて、探索プロセスが省略され、ＤＭＭ１であるかどうかを決
定することができ、決定に基づいて現在のＰＵのためにＤＭＭ１を選択することができる
。代替または追加として、ビデオエンコーダ２０は、元の深度ピクチャにおける現在の深
度ＰＵの左上、右上、左下および右下のサンプルが同じ値を有するとき、ウェッジレット
パターン探索を省略し、１サンプルパーティションパターン（たとえば、左上サンプルは
、すべての他のサンプルの異なる部分に属する）を選択することができる。
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【０１５５】
　[0160]いくつかの例では、ＤＭＭ３モードでは、コロケートテクスチャルーマイントラ
モードによって指定されるＮ×Ｎウェッジレットサブセットが空である場合、ビデオエン
コーダ２０は、現在のＰＵのためにＤＭＭ３モードを省略することができる。コロケート
テクスチャルーマイントラモードが空であることは、コロケートテクスチャブロックのル
ーマ成分がイントラ予測符号化または復号されないことを意味する。たとえば、コロケー
トテクスチャブロックのルーマ成分がイントラ予測コーディングされる場合、利用可能な
ルーマイントラモードはない。代替または追加として、ビデオデコーダ３０は、コロケー
トテクスチャルーマイントラモードによって指定されるＮ×Ｎウェッジレットサブセット
が空である場合に、ビデオデコーダ３０によって復号されるＤＭＭモードインデックスが
決して現在のＰＵのためのＤＭＭ３モードではあり得ないように、制約され得る。
【０１５６】
　[0161]上述のように、ＤＭＭ３の場合、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３
０は、コロケートテクスチャブロックに基づいて、深度ブロックに関するパーティション
パターンを決定することができる。しかしながら、本開示で説明する技法は、そのように
限定されない。いくつかの例では、ＤＭＭ３モードにおいて、ビデオエンコーダ２０およ
びビデオデコーダ３０は、現在のＮ×ＮのＰＵとコロケートされたルーマブロックによっ
てウェッジレットパーティションパターンを導出しないことがある。そうではなく、ビデ
オエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、現在のＭ×Ｍブロックとコロケートされ
たルーマブロックによって線ベースのパーティションパターンを決定し得る。
【０１５７】
　[0162]Ｎ×ＮのＰＵの開始／終了点位置の１／２サンプル精度を使用するウェッジレッ
トパターンの場合、ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、対応するウェッ
ジレットパターンとともに２Ｎ×２ＮのＰＵにおいて決定位置（２ｍ，２ｎ）が属するパ
ーティションに基づいて、位置（ｍ，ｎ）がどのパーティションに属するかを決定するこ
とができる。ビデオエンコーダ２０およびビデオデコーダ３０は、（オフセットＸ，オフ
セットＹ）のオフセットベクトルにより、２Ｎ×２Ｎブロックにおいて決定位置（２ｍ，
２ｎ）を移動させることなく、位置（ｍ，ｎ）がどのパーティションに属するかを決定す
ることができ、ここにおいて、オフセットＸまたはオフセットＹが０または１に等しく、
現在の３Ｄ－ＨＥＶＣの場合のように様々な条件に依存する。
【０１５８】
　[0163]図６は、深度コーディングのための技法を実装し得るビデオエンコーダ２０の一
例を示すブロック図である。ビデオエンコーダ２０は、ビデオスライス内のビデオブロッ
クのイントラコーディングとインターコーディングとを実行し得る。イントラコーディン
グ（すなわち、イントラ予測コーディング）は、所与のビデオフレームまたはピクチャ内
のビデオの空間的冗長性を低減または除去するために空間的予測に依拠する。インターコ
ーディング（すなわち、インター予測コーディング）は、ビデオシーケンスの隣接するフ
レームまたはピクチャ中のビデオの時間的冗長性を低減または除去するために時間的予測
に依拠する。イントラモード（Ｉモード）は、いくつかの空間ベースのコーディングモー
ドのいずれかを指し得る。単一方向予測（Ｐモード）または双予測（Ｂモード）などのイ
ンターモードは、いくつかの時間ベースのコーディングモードのいずれかを指し得る。
【０１５９】
　[0164]上述のように、ビデオエンコーダ２０は、マルチビュービデオコーディングを実
行するように適応され得る。いくつかの事例では、ビデオエンコーダ２０は、時間インス
タンス中の各ビューがビデオデコーダ３０のなどのデコーダによって処理され得るように
、マルチビューＨＥＶＣをコーディングするように構成され得る。ＨＥＶＣ－３Ｄの場合
、各ビューに対するテクスチャマップ（すなわち、ルーマ値およびクロマ値）を符号化す
ることに加えて、ビデオエンコーダ２０はさらに、各ビューに対する深度マップを符号化
し得る。
【０１６０】
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　[0165]いずれの場合も、図６に示すように、ビデオエンコーダ２０は、符号化されるべ
きビデオピクチャ内の現在のビデオブロックを受信する。図６の例では、ビデオエンコー
ダ２０は、ビデオメモリデータ３９と、モード選択ユニット４０と、（復号済みピクチャ
バッファ（ＤＰＢ）とも呼ばれる）参照ピクチャメモリ６４と、加算器５０と、変換処理
ユニット５２と、量子化ユニット５４と、エントロピー符号化ユニット５６とを含む。そ
して、モード選択ユニット４０は、動き補償ユニット４４と、動き推定ユニット４２と、
イントラ予測ユニット４６と、パーティションユニット４８とを含む。ビデオブロック再
構成のために、ビデオエンコーダ２０はまた、逆量子化ユニット５８と、逆変換ユニット
６０と、加算器６２とを含む。再構成されたビデオからブロッキネスアーティファクトを
除去するためにブロック境界をフィルタ処理するためのデブロッキングフィルタ（図６に
は図示せず）も含まれ得る。所望される場合、デブロッキングフィルタは、通常、加算器
６２の出力をフィルタ処理することになる。デブロッキングフィルタに加えて、追加のフ
ィルタ（ループ内またはループ後）も使用され得る。そのようなフィルタは簡潔のために
示されていないが、所望される場合、（ループ内フィルタとして）加算器５０の出力をフ
ィルタ処理することができる。
【０１６１】
　[0166]図６に示すように、ビデオデータメモリ３９は、ビデオピクチャ内の現在のビデ
オブロックを符号化するために使用されるビデオデータを受信する。ビデオデータメモリ
３９は、（たとえば、ビデオデータを記憶するように構成された）ビデオエンコーダ２０
の構成要素によって符号化されるべきビデオデータを記憶するか、またはビデオピクチャ
を符号化するために使用されるべきビデオデータを記憶することができる。たとえば、ビ
デオデータメモリ３９は、異なるサイズのブロックに関するパーティションパターン（た
とえば、ウェッジレットパーティションパターン）を記憶することができる。ビデオデー
タメモリ３９は、ビデオエンコーダ２０によって実施される初期化プロセスの一部として
パーティションパターンを記憶することができる。
【０１６２】
　[0167]いくつかの例では、ビデオデータメモリ３９に記憶されるビデオデータは、たと
えば、ビデオソース１８から取得される場合がある。（復号ピクチャバッファ（ＤＰＢ）
とも呼ばれる）参照ピクチャメモリ６４は、（たとえば、イントラコーディングモードま
たはインターコーディングモードで）ビデオエンコーダ２０によってビデオデータを符号
化する際に使用するための参照ビデオデータを記憶する。ビデオデータメモリ３９および
参照ピクチャメモリ６４は、同期ＤＲＡＭ（ＳＤＲＡＭ）、磁気抵抗ＲＡＭ（ＭＲＡＭ）
、抵抗ＲＡＭ（ＲＲＡＭ（登録商標））、または他のタイプのメモリデバイスを含む、ダ
イナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）など、様々なメモリデバイスのいずれか
によって形成され得る。ビデオデータメモリ３９および参照ピクチャメモリ６４は、同じ
メモリデバイスまたは別個のメモリデバイスによって設けられ得る。様々な例では、ビデ
オデータメモリ３９は、ビデオエンコーダ２０の他の構成要素とともにオンチップであっ
てよく、またはそれらの構成要素に対してオフチップであってもよい。
【０１６３】
　[0168]符号化プロセス中に、ビデオエンコーダ２０は、コーディングされるべきビデオ
フレームまたはスライスを受信する。フレームまたはスライスは複数のビデオブロックに
分割され得る。動き推定ユニット４２および動き補償ユニット４４は、時間的予測を行う
ために、１つまたは複数の参照フレーム中の１つまたは複数のブロックに対して、受信さ
れたビデオブロックのインター予測コーディングを実行する。イントラ予測ユニット４６
は代替的に、空間的予測を行うために、コーディングされるべきブロックと同じフレーム
またはスライス中の１つまたは複数の隣接ブロックに対して、受信されたビデオブロック
のイントラ予測コーディング（たとえば、イントラ予測符号化）を実行し得る。ビデオエ
ンコーダ２０は、たとえば、ビデオデータの各ブロックに適切なコーディングモードを選
択するために、複数のコーディングパスを実行することができる。
【０１６４】
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　[0169]さらに、パーティションユニット４８は、以前のコーディングパスにおける以前
の区分方式の評価に基づいて、ビデオデータのブロックをサブブロックに区分することが
できる。たとえば、パーティションユニット４８は、最初に、フレームまたはスライスを
ＬＣＵに区分し、レートひずみ分析（たとえば、レートひずみ最適化）に基づいて、ＬＣ
Ｕの各々をサブＣＵに区分することができる。モード選択ユニット４０は、サブＣＵへの
ＬＣＵの区分を示す４分木データ構造をさらに生成することができる。４分木のリーフノ
ードＣＵは、１つまたは複数のＰＵと１つまたは複数のＴＵとを含み得る。
【０１６５】
　[0170]モード選択ユニット４０は、たとえば、誤差結果に基づいてコーディングモード
のうちの１つ、すなわち、イントラまたはインターを選択し、得られたイントラコーディ
ングまたはインターコーディングされたブロックを、残差ブロックデータを生成するため
に加算器５０に与え、参照フレームとして使用するための符号化されたブロックを再構成
するために加算器６２に与え得る。モード選択ユニット４０はまた、動きベクトル、イン
トラモードインジケータ、パーティション情報、および他のそのようなシンタックス情報
など、シンタックス要素をエントロピーコーディングユニット５６に与え得る。
【０１６６】
　[0171]動き推定ユニット４２および動き補償ユニット４４は、高度に統合され得るが、
概念的な目的のために別々に示されている。動き推定ユニット４２によって実行される動
き推定は、ビデオブロックの動きを推定する動きベクトルを生成するプロセスである。動
きベクトルは、たとえば、現在のフレーム（または他のコーディングされたユニット）内
でコーディングされている現在のブロックに対する参照フレーム（または他のコーディン
グされたユニット）内の予測ブロックに対する現在のビデオフレームまたはピクチャ内の
ビデオブロックのＰＵの変位を示すことができる。予測ブロックは、絶対差分和（ＳＡＤ
：sum of absolute difference）、２乗差分和（ＳＳＤ：sum of square difference）、
または他の差分メトリックによって決定され得るピクセル差分に関して、コーディングさ
れるべきブロックにぴったり一致することがわかるブロックである。いくつかの例では、
ビデオエンコーダ２０は、参照ピクチャメモリ６４に記憶された参照ピクチャのサブ整数
ピクセル位置の値を計算し得る。たとえば、ビデオエンコーダ２０は、参照ピクチャの１
／４ピクセル位置、１／８ピクセル位置、または他の分数のピクセル位置の値を補間する
ことができる。したがって、動き推定ユニット４２は、フルピクセル位置および分数ピク
セル位置に対する動き探索を実行し、分数ピクセル精度を有する動きベクトルを出力する
ことができる。
【０１６７】
　[0172]動き推定ユニット４２は、ＰＵの位置を参照ピクチャの予測ブロックの位置と比
較することによって、インターコーディングされたスライス中のビデオブロックのＰＵに
関する動きベクトルを計算する。参照ピクチャは、その各々が、参照ピクチャメモリ６４
に記憶された１つまたは複数の参照ピクチャを識別する、第１の参照ピクチャリスト（リ
スト０）または第２の参照ピクチャリスト（リスト１）から選択され得る。動き推定ユニ
ット４２は、計算された動きベクトルをエントロピー符号化ユニット５６と動き補償ユニ
ット４４とに送る。
【０１６８】
　[0173]動き補償ユニット４４によって実行される動き補償は、動き推定ユニット４２に
よって決定された動きベクトルに基づいて予測ブロックを取り出し、またはこれを生成す
ることを含むことができる。やはり、動き推定ユニット４２および動き補償ユニット４４
は、いくつかの例で、機能的に統合され得る。現在のビデオブロックのＰＵに関する動き
ベクトルを受信すると、動き補償ユニット４４は、参照ピクチャリストのうちの１つにお
いて動きベクトルが指す予測ブロックを位置特定することができる。加算器５０は、以下
で説明するように、コーディングされている現在のビデオブロックのピクセル値から予測
ブロックのピクセル値を減算し、ピクセル差分値を形成することによって、残差ビデオブ
ロックを形成する。一般に、動き推定ユニット４２は、ルーマ成分に対して動き推定を実
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行し、動き補償ユニット４４は、クロマ成分とルーマ成分の両方に関して、ルーマ成分に
基づいて計算された動きベクトルを使用する。モード選択ユニット４０は、ビデオスライ
スのビデオブロックを復号する際のビデオデコーダ３０による使用のために、ビデオブロ
ックとビデオスライスとに関連付けられたシンタックス要素を生成することもできる。
【０１６９】
　[0174]イントラ予測ユニット４６は、上述のように、動き推定ユニット４２と動き補償
ユニット４４とによって実行されるインター予測の代替として、現在のブロックをイント
ラ予測し得る。特に、イントラ予測ユニット４６は、現在のブロックを符号化するために
使用すべきイントラ予測モードを決定することができる。いくつかの例では、イントラ予
測ユニット４６は、たとえば別々の符号化パス中に、様々なイントラ予測モードを使用し
て現在のブロックを符号化することができ、イントラ予測ユニット４６（または、いくつ
かの例ではモード選択ユニット４０）は、テストされたモードから使用すべき適切なイン
トラ予測モードを選択することができる。
【０１７０】
　[0175]たとえば、イントラ予測ユニット４６は、様々なテストされたイントラ予測モー
ドのためのレートひずみ分析を使用してレートひずみ値を計算し、テストされたモードの
間で最良のレートひずみ特性を有するイントラ予測モードを選択し得る。レートひずみ分
析は、概して、符号化ブロックと、符号化ブロックを生成するために符号化された元の符
号化されていないブロックとの間のひずみ（または誤差）の量、ならびに符号化ブロック
を生成するために使用されるビットレート（すなわち、ビット数）を決定する。イントラ
予測ユニット４６は、どのイントラ予測モードがブロックについて最良のレートひずみ値
を呈するかを決定するために、様々な符号化されたブロックのひずみおよびレートから比
を計算することができる。
【０１７１】
　[0176]さらに、イントラ予測ユニット４６は、深度マップの深度ブロックをコーディン
グするように構成され得る。たとえば、イントラ予測ユニット４６は、深度スライスのイ
ントラ予測されたＰＵをコーディングするために、（たとえば、上記で図２に関して説明
したように）ベース（２Ｄ）ＨＥＶＣ規格からのイントラ予測モードと、（たとえば、上
記で図３Ａおよび図３Ｂに関して説明したように）深度モデリングモード（ＤＭＭ）と、
（たとえば、以下で図１０に関して説明するように）領域境界チェーンコーディングとを
使用する。
【０１７２】
　[0177]いずれの場合も、ビデオエンコーダ２０は、コーディングされている元のビデオ
ブロックから、モード選択ユニット４０からの予測データを減算することによって残差ビ
デオブロックを形成する。加算器５０は、この減算演算を実行する１つまたは複数の構成
要素を表す。変換処理ユニット５２は、離散コサイン変換（ＤＣＴ）または概念的に同様
の変換などの変換を残差ブロックに適用して、残差変換係数値を備えるビデオブロックを
生成する。変換処理ユニット５２は、ＤＣＴと概念的に同様である他の変換を実行するこ
とができる。ウェーブレット変換、整数変換、サブバンド変換、または他のタイプ変換も
使用され得る。
【０１７３】
　[0178]いずれの場合も、変換処理ユニット５２は、残差ブロックに変換を適用して、残
差変換係数のブロックを生成する。変換は、ピクセル値領域からの残差情報を、周波数領
域のような変換領域に変換することができる。変換処理ユニット５２は、得られた変換係
数を量子化ユニット５４に送り得る。量子化ユニット５４は、ビットレートをさらに低減
するために、変換係数を量子化する。量子化プロセスは、係数の一部またはすべてに関連
付けられたビット深度を低減し得る。量子化の程度は、量子化パラメータを調整すること
によって、変更され得る。いくつかの例では、量子化ユニット５４は次いで、量子化変換
係数を含む行列の走査を実行することができる。代替的に、エントロピー符号化ユニット
５６が走査を実行することができる。
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【０１７４】
　[0179]量子化に続いて、エントロピー符号化ユニット５６は、量子化変換係数をエント
ロピーコーディングする。たとえば、エントロピー符号化ユニット５６は、コンテキスト
適応型可変長コーディング（ＣＡＶＬＣ）、コンテキスト適応型バイナリ算術コーディン
グ（ＣＡＢＡＣ）、シンタックスベースコンテキスト適応型バイナリ算術コーディング（
ＳＢＡＣ）、確率間隔区分エントロピー（ＰＩＰＥ）コーディング、または別のエントロ
ピーコーディング技法を実行することができる。コンテキストベースのエントロピーコー
ディングの場合、コンテキストは、隣接ブロックに基づき得る。エントロピー符号化ユニ
ット５６によるエントロピーコーディングに続いて、符号化されたビットストリームは、
別のデバイス（たとえば、ビデオデコーダ３０）に送信され、または後の送信もしくは取
出のためにアーカイブされ得る。
【０１７５】
　[0180]逆量子化ユニット５８および逆変換ユニット６０は、たとえば参照ブロックとし
て後で使用するために、ピクセル領域中で残差ブロックを再構成するために、それぞれ逆
量子化と逆変換とを適用する。動き補償ユニット４４は、参照ピクチャメモリ６４のフレ
ームのうちの１つの予測ブロックに残差ブロックを加算することによって参照ブロックを
計算し得る。動き補償ユニット４４はまた、動き推定において使用するためのサブ整数ピ
クセル値を計算するために、再構成された残差ブロックに１つまたは複数の補間フィルタ
を適用し得る。加算器６２は、参照ピクチャメモリ６４に記憶するための再構成されたビ
デオブロックを生成するために、動き補償ユニット４４によって生成された動き補償予測
ブロックに再構成された残差ブロックを加算する。再構成されたビデオブロックは、動き
推定ユニット４２および動き補償ユニット４４によって、後続のビデオフレーム中のブロ
ックをインターコーディングするために参照ブロックとして使用され得る。
【０１７６】
　[0181]この意味で、ビデオエンコーダ２０は、本開示で説明する１つまたは複数の例示
的技法を実装するように構成され得る。たとえば、イントラ予測ユニット４６は、本開示
で説明する深度ブロックのための例示的なイントラ予測符号化技法を実装するように構成
され得る。いくつかの例では、イントラ予測ユニット４６は、他のプロセッサとの組合せ
で、本開示で説明する技法を実装するように構成され得る。
【０１７７】
　[0182]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、第１のサイズのブロックに関する
パーティションパターンからパーティションパターンを決定する（たとえば、サイズ１６
×１６のブロックに関連するパーティションパターンを決定する）ように構成され得る。
ビデオエンコーダ２０は、第１のサイズのブロックに関するパーティションパターンから
の決定されたパーティションパターンに基づいて、第２のサイズの深度ブロックに関する
パーティションを決定する（たとえば、サイズ１６×１６のブロックに関連する決定され
たパーティションパターンに基づいて、サイズ３２×３２の深度ブロックに関するパーテ
ィションを決定する）ことができ、ここで、第２のサイズが第１のサイズよりも大きい。
ビデオエンコーダ２０は、深度ブロックに関する決定されたパーティションパターンに基
づいて、深度ブロックをイントラ予測符号化することができる。
【０１７８】
　[0183]この例では、サイズ１６×１６のブロック（たとえば、第１のサイズのブロック
）は、深度ブロックを含むピクチャ内の実際のブロックではないことがある。そうではな
く、サイズ１６×１６のブロックは概念的ブロックであり、サイズ１６×１６のブロック
に使用されるパーティションパターンが代わりにサイズ３２×３２のブロック（たとえば
、第２のサイズの深度ブロック）に使用される。ただし、いくつかの例では、サイズ１６
×１６のブロックは、ピクチャの実際のブロック、またはサイズ３２×３２のブロック内
のブロックであり得る。
【０１７９】
　[0184]ビデオエンコーダ２０は、イントラ深度符号化のために深度ブロック（たとえば
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、現在のＰＵであるＮ×Ｎブロック）のサブブロック（たとえば、Ｍ×Ｍブロック）に関
するパーティションパターン（たとえば、線ベースのパーティションパターン）を決定す
るように構成され得る。ビデオエンコーダ２０は、サブブロックに関するパーティション
パターンに基づいて、全体的深度ブロックに関するパーティションパターン（たとえば、
線ベースのパーティションパターン）を決定することができる。ビデオエンコーダ２０は
、深度ブロックに関する決定されたパーティションパターンに基づいて、深度ブロックを
イントラ符号化することができる。
【０１８０】
　[0185]ビデオエンコーダ２０は、サブブロックに関するパーティションパターンを示す
情報を符号化することがある。ビデオエンコーダ２０はまた、深度ブロックに関するパー
ティションパターンを示す情報の符号化を回避する（たとえば、符号化しない）ことがあ
る。ビデオエンコーダ２０はまた、深度ブロックに関するパーティションパターンを深度
ブロックのサイズに基づかせることなく（たとえば、ブロックサイズとは無関係に）、深
度ブロックに関するパーティションパターンを決定することができる。ビデオエンコーダ
２０はまた、いくつかの例では、パーティションパターンが決定されたサブブロックを識
別するための情報（たとえば、インデックスまたはフラグおよび１つのオフセット）を（
たとえば、バイパスモードおよび／またはコンテキストモデリングを使用して）符号化し
、シグナリングすることができる。
【０１８１】
　[0186]図７は、深度コーディングのための技法を実装し得るビデオデコーダ３０の一例
を示すブロック図である。図７の例では、ビデオデコーダ３０は、ビデオデータメモリ６
９と、エントロピー復号ユニット７０と、動き補償ユニット７２、動きベクトル予測ユニ
ット７３、およびイントラ予測ユニット７４を含む予測処理ユニット７１とを含む。ビデ
オデコーダ３０はまた、逆量子化ユニット７６と、逆変換処理ユニット７８と、参照フレ
ームメモリ８２と、加算器８０とを含む。ビデオデコーダ３０は、いくつかの例では、ビ
デオエンコーダ２０（図６）に関して説明した符号化パスとは概して逆の復号パスを実行
することができる。動き補償ユニット７２は、エントロピー復号ユニット７０から受信さ
れた動きベクトルに基づいて予測データを生成することができ、イントラ予測ユニット７
４は、エントロピー復号ユニット７０から受信されたイントラ予測モードインジケータに
基づいて予測データを生成することができる。
【０１８２】
　[0187]図７の例では、ビデオデータメモリ６９は、符号化ビデオを受信する。ビデオデ
ータメモリ６９は、ビデオデコーダ３０の構成要素によって復号されるために、符号化ビ
デオビットストリームなど、（たとえば、ビデオデータを記憶するように構成された）ビ
デオデータを記憶し得る。ビデオデータメモリ６８はまた、ビデオデータを復号してピク
チャを再構成するためにビデオデコーダ３０の構成要素によって使用されるビデオデータ
を記憶することができる。たとえば、ビデオデータメモリ６９は、異なるサイズのブロッ
クに関するパーティションパターン（たとえば、ウェッジレットパーティションパターン
）を記憶することができる。ビデオデータメモリ６９は、ビデオエンコーダ３０によって
実施される初期化プロセスの一部としてパーティションパターンを記憶することができる
。
【０１８３】
　[0188]ビデオデータメモリ６９に記憶されたビデオデータは、カメラなどのローカルビ
デオソースから、ビデオデータのワイヤードもしくはワイヤレスのネットワーク通信を介
して、または物理データ記憶媒体にアクセスすることによって取得され得る。ビデオデー
タメモリ６９は、符号化ビデオビットストリームからの符号化ビデオデータを記憶するコ
ーディング済みピクチャバッファ（ＣＰＢ）を形成し得る。
【０１８４】
　[0189]参照ピクチャメモリ８２は、（たとえば、イントラコーディングモードまたはイ
ンターコーディングモードで）ビデオデコーダ３０によってビデオデータを復号する際に
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使用するための参照ビデオデータを記憶する復号済みピクチャバッファ（ＤＰＢ）の一例
である。ビデオデータメモリ６９および参照ピクチャメモリ８２は、同期ＤＲＡＭ（ＳＤ
ＲＡＭ）、磁気抵抗ＲＡＭ（ＭＲＡＭ）、抵抗ＲＡＭ（ＲＲＡＭ）、または他のタイプの
メモリデバイスを含む、ダイナミックランダムアクセスメモリ（ＤＲＡＭ）など、様々な
メモリデバイスのいずれかによって形成され得る。ビデオデータメモリ６９および参照ピ
クチャメモリ８２は、同じメモリデバイスまたは別個のメモリデバイスによって設けられ
得る。様々な例では、ビデオデータメモリ６９は、ビデオデコーダ３０の他の構成要素と
ともにオンチップであってよく、またはそれらの構成要素に対してオフチップであっても
よい。
【０１８５】
　[0190]復号プロセス中に、ビデオデコーダ３０はビデオエンコーダ２０から、符号化ビ
デオスライスのビデオブロックと関連付けられるシンタックス要素とを表す符号化ビデオ
ビットストリームを受信する。ビデオデコーダ３０のエントロピー復号ユニット７０は、
量子化された係数と、動きベクトルまたはイントラ予測モードインジケータと、他のシン
タックス要素とを生成するために、ビットストリームをエントロピー復号する。エントロ
ピー復号ユニット７０は、動きベクトルと他のシンタックス要素とを動き補償ユニット７
２に転送する。エントロピー復号ユニット７０は、イントラ予測ユニット７４にイントラ
予測復号のための情報を転送する。ビデオデコーダ３０は、ビデオスライスレベルおよび
／またはビデオブロックレベルでシンタックス要素を受信することができる。
【０１８６】
　[0191]上述のように、ビデオデコーダ３０は、マルチビュービデオコーディングを実行
するように適応され得る。いくつかの例では、ビデオデコーダ３０は、マルチビューＨＥ
ＶＣを復号するように構成され得る。ＨＥＶＣ－３Ｄの場合、各ビューに対するテクスチ
ャ値（すなわち、ルーマ値およびクロマ値）を復号することに加えて、ビデオデコーダ３
０はさらに、各ビューに対する深度マップを復号し得る。
【０１８７】
　[0192]いずれの場合も、ビデオスライスがイントラコーディングされた（Ｉ）スライス
としてコーディングされるとき、イントラ予測ユニット７４は、シグナリングされたイン
トラ予測モードと、現在のフレームまたはピクチャの以前復号されたブロックからのデー
タとに基づいて、現在のビデオスライスのビデオブロックのための予測データを生成し得
る。
【０１８８】
　[0193]イントラ予測ユニット７４はまた、深度データをイントラコーディングし得る。
たとえば、イントラ予測ユニット７４は、深度スライスのイントラ予測されたＰＵをコー
ディングするために、（たとえば、上記で図２に関して説明したように）ベース（２Ｄ）
ＨＥＶＣ規格からのイントラ予測モードと、（たとえば、上記で図３Ａおよび図３Ｂに関
して説明したように）深度モデリングモード（ＤＭＭ）と、（たとえば、以下で図１０に
関して説明するように）領域境界チェーンコーディングとを使用する。
【０１８９】
　[0194]ビデオフレームがインターコーディングされた（すなわち、Ｂ（双方向予測され
た）、Ｐ（前のフレームから予測された）またはＧＰＢ（一般化されたＰまたはＢスライ
ス））スライスとしてコーディングされるとき、動き補償ユニット７２は、エントロピー
復号ユニット７０から受信された動きベクトルと他のシンタックス要素とに基づいて、現
在のビデオスライスのビデオブロックのための予測ブロックを生成する。予測ブロックは
、参照ピクチャリストのうちの１つ内の参照ピクチャのうちの１つから生成され得る。ビ
デオデコーダ３０は、参照フレームメモリ８２に記憶された参照ピクチャに基づいて、デ
フォルト構成技法を使用して、参照フレームリスト、すなわち、リスト０とリスト１とを
構成し得る。
【０１９０】
　[0195]動き補償ユニット７２は、動きベクトルと他のシンタックス要素とをパースする
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ことによって現在のビデオスライスのビデオブロックのための予測情報を決定し、復号さ
れている現在のビデオブロックのための予測ブロックを生成するために、その予測情報を
使用する。たとえば、動き補償ユニット７２は、ビデオスライスのビデオブロックをコー
ディングするために使用される予測モード（たとえば、イントラまたはインター予測）と
、インター予測スライスタイプ（たとえば、Ｂスライス、Ｐスライス、またはＧＰＢスラ
イス）と、スライスに関する参照ピクチャリストのうちの１つまたは複数に関する構成情
報と、スライスの各インター符号化ビデオブロックに関する動きベクトルと、スライスの
各インターコーディングされたビデオブロックに関するインター予測ステータスと、現在
のビデオスライス中のビデオブロックを復号するための他の情報とを決定するために、受
信されたシンタックス要素のうちのいくつかを使用する。
【０１９１】
　[0196]動き補償ユニット７２はまた、補間フィルタに基づいて、補間を実行することが
できる。動き補償ユニット７２は、参照ブロックのサブ整数ピクセルのための補間値を計
算するために、ビデオブロックの符号化中にビデオエンコーダ２０によって使用された補
間フィルタを使用し得る。この場合に、動き補償ユニット７２は、受信されたシンタック
ス要素からビデオエンコーダ２０によって使用された補間フィルタを決定し、予測ブロッ
クを生成するために補間フィルタを使用し得る。
【０１９２】
　[0197]逆量子化ユニット７６は、ビットストリーム中で提供され、エントロピー復号ユ
ニット８０によって復号された、量子化変換係数を逆量子化（inverse quantize）、すな
わち、逆量子化（de-quantize）する。逆量子化プロセスは、量子化の程度を決定し、同
様に、適用されるべき逆量子化の程度を決定するための、ビデオスライス中の各ビデオブ
ロックに関してビデオデコーダ３０によって計算される量子化パラメータＱＰYの使用を
含み得る。
【０１９３】
　[0198]逆変換処理ユニット７８は、ピクセル領域において残差ブロックを生成するため
に、逆変換、たとえば、逆ＤＣＴ、逆整数変換、または概念的に同様の逆変換プロセスを
変換係数に適用する。動き補償ユニット７２またはイントラ予測ユニット７４が、動きベ
クトルまたは他のシンタックス要素に基づいて現在のビデオブロック（たとえば、テクス
チャブロックまたは深度ブロック）のための予測ブロックを生成した後、ビデオデコーダ
３０は、逆変換ユニット７８からの残差ブロックを、動き補償ユニット８２またはイント
ラ予測ユニット７４によって生成された対応する予測ブロックと加算することによって、
復号されたビデオブロックを形成する。加算器９０は、この加算演算を実行する１つまた
は複数の構成要素を表す。
【０１９４】
　[0199]所望される場合、ブロッキネスアーティファクトを除去するために復号されたブ
ロックをフィルタ処理するためのデブロッキングフィルタも適用され得る。ピクセル推移
を平滑化し、または他の形でビデオ品質を改善するために、他のループフィルタ（コーデ
ィングループ内またはコーディングループの後のいずれであれ）も使用され得る。その後
、所与のフレームまたはピクチャ中の復号されたビデオブロックは、参照ピクチャメモリ
８２に記憶され、参照ピクチャメモリ８２は、後続の動き補償に使用される参照ピクチャ
を記憶する。参照ピクチャメモリ８２はまた、復号されたビデオを図１のディスプレイデ
バイス３２などのディスプレイデバイス上に後で表示できるように記憶する。
【０１９５】
　[0200]この意味で、ビデオデコーダ３０は、本開示で説明する１つまたは複数の例示的
技法を実装するように構成され得る。たとえば、イントラ予測ユニット７２は、本開示で
説明する深度ブロックのための例示的なイントラ予測復号技法を実装するように構成され
得る。いくつかの例では、イントラ予測ユニット７２は、単独で、または他のプロセッサ
との組合せで、本開示で説明する技法を実装するように構成され得る。
【０１９６】
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　[0201]いくつかの例では、ビデオデコーダ３０は、第１のサイズのブロックに関するパ
ーティションパターンからパーティションパターンを決定する（たとえば、サイズ１６×
１６のブロックに関連するパーティションパターンを決定する）ように構成され得る。ビ
デオデコーダ３０は、第１のサイズのブロックに関するパーティションパターンからの決
定されたパーティションパターンに基づいて、第２のサイズの深度ブロックに関するパー
ティションを決定する（たとえば、サイズ１６×１６のブロックの決定されたパーティシ
ョンパターンに基づいて、サイズ３２×３２の深度ブロックに関するパーティションを決
定する）ことができき、ここで、第２のサイズが第１のサイズよりも大きい。ビデオデコ
ーダ３０は、深度ブロックに関する決定されたパーティションパターンに基づいて、深度
ブロックをイントラ予測復号することができる。
【０１９７】
　[0202]この例では、サイズ１６×１６のブロック（たとえば、第１のサイズのブロック
）は、深度ブロックを含むピクチャ内の実際のブロックではないことがある。そうではな
く、サイズ１６×１６のブロックは概念的ブロックであり、サイズ１６×１６のブロック
に使用されるパーティションパターンが代わりにサイズ３２×３２のブロック（たとえば
、第２のサイズの深度ブロック）に使用される。ただし、いくつかの例では、サイズ１６
×１６のブロックは、ピクチャの実際のブロック、またはサイズ３２×３２のブロック内
のブロックであり得る。
【０１９８】
　[0203]たとえば、ビデオデコーダ３０は、イントラ深度復号のために深度ブロック（た
とえば、現在のＰＵであるＮ×Ｎブロック）のサブブロック（たとえば、Ｍ×Ｍブロック
）に関するパーティションパターンを決定する（たとえば、パーティションパターンを示
す情報を受信する）ように構成され得る。パーティションパターンは、線ベースのパーテ
ィションパターンであり得る。ビデオデコーダ３０は、サブブロックに関するパーティシ
ョンパターンに基づいて、全体的深度ブロックに関するパーティションパターン（たとえ
ば、線ベースのパーティションパターン）を決定することができる。ビデオデコーダ３０
は、深度ブロックに関する決定されたパーティションパターンに基づいて、深度ブロック
をイントラ復号することができる。
【０１９９】
　[0204]ビデオデコーダ３０は、サブブロックに関するパーティションパターンを示す情
報を復号することがある。ビデオデコーダ３０はまた、深度ブロックに関するパーティシ
ョンパターンを示す情報の復号を回避する（たとえば、復号しない）ことがある。言い換
えれば、ビデオデコーダ３０は、深度ブロックに関するパーティションパターンを示す情
報を受信することなく、深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することが
できる。
【０２００】
　[0205]ビデオデコーダ３０はまた、深度ブロックに関するパーティションパターンを深
度ブロックのサイズに基づかせることなく（たとえば、ブロックサイズとは無関係に）、
深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することができる。ビデオデコーダ
３０はまた、いくつかの例では、パーティションパターンが決定されたサブブロックを識
別するための受信された情報（たとえば、インデックスまたはフラグおよび１つのオフセ
ット）を（たとえば、バイパスモードおよび／またはコンテキストモデリングを使用して
）復号することができる。
【０２０１】
　[0206]上記で説明した技法は、その両方が一般にビデオコーダと呼ばれることがある、
ビデオエンコーダ２０（図１および図６）および／またはビデオデコーダ３０（図１およ
び図７）によって実行され得る。さらに、ビデオコーディングは、概して、適用可能な場
合、ビデオ符号化および／またはビデオ復号を指すことがある。
【０２０２】
　[0207]図８は、ビデオデータを復号する例示的な方法を示すフローチャートである。図
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示のように、ビデオデコーダ３０は、第１のサイズのブロックに関するパーティションパ
ターンを構成し、記憶することができる（８００）。たとえば、ビデオデコーダ３０は、
初期化の一部として第１のサイズのブロックに関連する（たとえば、サイズ１６×１６の
ブロックに関する）１つまたは複数のパーティションパターンを含むパーティションパタ
ーンリストを構成し、第１のサイズのブロックに関連するパーティションパターンリスト
をビデオメモリデータ６９に記憶することができる。
【０２０３】
　[0208]ビデオデコーダ３０は、第１のサイズのブロックに関連するパーティションパタ
ーンを決定することができる（８０２）。たとえば、ビデオデコーダ３０は、第１のサイ
ズのブロックに関連するパーティションパターンリストへのインデックスを受信すること
ができる。ビデオデコーダ３０は、パーティションパターンリストへのインデックスによ
って参照されるパーティションパターンを識別することができる。ビデオデコーダ３０は
、識別されたパーティションパターンに基づいて、第１のサイズのブロックに関連するパ
ーティションパターンからパーティションパターンを決定することができる（すなわち、
ビデオデコーダ３０は、パーティションパターンリストへの受信されたインデックスに基
づいて、第１のサイズのブロックに関するパーティションパターンからパーティションパ
ターンを決定することができる）。
【０２０４】
　[0209]ビデオデコーダ３０は、第１のサイズ（たとえば、１６×１６）のブロックに関
するパーティションパターンからの決定されたパーティションパターンに基づいて、第２
のサイズ（たとえば、３２×３２）の深度ブロックに関するパーティションパターンを決
定することができる（８０４）。この例では、第２のサイズは、第１のサイズよりも大き
い。
【０２０５】
　[0210]第１のサイズのブロックは必ずしも、ピクチャ内の実際のブロックである必要は
ない。むしろ、ビデオデコーダ３０が第２のより大きいサイズの深度ブロックに関するパ
ーティションパターンを決定するために使用するのは、第１のサイズのブロックのパーテ
ィションパターンである。ただし、いくつかの例では、第１のサイズのブロックは、深度
ブロック内などのピクチャ内の実際のブロックであり得る。
【０２０６】
　[0211]いくつかの例では、ビデオデコーダ３０は、深度ブロック内のサブブロックを識
別する情報を受信することができ、サブブロックのサイズが第１のサイズである。そのよ
うな例では、ビデオデコーダ３０は、サブブロックに関するパーティションパターンを決
定することができる。ビデオデコーダ３０はまた、サブブロックに関する決定されたパー
ティションパターンに基づいて、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティションパ
ターンを決定することができる。また、これらの例示的な技法では、ビデオデコーダ３０
は、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを、サブブロックに関
するパーティションパターンの線形線を深度ブロックの境界まで拡張することによって決
定することができる。得られる線形線は、深度ブロックに関するパーティションパターン
を備える。
【０２０７】
　[0212]ビデオデコーダ３０は、深度ブロックに関する決定されたパーティションパター
ンに基づいて、深度ブロックをイントラ予測復号することができる（８０６）。たとえば
、ビデオデコーダ３０は、深度ブロックをイントラ予測復号するために、ＤＭＭに依拠す
る３Ｄ－ＨＥＶＣにおいて説明されるイントラ予測復号技法を実施することができる。い
くつかの例では、第１のサイズのブロックに関するパーティションパターンからのパーテ
ィションパターンは、第１のサイズのブロックに関する複数の線ベースのパーティション
パターンからの線ベースのパーティションパターン（たとえば、第１のサイズのブロック
に関する複数のウェッジレットパターンからのウェッジレットパターン）を備える。また
、深度ブロックに関するパーティションパターンは、２つのパーティションに深度ブロッ
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クを区分する深度ブロックに関する線ベースのパーティションパターンを備える。いくつ
かの例では、ビデオデコーダ３０は、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティショ
ンパターンを示す情報を受信することなく、第２のサイズの深度ブロックに関するパーテ
ィションパターンを決定することができる。
【０２０８】
　[0213]図９は、ビデオデータを符号化する例示的な方法を示すフローチャートである。
図示のように、ビデオエンコーダ２０は、第１のサイズのブロックに関連するパーティシ
ョンパターンを構成し、記憶することができる（９００）。たとえば、ビデオエンコーダ
２０は、初期化の一部として第１のサイズのブロックに関連する（たとえば、サイズ１６
×１６のブロックに関する）パーティションパターンリストを構成し、第１のサイズのブ
ロックに関するパーティションパターンリストをビデオメモリデータ３９に記憶すること
ができる。
【０２０９】
　[0214]ビデオエンコーダ２０は、第１のサイズのブロックに関連するパーティションパ
ターンを決定することができる（９０２）。たとえば、ビデオエンコーダ２０は、第２の
より大きいサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定するために使用
され得る適切なパーティションパターンを選択するために、複数の符号化パスを実施する
ことができる。次いでビデオエンコーダ２０は、パーティションパターンリスト中でパー
ティションパターンを識別することができる。たとえば、ビデオエンコーダ２０は、構成
されたパーティションパターンリスト中で識別されたパーティションパターンから、第１
のサイズのブロックに関連するパーティションパターンからのパーティションパターンを
決定することができる。ビデオエンコーダ２０は、第１のサイズのブロックに関するパー
ティションパターンからの決定するパーティションパターンを識別する構成されたパーテ
ィションパターンリストへのインデックスをシグナリングすることができ、ビデオデコー
ダ３０が、深度ブロックをイントラ予測復号するためにそのインデックスを使用する。
【０２１０】
　[0215]ビデオエンコーダ２０は、第１のサイズのブロックに関するパーティションパタ
ーンからの決定されたパーティションパターン（たとえば、サイズ１６×１６のブロック
に関連するパーティションパターン）に基づいて、第２のサイズ（たとえば、３２×３２
）の深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することができる（９０４）。
この例では、第２のサイズは、第１のサイズよりも大きい。
【０２１１】
　[0216]第１のサイズのブロックは必ずしも、ピクチャ内の実際のブロックである必要は
ない。むしろ、ビデオエンコーダ２０が第２のより大きいサイズの深度ブロックに関する
パーティションパターンを決定するために使用するのは、第１のサイズのブロックのパー
ティションパターンである。ただし、いくつかの例では、第１のサイズのブロックは、深
度ブロック内などのピクチャ内の実際のブロックであり得る。
【０２１２】
　[0217]いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、深度ブロック内のサブブロックを
識別することができ、サブブロックのサイズが第１のサイズである。そのような例では、
ビデオエンコーダ２０は、識別されたサブブロックに関するパーティションパターンを決
定することができる。ビデオエンコーダ２０はまた、識別されたサブブロックに関する決
定されたパーティションパターンに基づいて、第２のサイズの深度ブロックに関するパー
ティションパターンを決定することができる。また、これらの例示的な技法では、ビデオ
エンコーダ２０は、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを、サ
ブブロックに関するパーティションパターンの線形線を深度ブロックの境界まで拡張する
ことによって決定することができる。得られる線形線は、深度ブロックに関するパーティ
ションパターンを画定する。
【０２１３】
　[0218]ビデオエンコーダ２０は、深度ブロックに関する決定されたパーティションパタ
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ーンに基づいて、深度ブロックをイントラ予測符号化することができる（９０６）。たと
えば、ビデオエンコーダ２０は、深度ブロックをイントラ予測符号化するために、ＤＭＭ
に依拠する３Ｄ－ＨＥＶＣにおいて説明されるイントラ予測符号化技法を実施することが
できる。いくつかの例では、第１のサイズのブロックに関するパーティションパターンか
らのパーティションパターンは、第１のサイズのブロックに関する複数の線ベースのパー
ティションパターンからの線ベースのパーティションパターン（たとえば、第１のサイズ
のブロックに関する複数のウェッジレットパターンからのウェッジレットパターン）を備
える。また、深度ブロックに関するパーティションパターンは、２つのパーティションに
深度ブロックを区分する深度ブロックに関する線ベースのパーティションパターンを備え
る。いくつかの例では、ビデオエンコーダ２０は、第２のサイズの深度ブロックに関する
パーティションパターンを識別する情報をシグナリングしないことがある。
【０２１４】
　[0219]以下では、本開示で説明する例示的な技法を実施するいくつかの例について説明
する。以下では、ボールド体およびイタリック体の文字を包含する二重角括弧（［［］］
）は、現在の技法に対する削除を示し、下線は、現在の技法に対する追加を示す。以下の
例示的な技法が、別個に、または組合せで適用され得る。
【０２１５】
　[0220]深度モードパラメータシンタックスの場合
【０２１６】
【表５】

【０２１７】
　[0221]深度モードパラメータイントラセマンティクスの場合：
．．．
ｗｅｄｇｅ＿ｆｕｌｌ＿ｔａｂ＿ｉｄｘ［ｘ０］［ｙ０］は、ＤｅｐｔｈＩｎｔｒａＭｏ
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ｄｅ［ｘ０］［ｙ０］がＩＮＴＲＡ＿ＤＥＰ＿ＤＭＭ＿ＷＦＵＬＬに等しいときの、対応
する４×４パターンリストにおけるウェッジレットパターンのインデックスを指定する。
ｗｅｄｇｅ＿ｓｕｂ＿ｃｏｌ［ｘ０］［ｙ０］およびｗｅｄｇｅ＿ｓｕｂ＿ｒｏｗ［ｘ０
］［ｙ０］は、ウェッジレットパターンがシグナリングされる４×４ブロックの位置を指
定する。
ｗｅｄｇｅ＿ｐｒｅｄｔｅｘ＿ｔａｂ＿ｉｄｘ［ｘ０］［ｙ０］は、ＤｅｐｔｈＩｎｔｒ
ａＭｏｄｅ［ｘ０］［ｙ０］がＩＮＴＲＡ＿ＤＥＰ＿ＤＭＭ＿ＷＰＲＥＤＴＥＸに等しい
ときの、現在の予測ユニット内の４×４ブロックのウェッジレットパターンのインデック
スを指定する。
．．．
　[0222]復号プロセスの場合
Ｈ．８．４．４．２．７　イントラ予測モードＩＮＴＲＡ＿ＤＭＭ＿ＷＦＵＬＬの指定
このプロセスへの入力は以下の通りである。
－　現在のピクチャの左上サンプルに対する現在のブロックの左上サンプルを指定するサ
ンプルロケーション（ｘＴｂ，ｙＴｂ）
－　ｘ＝－１、ｙ＝－１．．ｎＴｂＳ×２－１、およびｘ＝０．．ｎＴｂＳ×２－１、ｙ
＝－１である、隣接サンプルｐ［ｘ］［ｙ］
－　変換ブロックサイズを指定する変数ｎＴｂＳ
このプロセスの出力は以下の通りである。
－　ｘ，ｙ＝０．．ｎＴｂＳ－１である、予測サンプルｐｒｅｄＳａｍｐｌｅｓ［ｘ］［
ｙ］
ｘ，ｙ＝０．．ｎＴｂＳ－１である予測サンプルｐｒｅｄＳａｍｐｌｅｓ［ｘ］［ｙ］の
値は、次の順序のステップによって指定されるように導出される。
１．下位条項Ｈ．８．４．４．２．１２．３に指定されているウェッジレットパターン拡
張プロセスは、Ｌｏｇ２（ｎＴｂＳ）、ｗｅｄｇｅ＿ｆｕｌｌ＿ｔａｂ＿ｉｄｘ［ｘＴｂ
］［ｙＴｂ］、ｗｅｄｇｅ＿ｓｕｂ＿ｃｏｌ［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］およびｗｅｄｇｅ＿ｓ
ｕｂ＿ｒｏｗ［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］を入力として引き起こされ、出力は、ｗｅｄｇｅＰａ
ｔｔｅｒｎに割り当てられる。［［２進パーティションパターンを指定する、ｘ，ｙ＝０
．．ｎＴｂＳ－１である、変数ｗｅｄｇｅＰａｔｔｅｒｎ［ｘ］［ｙ］は、以下のように
導出される。
【０２１８】
【数１】

【０２１９】
２．下位条項Ｈ．８．４．４．２．１１に指定されている深度パーティション値導出およ
び割当てプロセスは、隣接サンプルｐ［ｘ］［ｙ］、２進パターンｗｅｄｇｅＰａｔｔｅ
ｒｎ［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］、変換サイズｎＴｂＳ、ｄｍｍ＿ｄｃ＿ｆｌａｇ［ｘＴｂ］［
ｙＴｂ］に等しく設定されたｄｃＯｆｆｓｅｔＡｖａｉｌＦｌａｇ、０に等しく設定され
たｉｎｔｒａＣｈａｉｎＦｌａｇ、ならびにＤＣオフセットのＤｃＯｆｆｓｅｔ［ｘＴｂ
］［ｙＴｂ］［０］およびＤｃＯｆｆｓｅｔ［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］［１］を入力として引
き起こされ、出力は、ｐｒｅｄＳａｍｐｌｅｓ［ｘ］［ｙ］に割り当てられる。
３．［［ｘ，ｙ＝０．．ｎＴｂｓ－１（両端値を含む）として、以下が適用される。
－　ＷｅｄｇｅＩｄｘ［ｘＴｂ＋ｘ］［ｙＴｂ＋ｙ］は、ｗｅｄｇｅ＿ｆｕｌｌ＿ｔａｂ
＿ｉｄｘ［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］に等しく設定される。］］
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Ｈ．８．４．４．２．８　イントラ予測モードＩＮＴＲＡ＿ＤＭＭ＿ＷＰＲＥＤＴＥＸの
指定
このプロセスへの入力は以下の通りである。
－　現在のピクチャの左上サンプルに対する現在のブロックの左上サンプルを指定するサ
ンプルロケーション（ｘＴｂ，ｙＴｂ）
－　ｘ＝－１、ｙ＝－１．．ｎＴｂＳ×２－１、およびｘ＝０．．ｎＴｂＳ×２－１、ｙ
＝－１である、隣接サンプルｐ［ｘ］［ｙ］
－　変換ブロックサイズを指定する変数ｎＴｂＳ
このプロセスの出力は以下の通りである。
－　ｘ，ｙ＝０．．ｎＴｂＳ－１である、予測サンプルｐｒｅｄＳａｍｐｌｅｓ［ｘ］［
ｙ］
ｘ，ｙ＝０．．ｎＴｂＳ－１である予測サンプルｐｒｅｄＳａｍｐｌｅｓ［ｘ］［ｙ］の
値は、以下の通りである。
－　ｔｅｘｔｕｒｅＩｎｔｒａＰｒｅｄＭｏｄｅに応じて、変数ｗｅｄｇｅＩｄｘが、以
下で指定されるように導出される。
【０２２０】
【数２】

【０２２１】
【数３】

【０２２２】
－　下位条項Ｈ．８．４．４．２．１２．３に指定されているウェッジレットパターン拡
張プロセスは、Ｌｏｇ２（ｎＴｂＳ）、ｗｅｄｇｅＩｄｘ、ｗｅｄｇｅ＿ｓｕｂ＿ｃｏｌ
［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］およびｗｅｄｇｅ＿ｓｕｂ＿ｒｏｗ［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］を入力と
して引き起こされ、出力は、ｗｅｄｇｅＰａｔｔｅｒｎに割り当てられる。［［２進パー
ティションパターンを指定する、ｘ，ｙ＝０．．ｎＴｂＳ－１である、変数ｗｅｄｇｅＰ
ａｔｔｅｒｎ［ｘ］［ｙ］は、以下のように導出される。
【０２２３】
【数４】

【０２２４】
－　下位条項Ｈ．８．４．４．２．１１に指定されている深度パーティション値導出およ
び割当てプロセスは、隣接サンプルｐ［ｘ］［ｙ］、２進パターンｗｅｄｇｅＰａｔｔｅ
ｒｎ［ｘ］［ｙ］、変換サイズｎＴ、ｄｍｍ＿ｄｃ＿ｆｌａｇ［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］に等
しく設定されたｄｃＯｆｆｓｅｔＡｖａｉｌＦｌａｇ、０に等しく設定されたｉｎｔｒａ
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ＣｈａｉｎＦｌａｇ、ならびにＤＣオフセットのＤｃＯｆｆｓｅｔ［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］
［０］およびＤｃＯｆｆｓｅｔ［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］［１］を入力として引き起こされ、
出力は、ｐｒｅｄＳａｍｐｌｅｓ［ｘ］［ｙ］に割り当てられる。
Ｈ．８．４．４．２．１２．３　ウェッジレットパターン拡張プロセス
このプロセスへの入力は以下の通りである。
－　２進パーティションパターンサイズを指定する変数ｌｏｇ２ＢｌｋＳｉｚｅ
－　４×４ウェッジレットインデックスを指定する変数ｓｕｂＩｄｘ
－　左上４×４ブロックの水平位置を指定する変数ｘＳｕｂ
－　左上４×４ブロックの垂直位置を指定する変数ｙＳｕｂ
このプロセスの出力は以下の通りである。
－　サイズ（１＜＜ｌｏｇ２ＢｌｋＳｉｚｅ）×（１＜＜ｌｏｇ２ＢｌｋＳｉｚｅ）の２
進アレイｗｅｄｇｅＰａｔｔｅｒｎ［ｘ］［ｙ］
４×４ウェッジレットパターンのパーティション線開始位置を指定する変数ｘＳおよびｙ
Ｓは、次のように導出される。
【０２２５】
【数５】

【０２２６】
４×４ウェッジレットパターンのパーティション線終了位置を指定する変数ｘＥおよびｙ
Ｅは、次のように導出される。
【０２２７】
【数６】

【０２２８】
ｌｏｇ２ＢｌｋＳｉｚｅが２に等しい場合、以下が適用される。
－　ＷｅｄｇｅＰａｔｔｅｒｎＴａｂｌｅ［２］［ｓｕｂＩｄｘ］がｗｅｄｇｅＰａｔｔ
ｅｒｎに割り当てられる。
そうでない場合、以下が適用される。
－　ｘＳ！＝ｘＥまたはｙＳ！＝ｙＥの場合、以下が適用される。
【０２２９】
【数７】

【０２３０】
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【０２３１】
【数８】

【０２３２】
　－　ｙＳｕｂ＝＝０の場合、以下が適用される。
【０２３３】
【数９】

【０２３４】
　－　そうでない場合、以下が適用される。
【０２３５】
【数１０】

【０２３６】
Ｈ．８．４．４．３　深度値再構成プロセス
このプロセスへの入力は以下の通りである。
－　現在のピクチャの左上ルーマサンプルに対する現在のブロックの左上ルーマサンプル
を指定するルーマロケーション（ｘＴｂ，ｙＴｂ）
－　変換ブロックサイズを指定する変数ｎＴｂＳ
－　ｘ，ｙ＝０．．ｎＴｂＳ－１である、予測サンプルｐｒｅｄＳａｍｐｌｅｓ［ｘ］［
ｙ］
－　イントラ予測モードｐｒｅｄＭｏｄｅＩｎｔｒａ
このプロセスの出力は以下の通りである。
－　ｘ，ｙ＝０．．ｎＴｂＳ－１である、再構成された深度値サンプルｒｅｓＳａｍｐｌ
ｅｓ［ｘ］［ｙ］
ｐｒｅｄＭｏｄｅＩｎｔｒａに応じて、２進セグメント化パターンを指定する、ｘ，ｙ＝
０．．ｎＴｂｓ－１である、アレイｗｅｄｇｅＰａｔｔｅｒｎ［ｘ］［ｙ］は、次のよう
に導出される。
－　ｐｒｅｄＭｏｄｅＩｎｔｒａがＩＮＴＲＡ＿ＤＭＭ＿ＷＦＵＬＬに等しい場合、下位
条項Ｈ．８．４．４．２．１２．３に指定されているウェッジレットパターン拡張プロセ
スは、Ｌｏｇ２（ｎＴｂＳ）、ｗｅｄｇｅ＿ｆｕｌｌ＿ｔａｂ＿ｉｄｘ［ｘＴｂ］［ｙＴ
ｂ］、ｗｅｄｇｅ＿ｓｕｂ＿ｃｏｌ［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］およびｗｅｄｇｅ＿ｓｕｂ＿ｒ
ｏｗ［ｘＴｂ］［ｙＴｂ］を入力として引き起こされ、出力は、ｗｅｄｇｅＰａｔｔｅｒ
ｎに割り当てられる。［［以下が適用される。
【０２３７】
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【数１１】

【０２３８】
－　そうでない（ｐｒｅｄＭｏｄｅＩｎｔｒａがＩＮＴＲＡ＿ＤＭＭ＿ＷＦＵＬＬに等し
くない）場合、以下が適用される。
－　ｘ，ｙ＝０．．ｎＴｂＳ－１として、ｗｅｄｇｅＰａｔｔｅｒｎ［ｘ］［ｙ］が０に
等しく設定される。
ｄｌｔ＿ｆｌａｇ［ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ］に応じて、再構成された深度値サンプル
ｒｅｓＳａｍｐｌｅｓ［ｘ］［ｙ］が、以下で指定されるように導出される。
－　ｄｌｔ＿ｆｌａｇ［ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ］が０に等しい場合、以下が適用され
る。
－　ｘ，ｙ＝０．．ｎＴｂＳ－１として、再構成された深度値サンプルｒｅｓＳａｍｐｌ
ｅｓ［ｘ］［ｙ］が、以下で指定されるように導出される。
【０２３９】

【数１２】

【０２４０】
－　そうでない（ｄｌｔ＿ｆｌａｇ［ｎｕｈ＿ｌａｙｅｒ＿ｉｄ］が１に等しい）場合、
以下が適用される。
－　変数ｄｃＰｒｅｄ［０］およびｄｃＰｒｅｄ［１］が、以下で指定されるように導出
される。
【０２４１】

【数１３】

【０２４２】
－　そうでなく、ｐｒｅｄＭｏｄｅＩｎｔｒａがＩＮＴＲＡ＿ＰＬＡＮＡＲに等しい場合
、以下が適用される。
【０２４３】
【数１４】

【０２４４】
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－　そうでない（ｐｒｅｄＭｏｄｅＩｎｔｒａがＩＮＴＲＡ＿ＤＭＭ＿ＷＦＵＬＬに等し
い）場合、以下が適用される。
【０２４５】
【数１５】

【０２４６】
【数１６】

【０２４７】
【数１７】

【０２４８】
【数１８】

【０２４９】
－　ｘ，ｙ＝０．．ｎＴｂＳ－１として、再構成された深度値サンプルｒｅｓＳａｍｐｌ
ｅｓ［ｘ］［ｙ］が、以下で指定されるように導出される。
【０２５０】
【数１９】

【０２５１】
【数２０】

【０２５２】
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【数２１】

【０２５３】
　[0223]第２の例示的な技法では、第１の例示的な技法に類似するが、現在の３Ｄ－ＨＥ
ＶＣの復号プロセスに対する以下の変更も含まれる。この第２の例示的な技法は、Ｎ×Ｎ
ウェッジレットパターンによりＮ×ＮのＰＵにおいて位置（ｍ，ｎ）がどのパーティショ
ンに属するかを、対応するウェッジレットパターンにより２Ｎ×２ＮのＰＵにおいて決定
位置（２ｍ，２ｎ）がどのパーティションに属するかと、２Ｎ×２Ｎのブロックにおける
決定位置（２ｍ，２ｎ）の移動、すなわち、（２ｍ，２ｎ）に加えられる（オフセットＸ
，オフセットＹ）のオフセットベクトルとに従って導出するために説明され、ここにおい
て、オフセットＸまたはオフセットＹが０または１に等しく、現在の３Ｄ－ＨＥＶＣの場
合のような様々な条件への依存が取り除かれる。いくつかの例では、この変更は、例１に
関して上記で説明した技法とともに行われ得る。他の例では、この変更は、第１の例示的
な技法において説明した技法とは無関係に行われることもある。
Ｈ．８．４．４．２．１２．１　ウェッジレットパターン生成プロセス
．．．
４．ｘ，ｙ＝０．．ｐａｔｔｅｒｎＳｉｚｅ－１である、２進パーティションパターンｗ
ｅｄｇｅＰａｔｔｅｒｎ［ｘ］［ｙ］が、以下で指定されるように導出される。
－　ｒｅｓＳｈｉｆｔが１に等しい場合、以下が適用される。
－　［［ｗｅｄｇｅＯｒｉに応じて、変数ｘＯＦＦおよびｙＯｆｆが表Ｈ－８に指定され
ているように設定される。
【０２５４】

【表６】

【０２５５】
－　］］
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－　ｘ，ｙ＝０．．ｐａｔｔｅｒｎＳｉｚｅ－１として、以下が適用される。
【０２５６】
【数２２】

【０２５７】
－　そうでない（ｒｅｓＳｈｉｆｔが１に等しくない）場合、ｗｅｄｇｅＰａｔｔｅｒｎ
はｃｕｒＰａｔｔｅｒｎに等しく設定される。
【０２５８】
　[0224]第１の例示的な技法に類似するが、（第１の例示的な技法に対する、下線および
ボールド体とともに示される）以下の変更はまた、Ｎ×Ｎ（Ｎ＞４）ウェッジレットパタ
ーンのための提案される方法における１サンプルパーティション（パーティションパター
ンにおける左上サンプルは、すべての他のサンプルの異なるパーティションに属する）を
カバーするようにさらに含まれ、そのような１サンプルパーティションは、第１の例示的
な技法を使用して生成されることが可能ではないことがある。
Ｈ．８．４．４．２．１２．３　ウェッジレットパターン拡張プロセス
このプロセスへの入力は以下の通りである。
－　２進パーティションパターンサイズを指定する変数ｌｏｇ２ＢｌｋＳｉｚｅ
－　４×４ウェッジレットインデックスを指定する変数ｓｕｂＩｄｘ
－　左上４×４ブロックの水平位置を指定する変数ｘＳｕｂ
－　左上４×４ブロックの垂直位置を指定する変数ｙＳｕｂ
このプロセスの出力は以下の通りである。
－　サイズ（１＜＜ｌｏｇ２ＢｌｋＳｉｚｅ）×（１＜＜ｌｏｇ２ＢｌｋＳｉｚｅ）の２
進アレイｗｅｄｇｅＰａｔｔｅｒｎ［ｘ］［ｙ］
４×４ウェッジレットパターンのパーティション線開始位置を指定する変数ｘＳおよびｙ
Ｓは、次のように導出される。
【０２５９】
【数２３】

【０２６０】
４×４ウェッジレットパターンのパーティション線終了位置を指定する変数ｘＥおよびｙ
Ｅは、次のように導出される。
【０２６１】
【数２４】

【０２６２】
ｌｏｇ２ＢｌｋＳｉｚｅが２に等しい場合、以下が適用される。
－　ＷｅｄｇｅＰａｔｔｅｒｎＴａｂｌｅ［２］［ｓｕｂＩｄｘ］がｗｅｄｇｅＰａｔｔ
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ｅｒｎに割り当てられる。
そうでない場合、以下が適用される。
－　ｘＳ！＝ｘＥまたはｙＳ！＝ｙＥの場合、以下が適用される。
【０２６３】
【数２５】

【０２６４】
－　そうでない場合、以下が適用される。
【０２６５】

【数２６】

【０２６６】
－　ｘＳｕｂ＝＝０　＆＆　ｙＳｕｂ＝＝０の場合、以下が適用される。
【０２６７】

【数２７】

【０２６８】
－　そうでなく、ｙＳｕｂ＝＝０の場合、以下が適用される。
【０２６９】

【数２８】

【０２７０】
－　そうでない場合、以下が適用される。
【０２７１】

【数２９】

【０２７２】
　[0225]本開示の技法について概して３Ｄ－ＨＥＶＣに関して説明したが、本技法はこの
ように限定されない。上記で説明した技法はまた、他の現在の規格またはまだ開発されて
いない将来の規格に適用可能であり得る。たとえば、深度コーディングのための技法はま
た、ＨＥＶＣのマルチビュー拡張（たとえば、いわゆるＭＶ－ＨＥＶＣ）、ＨＥＶＣへの
スケーラブル拡張、または深度コンポーネントを有する他の現在もしくは将来の規格に適
用可能であり得る。
【０２７３】
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　[0226]以下では、３Ｄ－ＨＥＶＣにおけるイントラ予測モードに関するいくつかのさら
なる技法について説明する。本開示は、本開示で説明する技法を理解するのをさらに助け
るために提供される。ただし、いくつかの技法は、本開示に必要とされず、本開示で説明
する技法とともに利用され得るか、または本開示で説明する技法の別の例であり得る。
【０２７４】
　[0227]領域境界チェーンコーディングモードの場合、３Ｄ－ＨＥＶＣでは、領域境界チ
ェーンコーディングモードは、深度スライスのイントラ予測ユニットをコーディングする
ためにＨＥＶＣイントラ予測モードおよびＤＭＭモードとともに導入される。簡潔のため
に、「領域境界チェーンコーディングモード」は、本明細書で説明する本文、表および図
において簡潔のために「チェーンコーディング」によって示される。
【０２７５】
　[0228]ビデオエンコーダ２０は、チェーンの開始位置、チェーンコードの数、およびチ
ェーンコードごとの、および方向インデックスにより、ＰＵのチェーンコーディングをシ
グナリングし得る。チェーンは、サンプルとそれの８連結性サンプルのうちの１つとの間
の連結である。図１０に示すように、８つの異なるタイプのチェーンがあり、各々は、０
から７にわたる方向インデックスを割り当てられる。
【０２７６】
　[0229]図１０は、領域境界チェーンコーディングモードを示す概念図である。たとえば
、図１０の上部分は、チェーンコーディングにおいて定義される８個の可能なタイプのチ
ェーンを示している。図１０の下部分は、チェーンコーディングにおける１つの深度ＰＵ
パーティションパターンとコーディングされたチェーンとを示している。
【０２７７】
　[0230]チェーンコーディングプロセスの一例が図１０に示されている。図１０に示す任
意のパーティションパターンをシグナリングするために、ビデオエンコーダ２０は、パー
ティションパターンを識別することができ、ビットストリームにおける以下の情報を符号
化する。ビデオエンコーダ２０は、チェーンが上境界から開始することをシグナリングす
るために、１ビット「０」を符号化し得る。ビデオエンコーダ２０は、上境界における開
始位置「３」をシグナリングするために、３ビット「０１１」を符号化し得る。ビデオエ
ンコーダ２０は、チェーンの総数が７であることをシグナリングするために、４ビット「
０１１０」を符号化し得る。ビデオエンコーダ３０は、一連の連結チェーンインデックス
「３、３、３、７、１、１、１」を符号化することができ、各チェーンインデックスが、
ルックアップテーブルを使用してコードワードに変換される。
【０２７８】
　[0231]３Ｄ－ＨＥＶＣは、（たとえば、ＤＭＭに関して上記で説明した、コロケートテ
クスチャコンポーネントに基づく区分ではなく）パーティション境界の明示的シグナリン
グを可能にする領域境界チェーンコーディングモードを含む。上述のように、本開示では
、「領域境界チェーンコーディングモード」を「チェーンコーディング」と呼ぶことがあ
る。
【０２７９】
　[0232]概して、チェーンは、サンプルとそれの８連結性サンプルのうちの１つとの間の
連結である。図１０のブロック１６０によって示されているように、８つの異なるチェー
ン方向タイプがあり、各々は、０から７にわたる方向インデックスを割り当てられる。チ
ェーン方向タイプは、ビデオコーダが深度ブロックのパーティションを決定するのを助け
得る。
【０２８０】
　[0233]たとえば、図１０の例は、区分構造を示すチェーン１６６によって分離された第
１のパーティション１６２と第２のパーティション１６４とを含む。（ビデオエンコーダ
２０などの）ビデオエンコーダは、ＰＵのためのチェーン１６６を決定し、それを符号化
されたビットストリーム中でシグナリングし得、（ビデオデコーダ３０などの）ビデオデ
コーダは、符号化ビットストリームからのチェーン１６６を表すデータをパースし得る。
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【０２８１】
　[0234]概して、チェーン１６６は、開始位置と、チェーン中のリンクの数（たとえば、
チェーンコードの数）の指示と、チェーンコードごとの方向インデックスとを含む。チェ
ーン１６６のための他のタイプのシグナリングも使用され得る。一例では、図１０の例に
示された任意のパーティションパターンをシグナリングするために、ビデオエンコーダ２
０は、チェーン１６６が上境界から開始することを示すために１ビット（たとえば、０）
を符号化し得る。ビデオエンコーダ２０は、チェーン１６６が上境界の第３の深度サンプ
ルの後に開始することを示すために３ビット（たとえば、０１１）を符号化し得る。ビデ
オエンコーダ２０は、チェーン１６６中に合計７つのリンクがあることを示すために４ビ
ット（たとえば、０１１０）を符号化し得る。ビデオエンコーダ２０はまた、（たとえば
、ブロック１６０に従って）各チェーンリンクの方向を示すために一連の連結チェーンイ
ンデックス（たとえば、３，３，３，７，１，１，１）を符号化し得る。いくつかの例で
は、ビデオエンコーダ２０は、ルックアップテーブルを使用して各インデックスをコード
ワードに変換し得る。ビデオデコーダ３０などのビデオデコーダは、ブロックの区分パタ
ーンを決定するために、上記で説明したシグナリングをパースし得る。ビデオデコーダ３
０は、次いで、各パーティションのための深度値を復号し得る。
【０２８２】
　[0235]本開示で説明する技法は、簡略深度コーディング（ＳＤＣ）とともに機能するこ
ともできるが、技法はそのように限定されず、ＳＤＣが利用されない例において機能し得
る。以下では、簡略深度コーディング（ＳＤＣ）モードについて説明する。ＳＤＣモード
は、深度スライスのイントラＰＵをコーディングするために、ＨＥＶＣイントラ予測モー
ド、ＤＭＭモード、およびチェーンコーディングモードとともに導入されている。現在の
３Ｄ－ＨＥＶＣでは、ＳＤＣは、２Ｎ×２Ｎ　ＰＵパーティションサイズのためにのみ適
用される。量子化変換係数をコーディングする代わりに、ＳＤＣモードは、以下の２つの
タイプの情報を用いて深度ブロックを表す。（１）ＤＭＭモード１（２つのパーティショ
ン）と平面（１つのパーティション）とを含む、現在の深度ブロックのパーティションの
タイプ、および（２）パーティションごとに、（ピクセル領域における）残差値がビット
ストリームにおいてシグナリングされる。
【０２８３】
　[0236]それぞれ平面およびＤＭＭモード１のパーティションタイプに対応するＳＤＣモ
ード１とＳＤＣモード２とを含む２つのサブモードが、ＳＤＣにおいて定義される。簡略
残差コーディングがＳＤＣにおいて使用される。簡略残差コーディングでは、ＰＵのパー
ティションごとに１つのＤＣ残差値がシグナリングされ、変換または量子化は適用されな
い。
【０２８４】
　[0237]例に応じて、本明細書で説明した方法のうちのいずれかのいくつかの動作または
イベントは、異なる順序で実行されてよく、互いに追加、統合、または完全に除外され得
る（たとえば、すべての説明された動作またはイベントが、本方法の実施のために必要で
あるとは限らない）ことを理解されたい。その上、いくつかの例では、動作またはイベン
トは、連続してではなく、同時に、たとえば、マルチスレッド処理、割込み処理、または
複数のプロセッサを通じて実行され得る。加えて、本開示の特定の態様が、明確さの目的
のため、単一のモジュールまたはユニットによって実行されるものとして説明されている
が、本開示の技法は、ビデオコーダに関連付けられているユニットまたはモジュールの組
合せによって実行され得ることを理解されたい。
【０２８５】
　[0238]技法の様々な態様の特定の組合せについて上記で説明したが、これらの組合せは
、本開示で説明した技法の例を示すために与えられたものにすぎない。したがって、本開
示の技法は、これらの例示的な組合せに限定されるべきでなく、本開示で説明した技法の
様々な態様の任意の想起可能な組合せを包含し得る。
【０２８６】



(61) JP 6246919 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

　[0239]１つまたは複数の例では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファ
ームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装される場
合、機能は、コンピュータ可読媒体上の１つもしくは複数の命令またはコード上に記憶さ
れ、あるいはこれを介して伝送され、ハードウェアベースの処理ユニットによって実行さ
れ得る。コンピュータ可読媒体は、データ記憶媒体などの有形の媒体に対応するコンピュ
ータ可読記憶媒体、または、たとえば、通信プロトコルに従う、ある場所から別の場所へ
のコンピュータプログラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体を含み得る。
【０２８７】
　[0240]このようにして、コンピュータ可読媒体は、一般に、（１）非一時的である有形
のコンピュータ可読記憶媒体、または（２）信号または搬送波のような通信媒体に対応し
得る。データ記憶媒体は、本開示で説明する技法の実装のための命令、コードおよび／ま
たはデータ構造を取り出すために、１つもしくは複数のコンピュータまたは１つもしくは
複数のプロセッサによってアクセスされ得る、任意の利用可能な媒体であり得る。コンピ
ュータプログラム製品はコンピュータ可読記憶媒体とパッケージング材料とを含み得る。
【０２８８】
　[0241]限定ではなく例として、そのようなコンピュータ可読記憶媒体は、ＲＡＭ、ＲＯ
Ｍ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭもしくは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージ、もしくは他の磁気ストレージデバイス、フラッシュメモリ、または
、命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを記憶するために使用され得、
コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体を備え得る。また、任意の接続が
、コンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、命令が、ウェブサイト、サーバ、
または他の遠隔ソースから、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジ
タル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技
術を使用して送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、Ｄ
ＳＬ、または赤外線、無線、マイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる
。
【０２８９】
　[0242]ただし、コンピュータ可読記憶媒体およびデータ記憶媒体は、接続、搬送波、信
号、または他の一時的媒体を含まないが、代わりに、非一時的な有形記憶媒体を対象とす
ることを理解されたい。本明細書で使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は
、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光デ
ィスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）
ディスク（disk）、およびｂｌｕ－ｒａｙディスク（disc）を含み、ディスク（disk）は
、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再
生する。上記の組合せも、コンピュータ可読媒体の範囲の中に含まれるべきである。
【０２９０】
　[0243]命令は、１つもしくは複数のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、汎用マイクロ
プロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレ
イ（ＦＰＧＡ）、または他の同等の集積回路もしくはディスクリート論理回路などの１つ
または複数のプロセッサによって実行され得る。したがって、「プロセッサ」という用語
は、本明細書で使用されるときに、前述の構造のいずれかまたは本明細書で説明した技法
の実装に適切な任意の他の構造を指すことができる。加えて、いくつかの態様では、本明
細書で説明した機能は、符号化および復号のために構成されるか、または複合コーデック
に組み込まれる、専用のハードウェアモジュールおよび／またはソフトウェアモジュール
内で提供され得る。また、本技法は、１つまたは複数の回路または論理素子において完全
に実装され得る。
【０２９１】
　[0244]本開示の技法は、ワイヤレスハンドセット、集積回路（ＩＣ）またはＩＣのセッ
ト（たとえば、チップセット）を含む、多種多様なデバイスまたは装置で実装され得る。
様々な構成要素、モジュール、またはユニットは、開示されている技術を実行するように
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構成されたデバイスの機能的態様を強調するように本開示において説明されているが、異
なるハードウェアユニットによる実現を必ずしも必要としない。そうではなく、上記で説
明したように、様々なユニットは、コーデックハードウェアユニット中で組み合わせられ
るか、または上記で説明した１つまたは複数のプロセッサを含む、適切なソフトウェアお
よび／またはファームウェアとともに相互動作可能なハードウェアユニットの集合によっ
て提供され得る。
【０２９２】
　[0245]本開示の様々な態様が説明されてきた。これらおよび他の態様は以下の特許請求
の範囲内に入る。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　ビデオデータを復号する方法であって、
　第１のサイズのブロックに関連するパーティションパターンを決定することと、
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記決定されたパーティションパターンに
基づいて、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定すること
と、ここにおいて、前記第２のサイズが前記第１のサイズよりも大きい、
　前記深度ブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深
度ブロックをイントラ予測復号することと
を備える方法。
　［Ｃ２］
　前記第１のサイズのブロックに関連する前記パーティションパターンは、サイズ１６×
１６のブロックに関連するパーティションパターンを備え、前記第２のサイズの前記深度
ブロックに関する前記パーティションパターンを決定することは、サイズ１６×１６の前
記ブロックに関連する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、サイズ３２×
３２の前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定することを備える、
Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ３］
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する１つまたは複数のパーティションパターン
を含むパーティションパターンリストを構成することと、
　前記パーティションパターンリストへのインデックスを受信することと
をさらに備え、
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターンを決定するこ
とは、前記パーティションパターンリストへの前記受信されたインデックスに基づいて、
前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターンを決定すること
を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記深度ブロック内のサブブロックを識別する情報を受信することをさらに備え、前記
サブブロックのサイズが前記第１のサイズであり、
　前記第１のサイズのブロックに関連する前記パーティションパターンを決定することは
、前記サブブロックに関する前記パーティションパターンを決定することを備え、
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ことは、前記サブブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、
前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定するこ
とを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記サブブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記第
２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定することは、
前記サブブロックに関する前記パーティションパターンの線形線を前記深度ブロックの境
界まで拡張することを備え、得られる線形線が、前記深度ブロックに関する前記パーティ
ションパターンを画定する、Ｃ４に記載の方法。
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　［Ｃ６］
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記決定されたパーティションパターンは
、前記第１のサイズの前記ブロックに関連する複数の線ベースのパーティションパターン
からの線ベースのパーティションパターンを備え、前記深度ブロックに関する前記パーテ
ィションパターンは、２つのパーティションに前記深度ブロックを区分する前記深度ブロ
ックに関する線ベースのパーティションパターンを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ことは、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを示
す情報を受信することなく、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティ
ションパターンを決定することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　ビデオデータを符号化する方法であって、
　第１のサイズのブロックに関連するパーティションパターンを決定することと、
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記決定されたパーティションパターンに
基づいて、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定すること
と、ここにおいて、前記第２のサイズが前記第１のサイズよりも大きい、
　前記深度ブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深
度ブロックをイントラ予測符号化することと
を備える方法。
　［Ｃ９］
　前記第１のサイズのブロックに関連する前記パーティションパターンは、サイズ１６×
１６のブロックに関連するパーティションパターンを備え、前記第２のサイズの前記深度
ブロックに関する前記パーティションパターンを決定することは、サイズ１６×１６の前
記ブロックに関連する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、サイズ３２×
３２の前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定することを備える、
Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する１つまたは複数のパーティションパターン
を含むパーティションパターンリストを構成すること
をさらに備え、
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターンを決定するこ
とは、前記構成されたパーティションパターンリストにおいて識別されたパーティション
パターンから、前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターン
を決定することを備える、Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記決定されたパーティションパターンを
識別する前記構成されたパーティションパターンリストへのインデックスをシグナリング
することをさらに備え、ビデオデコーダが、前記深度ブロックをイントラ予測復号するた
めに前記インデックスを使用する、Ｃ１０に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記深度ブロック内のサブブロックを識別することをさらに備え、前記サブブロックの
サイズが前記第１のサイズであり、
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターンを決定するこ
とは、前記識別されたサブブロックに関する前記パーティションパターンを決定すること
を備え、
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ことは、前記識別されたサブブロックに関する前記決定されたパーティションに基づいて
、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ことを備える、Ｃ８に記載の方法。
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　［Ｃ１３］
　前記識別されたサブブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づい
て、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定す
ることは、前記識別されたサブブロックに関する前記パーティションパターンの線形線を
前記深度ブロックの境界まで拡張することを備え、得られる線形線が、前記深度ブロック
に関する前記パーティションパターンを画定する、Ｃ１２に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターンは、前記第１
のサイズの前記ブロックに関連する複数の線ベースのパーティションパターンからの線ベ
ースのパーティションパターンを備え、前記深度ブロックに関する前記パーティションパ
ターンは、２つのパーティションに前記深度ブロックを区分する前記深度ブロックに関す
る線ベースのパーティションパターンを備える、Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　ビデオコーディングのためのデバイスであって、
　第１のサイズのブロックに関連する１つまたは複数のパーティションパターンを記憶す
るビデオデータメモリと、
　１つまたは複数のプロセッサを備えるビデオコーダとを備え、前記ビデオコーダは、
　前記記憶された１つまたは複数のパーティションパターンから、前記第１のサイズの前
記ブロックに関連するパーティションパターンを決定することと、
　前記第１のサイズの前記ブロック関連する前記決定されたパーティションパターンに基
づいて、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定することと
、ここにおいて、前記第２のサイズが前記第１のサイズよりも大きい、
　前記深度ブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深
度ブロックをイントラ予測コーディングすることと
を行うように構成される、デバイス。
　［Ｃ１６］
　前記第１のサイズのブロックに関連する前記パーティションパターンは、サイズ１６×
１６のブロック関連するパーティションパターンを備え、前記第２のサイズの前記深度ブ
ロックは、サイズ３２×３２の深度ブロックを備え、前記ビデオコーダは、サイズ１６×
１６の前記ブロックに関連する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、サイ
ズ３２×３２の前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定するように
構成される、Ｃ１５に記載のデバイス。
　［Ｃ１７］
　前記ビデオコーダはビデオデコーダを備え、
　前記ビデオデコーダは、
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する１つまたは複数のパーティションパターン
を含むパーティションパターンリストを構成することと、
　前記パーティションパターンリストへのインデックスを受信することと
を行うように構成され、
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターンを決定するた
めに、前記ビデオデコーダは、前記パーティションパターンリストへの前記受信されたイ
ンデックスに基づいて、前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティション
パターンを決定するように構成され、
　前記深度ブロックをイントラ予測コーディングするために、前記ビデオデコーダは、前
記深度ブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深度ブ
ロックをイントラ予測復号するように構成される、Ｃ１５に記載のデバイス。
　［Ｃ１８］
　前記ビデオコーダはビデオデコーダを備え、
　前記ビデオデコーダは、前記深度ブロック内のサブブロックを識別する情報を受信する
ように構成され、前記サブブロックのサイズが前記第１のサイズであり、



(65) JP 6246919 B2 2017.12.13

10

20

30

40

50

　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターンを決定するた
めに、前記ビデオデコーダは、前記サブブロックに関する前記パーティションパターンを
決定するように構成され、
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ために、前記ビデオデコーダは、前記サブブロックに関する前記決定されたパーティショ
ンパターンに基づいて、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティショ
ンパターンを決定するように構成される、Ｃ１５に記載のデバイス。
　［Ｃ１９］
　前記ビデオコーダはビデオデコーダを備え、
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ために、前記ビデオデコーダは、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パー
ティションパターンを示す情報を受信することなく、前記第２のサイズの前記深度ブロッ
クに関する前記パーティションパターンを決定するように構成される、Ｃ１５に記載のデ
バイス。
　［Ｃ２０］
　前記ビデオコーダはビデオエンコーダを備え、
　前記ビデオエンコーダは、前記第１のサイズの前記ブロックに関連する１つまたは複数
のパーティションパターンを含むパーティションパターンリストを構成するように構成さ
れ、
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターンを決定するた
めに、前記ビデオエンコーダは、前記構成されたパーティションパターンリストにおいて
識別されたパーティションパターンから、前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前
記パーティションパターンを決定するように構成され、
　前記深度ブロックをイントラ予測コーディングするために、前記ビデオエンコーダは、
前記深度ブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深度
ブロックをイントラ予測符号化するように構成される、Ｃ１５に記載のデバイス。
　［Ｃ２１］
　前記ビデオエンコーダは、前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記決定された
パーティションパターンを識別する前記構成されたパーティションパターンリストへのイ
ンデックスをシグナリングするように構成され、ビデオデコーダが、前記深度ブロックを
イントラ予測復号するために前記インデックスを使用する、Ｃ２０に記載のデバイス。
　［Ｃ２２］
　前記ビデオコーダはビデオエンコーダを備え、
　前記ビデオエンコーダは、前記深度ブロック内のサブブロックを識別するように構成さ
れ、前記サブブロックのサイズが前記第１のサイズであり、
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターンを決定するた
めに、前記ビデオエンコーダは、前記識別されたサブブロックに関する前記パーティショ
ンパターンを決定するように構成され、
　前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定する
ために、前記ビデオエンコーダは、前記識別されたサブブロックに関する前記決定された
パーティションに基づいて、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティ
ションパターンを決定するように構成される、Ｃ１５に記載のデバイス。
　［Ｃ２３］
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターンは、前記第１
のサイズの前記ブロックに関連する複数の線ベースのパーティションパターンからの線ベ
ースのパーティションパターンを備え、前記深度ブロックに関する前記パーティションパ
ターンは、２つのパーティションに前記深度ブロックを区分する前記深度ブロックに関す
る線ベースのパーティションパターンを備える、Ｃ１５に記載のデバイス。
　［Ｃ２４］
　集積回路（ＩＣ）、
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　マイクロコントローラ、および
　前記ビデオコーダを備えるワイヤレスデバイス
のうちの１つを備える、Ｃ１５に記載のデバイス。
　［Ｃ２５］
　ビデオコーディングのためのデバイスの１つまたは複数のプロセッサによって実行され
たときに、前記１つまたは複数のプロセッサに、
　第１のサイズのブロックに関連するパーティションパターンを決定することと、
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記決定されたパーティションパターンに
基づいて、第２のサイズの深度ブロックに関するパーティションパターンを決定すること
と、ここにおいて、前記第２のサイズが前記第１のサイズよりも大きい、
　前記深度ブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、前記深
度ブロックをイントラ予測コーディングすることと
を行わせる命令を記憶したコンピュータ可読記憶媒体。
　［Ｃ２６］
　前記第１のサイズの前記ブロックに関連する前記パーティションパターンは、サイズ１
６×１６のブロックに関するパーティションパターンを備え、前記１つまたは複数のプロ
セッサに、前記第２のサイズの前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを
決定することを行わせる前記命令は、前記１つまたは複数のプロセッサに、サイズ１６×
１６の前記ブロックに関する前記決定されたパーティションパターンに基づいて、サイズ
３２×３２の前記深度ブロックに関する前記パーティションパターンを決定することを行
わせる命令を備える、Ｃ２５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　［Ｃ２７］
　前記第１のサイズのブロックに前記関連する前記パーティションパターンは、前記第１
のサイズの前記ブロックに関連する複数の線ベースのパーティションパターンからの線ベ
ースのパーティションパターンを備え、前記深度ブロックに関する前記パーティションパ
ターンは、２つのパーティションに前記深度ブロックを区分する前記深度ブロックに関す
る線ベースのパーティションパターンを備える、Ｃ２５に記載のコンピュータ可読記憶媒
体。
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